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ロホ
い
」
権
貧
米
国
ア
リ
ゾ
ナ
州
Ｙ
丈
育
リ

種
ま
き
用
の
杖
が
献
呈
さ
れ
ま
し
た

今
夏
、
米
国
を
訪
ね
た
岩
品
安
柳
氏

（盛
岡
市

。
い
わ
し
な
治
療
院
／
日
本

Ｃ
Ｉ
協
会
友
の
店
）
が
長
年
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
り
―
ダ
ー
で
あ
る
口

イ
・ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ツ
氏
か
ら

「桜
沢
先
生
の
ご
霊
前
に
お
供
え
し
て
ほ
し
い
」

と
種
ま
き
用
の
杖
が
託
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
は
、
η
月
１０
日
、
「桜
沢
先
生
記
念

の
集
い
」
で
杖
を
持
つ
桜
沢
里
真
会
長
。

贈答にも使えるつめ合わせ箱入り
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直:接 契約した無農薬有機栽培原料を天然醸

造法にて熟成した逸品ぞろいです。詰め合わ

せ箱入りですから贈答にもお使いいただけま九

試しに少量だけ買ってみたいという方にもおす

すめいたします。
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■食養料理教室 リマ・ クッキングアカデミー秋期、初級
は毎週水曜、中上級師範科は毎週火曜開講。募集中ノ

■「正食医学講座」(全 6回 )は 毎月第一土日に開催中ノ
詳細は巻末色ページ参照。

■ リマ 。クッキング集中料理講座は11月 10日 (土 )～ 11日

(日 )開催ですノ

●表紙写真 :小麦 (写真/家の光 C) ■ 日本C!協会は毎週木曜休業です。
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月

号

「桜
沢
先
生
記
念
の
集
い
」
開
催
／
／
４

久
司
道
夫
先
生
夫
妻
を
迎
え
て

●
吉
見
ク
リ

マ
ッ
ク
欧
州
通
信

ガ
ン
は
食
事
で
予
防
で
き
る
／
６

ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
炎
暑
異
変
／
７

傲
慢
と
排
他
性
に
つ
い
て
／
９

正
食
と
育
児
②
／
大
森

一
慧
／
平
賀
佐
和
子
／
１２

食
事
に
幅
を
、
会
合

に
出
る
、
子
供
に
は
子
供

の
生
活
、　
Ｔ

一年

し
た
ら
死
ぬ
よ
」
、
七
人
の
子
供
た
ち
、　
一
回
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
が

親
と
同
居
、
給
食
を
断
わ
る
、
給
食
で

″
い
じ
め
″
？
　
卒
業
式

に
涙
、
先
生
の

一
言
、
ど
こ
ま
で
が

「
子
育

て
」
か
、
結
婚
か
ら

「
子
育

て
」
、

「
死
ん
で
も
い
い
じ
や
な
い
か
」
、
子
供
が
確
か

め
る
、

「
お
料
理
は
創
作

で
す
」
、

「
教
わ

っ
て
は
い
け
な
い
」

キ
チ
ン
と
基
本
を
、　
一
生
懸
命
体
験
せ
よ
、
理
想
像
を
追
う
な

キ

ュ
ー
バ
、
ペ
ル
ー
ヘ
／
菊
池
富
美
雄
／
３４

カ
ス
ト

ロ
氏
の
招
き
で

共

に
歩

こ
う
生
存

へ
の
行
進
ｍ
／
三
輪
政
人
／
３６

●

『Ｇ
Ｏ
レ
タ
ー
』
特
別
掲
載

『
世
界
無
銭
武
者
旅
行
』

イ
ン
ド
編

〔続
〕⑦
／
桜
沢
如
一

27

１
９
５
３
年
１０
月
、
桜
沢
先
生
夫
妻
は
、
戦
後
混
乱
期
の
日
本
を
後
に
し

て
、
ま
ず
イ
ン
ド
ヘ
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
、
∃
―
ロ
ッ
パ

ヘ
と
世
界
Ｐ
∪

革
命
の
地
下
工
作
の
旅
に
立

っ
た
。
現
地
で
の
活
動
報
告
や
発
見
、
故
国

の
人
々
や
弟
子
た
ち

へ
の
叱
咤
激
励
や
批
判
、
そ
し
て
著
作
、
書
簡
な
ど

の
貴
重
な
通
信
が
間
断
な
く
送
ら
れ
て
き
た
／

■
本
誌
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
／

〈
フ
号

一
部
五

一
五
円

（税

・
送
料
共
）

1新
9し
9き
0世
年界

ヘ

■本誌および日本CI協会のすべての刊行物、桜沢如一、桜沢里真の著作物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による
複製は、当協会の文書による承認を必要とします。 (た だし、論文中での正常な範囲の引用は、出典、発行所を明記されれ
は、かまいません 転載のお申し込みは歓迎いたします)
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躍進するマクロビオティックで21世紀ヘノ
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ス タ ッ フ 募 集 ノ (編集・行事・事務)

業がキライでない人。
明るい人間関係を作れる人。 OA機器の簡単な入
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10月 10日 (祝)に開催 .ノ

桜沢如一先生記念の集い

▲桜沢里真会長

▲久司先生は世界連邦運動か ら桜沢先生 との出会い、先生の人柄を

語 り、米紙 にでたケロッグ社の、東洋的食事の優越性を宣伝する広

告を示 して、穀物食を見直 し欧米風食事に欠陥があるという認識が

広 まつていると講義。

１０
月
１０
日

（
水

・
祝
）
、
桜
沢
先
生

の
誕
生
日

（
１８
日
）
を
記
念

し
て

「
桜
沢
如

一
先
生
記
念

の
集

い
」
が
開
催
さ
れ
、
各
地
か
ら

大
勢

の
方
々
が
参
加
さ
れ
た
。

久
司
道
夫
先
生
は
９
月
２０
日
、
来
日
、
東
京

。
名
古
屋

・
札
幌

。

北
九
州
な
ど
各
地

で
講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
を
行
な

っ
た
。
９
月
２９

日
～
３０
日
は
東
京

・
原
宿

で
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

・
正
食
協
会
共
催

の

セ
ミ
ナ
ー

（
百
名
余
）
が
開
催
さ
れ
た
。

（
来
年
５
月
に
は
関
西

地
区
で
別
内
容

で
開
催
予
定
）

「
記
念

の
集

い
」
は
、
ま
ず
久
司
ア
ヴ

ェ
リ
ー
ヌ
夫
人
が
四
〇
年

前
、
Ｍ
Ｉ
の
桜
沢
先
生
を
訪
ね
入
所
し

『
世
界
政
府
』
新
聞
を
駅

(91歳 )が元気に挨拶。
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の
構
内
で

一
生
け
ん
め
い
売

っ
た
思
い
出
を
語
り
、
つ
い
で
久
司
道
夫
先
生

の
感
銘
深
い
お
話
が
あ
り
、
パ
ー
テ
ィ
に
移
り
、
料
理
部
苦
心
の
品
々
を
賞

味
し
て
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

【
写
真
上
】
手
を
結
ん
で

「
ワ
カ
レ
の
歌
」
。

【
写
真
中
】
全
員
で
記
念
撮

影
。

【
写
真
下
】
出
来
上
が
っ
た
料
理
と
料
理
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
。

〔献
立
〕
赤
飯
、
リ

ン
ゴ

。
ゼ
リ
ー

（
リ
ン
ゴ
、

レ
ー
ズ

ン
、
寒
天
）
、
南

瓜
入
リ
バ

ン
オ
サ
ワ
、　
コ
ー
フ
ー
カ
ツ

（
レ
タ
ス
、
パ
セ
リ
、　
レ
モ
ン
）
、

葛
切
り
と

ワ
カ
メ
の
サ
ラ
ダ
、
食
養
酢
ぶ
た
、
た
た
き
ご
ぼ
う
と
隠
元
の
ゴ

マ
味
噌
和
え
、

コ
ン
ニ
ャ
ク

。
大
根

。
人
参

の
煮
物
串
さ
し
。

大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

摯礁ｒ
一　一

鶴
「 1責



フ
ラ
ン
ス
科
学
院
の
研
究
部
長
ギ
ー

・
ド

・
テ
教

授
は
、
最
近

『生
活
様
式
と
ガ
ン
』
と
い
う
本
を
あ

ら
わ
し
て
評
判
を
呼
ん
で
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
・
ソ

ワ
ー
ル
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
次
の
よ
う
に
発
言
し

た
。

「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
、
日
常
の
生
活
習
慣
、
特
に
食

習
慣
を
改
め
る
な
ら
、
現
在
の
ガ
ン
発
生
の
５０
パ
‐

セ
ン
ト
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」

「
ガ
ン
．の
１０
例
の
う
ち
８
例
が
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活

様
式
が
原
因
で
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
何
よ
り
も

ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
食
事
か
ら
動
物
性
脂
肪
と
砂
糖

と
ア
ル
コ
ー
ル
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
、
精
白
し
な
い
穀
類
と
野
菜
の
多
い
食
事
に
改

め
る
べ
き
で
あ
る
」

ガ
ン
専
門
医
の
ア
ン
リ

・
ジ
ョ
ワ
イ
ユ
ー
教
授
も
、

ル

・
モ
ン
ド
紙
で
次
の
よ
う
に
提
言
し
て
い
る
。

「
ガ
ン
の
予
防
は
、
日
常
の
食
事
か
ら
出
発
す
べ
き

で
あ
る
。
ガ

ン
の
３０
～
４０
パ
‐
セ
ン
ト
は
、
直
接
間

接
に
わ
れ
わ
れ
の
日
常
の
食
事
と
深
い
か
か
わ
り
を

持

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」

十
■

昨
今
、
欧
米
諸
国
の
医
学
者
た
ち
が
、
ガ
ン
や
他

の
慢
性
病
の
予
防
に
つ
い
て
、
た
い
へ
ん
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
イ
ッ
ク
に
近
い
提
言
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
大
い
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

右
の
二
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
医
学
者
の
提
言
も
、
フ

ラ
ン
ス
人
に
に
と
っ
て
か
な
り
思
い
切

っ
た
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
的
実
行
案
で
あ
り
、
明
ら
か
に
予
防

医
学
と
栄
養
学
が
急
速
に
変
化
し

つ
つ
あ
る
こ
と
を

暗
示
し
て
い
る
。
栄
養
学
的
常
識
が
ど
ん
ど
ん
崩
壊

し

つ
つ
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
る
。

し
か
し
、
多
く
の
現
代
医
学
の
権
威
た
ち
の
場
合

と
同
様
、
二
人
の
提
言
は
慎
重
す
ぎ
て
、

「
５０
パ
‐

セ
ン
ト
避
け
ら
れ
る
」
と
か

「
１０
人
中
８
人
」
と
か

「
３０
～
４０
パ
‐
セ
ン
ト
」
な
ど
と
数
字
が
煮
え
切
ら

な
い
で
、
じ
れ

っ
た
い
感
じ
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

わ
れ
わ
れ

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
族
は
、
大
胆
に

も
、
食
事
が
皿
パ
ー
セ
ン
ト
ガ
ン
の
原
因
で
あ
り
、

食
事
だ
け
で
１００
パ
ー
セ
ン
ト
、
ガ
ン
を
予
防
で
き
る
、

と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
他
の
あ
ら
ゆ

る
ガ
ン
の
原
因
と
み
な
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
二
次

的
、
副
次
的
原
因
に
過
ぎ
な
い
、
と
断
ず
る
の
で
あ

フ（）。世
界
の
医
学
者
た
ち
が
い
う
、
食
以
外
の

「ガ
ン

の
原
因
」
と
は
、
太
陽
光
線
、
放
射
線
、
化
学
物
質

（タ
ー
ル
、
ア
ニ
リ
ン
色
素
、
石
綿
、
食
品
添
加
物
、

ベ
ン
ツ
ピ
レ
ン
な
ど
）
、
一
般
物
理
因
子

（た
と
え
ば

火
傷
）
な
ど
を
指
し
て
い
る
が
、
食
事
さ
え
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
に
か
な
っ
た
摂
り
方
を
し
て
い
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
諸
因
子
の
発
ガ
ン
性
は
大
い
に
制
限
さ
れ

る
か
、
ま
っ
た
く
発
揮
で
き
な
い
か
で
あ
る
、
と
い

う
の
が
、
わ
れ
わ
れ
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
族
の
主

張
で
あ
る
。

（在
ベ
ル
ギ
ー
、
九
月
五
日
）

ガンは食事で予防できる

一 フランスの医学者も証言一

吉見 クリマック
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ヨーロッパの炎暑異変
地球村は危機にひん している

吉見クリマック

毎
年
、
異
常
気
象
が
話
題
に
の
ぼ
る
。
け
れ
ど
も
、

今
年
の
夏
ほ
ど
の
異
常
な
炎
暑
は
、
私
の
三
十
数
年
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
活
を
通
じ
て
、
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
今
年
は
、
は
じ
め
か
ら
異
常
で
あ

っ
た
ｏ

雪
の
な
い
暖
冬
の
後
、
四
月
の
開
花
期
に
大
雪
が
降

っ
て
、
果
物
の
花
を
枯
ら
し
て
し
ま

つ
た
の
で
、
今
年

は
桃
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
ナ
シ
、
ア
ン
ズ
、
ス
モ
モ
な
ど

の
実
が
な
ら
な
か

っ
た
。

夏
に
入

っ
て
か
ら
の
炎
熱
と
干
ば

つ
は
、
去
年
の
そ

れ
を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
で
あ

っ
た
。
ベ
ル
ギ
ー
で

気
温
が
３０
℃
を
上
回
る
の
は
、

一
年
を
通
し
て
せ
い
ぜ

い

一
週
間
く
ら
い
の
も
の
で
、
暑
苦
し
い
思
い
を
す
る

こ
と
は
め

っ
た
に
な
い
。
ど
ん
な
暑
い
日
で
も
、
夕
方

に
な
る
と
快
適
な
涼
し
さ
に
帰
る
か
ら
で
あ
る
。
じ

っ

と
し
て
い
て
も
汗
を
か
い
た
り
、
暑
苦
し
く
て
眠
れ
な

い
と
か
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
な
い
。

そ
れ
が
今
年
は
、
五
月
は
じ
め
に
３０
℃
の
高
温
が
始

ま

っ
て
、
六
月
に
少
し
涼
し
か

っ
た
も
の
の
、
七
、
八

月
と
雲
の
な
い
日
は
ず

っ
と
３０
℃
が
続
い
て
、
そ
ん
な

日
の
午
後
は
、
日
本
を
思
わ
せ
る
炎
熱
を
、
人
は
カ
ー

テ
ン
を
閉
じ
て
ひ
た
す
ら
に
耐
え
る
風
情
で
あ

っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
に
は
、
普
通
ク
ー
ラ
ー
も
扇
風
機

も
な
い
。

今
年
度
最
高
気
温
は
、
パ
リ
で
３９
℃
ヽ
ベ
ル
ギ
ー
で

〓
二
℃
を
示
し
、

「
前
世
紀
以
来
、
百
数
十
年
ぶ
り
の

暑
さ
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
干
ば

つ
は
、
年
々
歳
々
悪
化
を
た
ど
り
、

永
久
に
回
復
の
見
込
み
が
な
い
と
い
う
悲
観
論
が
だ
ん

だ
ん
正
当
性
を
得
て
き
て
い
る
。
九
月
に
入

っ
て
も
ベ

ル
ギ
ー
と
同
様
、
水
不
足
の
た
め
、
プ
ー
ル
や
洗
車
の

用
水
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
地
方
に
よ

っ
て
は
風
呂
水

ま
で
制
限
さ
れ
た
。

地
中
海
沿
岸
に
頻
発
し
た
山
火
事
は
二
万
町
歩
以
上

の
山
林
を
焼
き
尽
く
し
た
が
、
消
防
車
が
火
に
包
ま
れ

て
燃
え
上
が

っ
た
り
、
消
防
夫
が
死
傷
し
た
り
し
て
、

一
時
消
火
が
放
棄
さ
れ
る
事
態
ま
で
起
こ
っ
た
。
原
因

は
当
初
、
放
火
の
疑
い
が
持
た
れ
た
が
、
結
局
は
自
然

発
火
と
い
う
こ
と
に
落
ち
着
い
た
。
ま
だ
ま
だ
干
ば

つ

が
あ
る
限
り
山
火
事
は
い
つ
発
生
す
る
か
知
れ
な
い
し
、

ピ
レ
ネ
ー
お
ろ
し
の
ミ
ス
ト
ラ
ル
風
に
あ
お
ら
れ
る
と

手
が
つ
け
ら
れ
な
く
な
る
。

淡
水
魚
が
今
年
も
大
量
に
死
ん
だ
。
セ
ー
ヌ
川
だ
け

で
８０
ト
ン
の
魚
が
酸
欠
で
浮
き
上
が

っ
た
ｏ
干
上
が

っ

た
川
や
池
で
は
、
多
く
の
魚
が
病
気
に
か
か

っ
て
い
る

こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
で
は
、
養

殖
の
マ
ス
が

一
挙
に
全
滅
し
た
。

地
中
海
で
は
、
ム
ー
ル
員
に
胃
腸
障
害
の
原
因
に
な

る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
発
生
し
て
採
取
も
発
売
も
禁
止
さ

れ
た
ｏ
向
こ
う
数
年
は
解
禁
の
見
込
み
が
な
い
、
と
い

う
厚
生
省
の
発
表
に
業
者
が
絶
望
感
に
お
ち
い
っ
て
い

２一
。家

畜
も
今
年
は
異
様
で
あ
る
。

英
国
に

「精
神
病
」
の
牛
が
現
わ
れ
た
。
流
行
性
脳

膜
炎
に
よ

っ
て
判
断
中
枢
が
お
か
さ
れ
、
ま
と
も
に
歩

け
な
い
で
、
す
ぐ

へ
た
ば
り
座
り
込
む
。
そ
ん
な
気
味

の
悪
い
牛
の
肉
を
食
わ
さ
れ
て
は
た
ま
ら
な
い
、
と
フ

ラ
ン
ス
人
が
騒
ぐ

一
幕
も
あ

っ
た
ｏ
屠
殺
さ
れ
た
牛
の

始
末
に
つ
い
て
は
情
報
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
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ベ
ル
ギ
ー
で
は
ブ
タ
が
ペ
ス
ト
に
か
か
っ
て
、
十
万

頭
も
屠
殺
さ
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
を
か
け
て
焼
か
れ
た
。
そ

の
補
償
問
題
で
農
民
が
政
府
相
手
に
デ
モ
を
か
け
て
い

る
。
も

っ
と
も
、
こ
の
ペ
ス
ト
は
人
間
に
は
伝
染
し
な

い
。
し
か
し
、
山
野
に
住
む
野
生
の
ブ
タ
、
つ
ま
リ
イ

ノ
シ
シ
に
は
伝
染
す
る
ら
し
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
山
で
ペ

ス
ト
の
イ
ノ
シ
シ
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

人
間
を
お
び
や
か
す
病
原
菌
や
病
原
物
質
も
増
え
る

一
方
で
あ
る
。
海
や
川
の
水
中
や
食
品
の
中
に
サ
ル
モ

ネ
ラ
菌
と
か
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
と
か
の
異
常
発
生
が
認
め

ら
れ
た
。
生
卵
に
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
が
発
生
し
て
い
る
し
、

ジ
ャ
ム
や

マ
ー
ガ
リ
ン
に
も
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
が
発
見
さ

れ
た
。
ま
た
、
泉
の
水
、
井
戸
水
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー

タ
ー
か
ら
水
道
水
に
い
た
る
ま
で
亜
硝
酸
塩
が
、
時
に

許
容
量
以
上
含
ま
れ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
亜
硝
酸

塩
は
発
ガ
ン
物
質
で
あ
り
、
主
と
し
て
畑
地
に
ま
か
れ

る
化
学
肥
料
や
工
場
排
水
が
元
で
あ
る
。

大
気
中
で
は
、
オ
ゾ
ン
の
異
常
増
加
や
ダ
イ
オ
キ
シ

ン

（有
毒
物
質
）
の
発
生
が
あ
り
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
市

長
ら
が
先
頭
に
立

っ
て
訴
え
た
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
チ
エ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
放
射
能
の
問

題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
が
、

「
不
可
抗
力
」
と
す
る
ア

キ
ラ
メ
の
見
方
が
強
い
。

そ
の
間
に
フ
ラ
ン
ス
の
エ
イ
ズ
患
者

（発
病
者
）
の

数
は

一
万
五
千
人
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ウ
イ
ル

ス
保
持
者
は
そ
の
二
十
倍
と
も
百
倍
と
も
言
わ
れ
、
こ

れ
が
ま
た
当
事
者

（感
染
者
）
を
悲
観
的
に
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
わ
れ
ら
が
地
球
村
は
、
大
気
圏
も
大
地

も
深
刻
に
秩
序
を
乱
さ
れ
、
植
物
圏
が
荒
ら
さ
れ
、
つ

い
で
動
物
圏
が
病
気
に
冒
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

っ
た
。

宇
宙
の
構
成
の
最
終
産
物
た
る

「
万
物
の
霊
長
」
、
人

間
が
未
曽
有
の
慢
性
病
患
者
の
数
に
お
び
え
、
な
す
と

こ
ろ
も
知
ら
な
い
の
は
、
ご
く
当
然
の
こ
と
と
す
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。

人
間
が
病
む
と
、
判
断
も
狂
い
出
す
。
判
断
が
狂
い

出
す
と
、
問
題
解
決
の
た
め
に
最
低
の
手
段
た
る
暴
力

を
使
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
最
大
の
も
の
が
戦
争
な
の

だ
。核

兵
器
を
筆
頭
に
武
器
と
い
う
武
器
が
、
そ
の
ス
ピ

ー
ド
と
破
壊
力
と
殺
人
性
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
陽
性

に
な

っ
て
き
た
の
に
反
比
例
し
て
、
戦
争
遂
行
者
た
る

人
間
は
、
い
よ
い
よ
も

っ
て
陰
性
に
な

っ
て
ゆ
く
の
で
、

戦
争
は
慎
重
に
な
り
、
起
こ
り
に
く
く
な

っ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
均
衡
を
破
る
陽
性
の
因
子
が
加
わ
る

と
戦
争
の
危
機
は
高
ま
る
。

今
年
の
異
常
気
象
は
世
界
的
な
も
の
と
言
わ
れ
る
が
、

今
夏
の
異
常
な
炎
熱
と
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
紛
争
と
関
係
が

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

陽
極
ま

っ
て
陰
―
　
異
常
な
陽
気
も
さ
す
が
に
宇
宙

の
秩
序
そ
の
も
の
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、

ま
も
な
く
秋
冷
の
季
節
に
入
る
。

秋
の
陰
性
の
訪
れ
に
よ
っ
て
、
炎
暑
が
終
わ
り
を
告

げ
、
戦
争
の
危
機
も
遠
ざ
か
る
こ
と
を
祈
り
た
い
が
、

環
境
汚
染
と
戦
争
に
よ
る
地
球
の
危
機
は
増
大
こ
そ
し

て
い
る
が
、
少
し
も
解
決
の
方
に
は
向
か

っ
て
い
な
い

現
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

（
一
九
九
〇

・
九

・
三
）

半断食 “宿便とり"

熱海温泉道場
大森英桜、牧内泰道先生直接指導……海砂もぐり、森林浴、温泉に、自然の中の広大なる“気

が一杯"の総桧造りのスバラシイ道場で、経験あるベテランスタッフでの親身な奉仕で “人

生もう一度飛び出そう"し てみませんか。●まず毎月1～ 8日 の研修合宿に来て下さい。

指導者養成コース  :瀬揉£だ様書装|」 :言魯壼U漏憬実
して経営可)

無料進呈中『宿便とり』 リーブル出版 ¥850 返信切手 210円 同封し申し込み下さい。

篤警蔑あ 財団法人修学協会 温泉道場嘉嶋井1/111Ю盤・ 0557002m
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一
九
五

一
年
の
夏
に
私
が
訪
ね
て
行

っ
た
横
浜

。
日

吉
の
Ｍ
Ｉ

（
メ
ゾ
ン
・
イ
グ
ノ
ラ
ム
ス
）
は
、
ま
る
で

人
間
社
会
の
縮
図
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
人
間
が
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
か
か

え
て
飛
び
込
ん
で
き
て
い
ま
し
た
ｏ
医
者
や
教
員
や
イ

ン
テ
リ
か
ら
無
学
文
盲
の
人
、
大
金
持
ち
か
ら
ご
く
貧

乏
な
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
、
強
健
な
柔
道
家
か
ら
結
核
患

い

て

吉
見

ク
リ
マ
ッ
ク

者
や
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
の
青
年
ま
で
の
人
々
が
Ｇ
Ｏ
先
生
を

中
心
に
家
族
的

コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
風
の
生
活
を
営
ん
で
い

ま
し
た
。

家
族
を
捨
て
て
夜
逃
げ
し
て
田
舎
を
飛
び
出
し
て
く

る
人
が
し

ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
り
ま
し
た
。
反
対
に
、
Ｍ
Ｉ

が
居
づ
ら
く
な

っ
て
逃
げ
出
す
人
も
あ

っ
て
、
年
中
顔

ぶ
れ
が
変
化
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
、
政
治
家

、
宗

教
家
、
平
和
運
動
家
の
出
入
り
が
毎
日
の
よ
う
に
あ
り

ま
す
。

Ｇ
Ｏ
先
生
の
内
弟
子
に
相
当
す
る
青
年
た
ち

（
Ｍ
Ｉ

生
）
は
、
正
食
に
よ

っ
て
健
康
を
立
て
直
し
、
Ｇ
Ｏ
先

生
の
ハ
ン
マ
リ
ン
グ
教
育
を
受
け

つ
つ
Ｐ
Ｕ

（無
双
原

理
）
を
体
得
し
、
判
断
力
を
み
が
く
こ
と
に
よ

っ
て
自

由
を
獲
得
し
、
将
来
は
海
外
に
雄
飛
せ
ん
と
い
う
大
望

を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
、
ぬ
く
ぬ
く
と
学
校
温
床
の

中
で
育

っ
た
青
年
た
ち
に
と

っ
て
、
Ｍ
Ｉ
は
学
校
で
学

ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
生
き
た
社
会
の
教
訓
が
、
木
造
の

家
の
中
に
、
ふ
ん
だ
ん
に
こ
ろ
が

っ
て
い
ま
し
た
ｏ
そ

れ
ら
の
教
訓
を
Ｇ
Ｏ
先
生
が
朝
の
講
義
の
材
料
に
す
る

の
で
す
。

そ
れ
が
、
Ｍ
Ｉ
と
い
う
と
こ
ろ
の
面
白
い
魅
力
に
な

っ
て
い
ま
し
た
ｏ
そ
ん
な
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
る
と
、

も
う
最
高
学
府
の
象
牙
の
塔
が
滑
稽
に
見
え
だ
し
、
大

学
で
習
う
科
学
や
経
済
学
や
法
律
学
や
文
学
を
軽
ん
じ

て
、
せ
せ
ら
笑
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
教
授
た
ち
が
傲

慢
と
排
他
性
の
か
た
ま
り
に
見
え
て
、
鼻
持
ち
な
ら
な

く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

今
に
し
て
思
う
と
、
本
当
は
こ
ち
ら
こ
そ
若
い
く
せ

に
傲
慢
で
排
他
的
で
生
意
気
そ
の
も
の
で
し
た
。
世
間

の
こ
と
は
何
も
知
ら
ぬ
く
せ
に
、
ち
ょ
っ
と
世
界
観
だ

の
無
双
原
理
だ
の
宇
宙
の
秩
序
だ
の
を
か
じ

っ
た
だ
け

で
、
自
分
が
神
様
に
な

っ
た
よ
う
な
勘
違
い
を
し
て
い

た
だ
け
の
こ
と
な
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
早
ト
チ
リ
の
テ
ン
グ
に
な
り
が
ち
の
青

年
た
ち
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
が
ら
、
Ｇ
Ｏ
先
生
が
常

J

つ 促
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に
き
び
し
く
い
ま
し
め
、
自
己
批
判
さ
せ
て
い
た
の
が
、

ほ
か
で
も
な
い

「
傲
慢
」
と

「排
他
性
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
で
し
た
。

毎
朝
の
講
義
で
、
Ｇ
Ｏ
先
生
が
学
生
た
ち
に
与
え
る

批
判
に
、
よ
く
こ
の
二
つ
が
現
わ
れ
ま
す
。

「君
の
そ
の
陰
に
こ
も

っ
た
排
他
性
が
君
の
不
幸
の
元

な
ん
だ
よ
ノ
」

「君
の
解
答
は
み
な
、
い
か
に
君
が
傲
慢
で
あ
る
か
を

証
明
す
る
も
の
ば
か
り
だ
ノ
」

と
い
っ
た
具
合
で
し
た
。

私
が
知
る
限
り
、
Ｇ
Ｏ
の
前
で
、
こ
の
二
つ
の
点
で

合
格
し
た
学
生
は

一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
傲
慢
と
排
他
性
の
比
較
的
な
強
い
弱
い
の
差
は
あ

っ

て
、
Ｇ
Ｏ
先
生
の
表
現
も
微
妙
に
変
化
し
ま
し
た
。
あ

る
人
は
極
め
て
傲
慢
で
あ
る
し
、
も
う

一
人
は
比
較
的

傲
慢
で
な
い
の
で
す
。
排
他
性
に
つ
い
て
も
同
じ
で
、

「排
他
性
の
強
い
男
」
と
か

「
あ
の
女
性
は
排
他
性
の

無
い
人
だ
」
と
い
う
よ
う
な
評
価
が
よ
く
聞
か
れ
ま
し

た
。こ

の
二
つ
の
精
神
的
片
寄
り
さ
え
な
け
れ
ば
、
人
間

は
幸
福
な
の
だ
、
と
い
う
響
き
が
Ｇ
Ｏ
先
生
の
表
現
に

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
二
つ
だ
け
は

「絶
対
に
許

さ
な
い
ノ
」
と
い
う
断
固
た
る
態
度
が
あ
ら
わ
で
、
こ

の
二
つ
を
徹
底
的
に
取
り
除
く
こ
と
が
Ｇ
Ｏ
先
生
の
教

育
方
針
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
基
本
方

針
は
結
局
、
最
後
ま
で
続
き
ま
し
た
。

今
日
、

「
倣
慢
」
と

「排
他
性
」
な
ど
と
い
う
こ
と

を
厳
し
く
言
う
人
は
正
食
界
に
す
ら
い
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
日
本
社
会
を
見
る
と
、
こ
の
二
つ
の
因
業
な
精

神
を
あ
か
ら
さ
ま
に
言
葉
や
態
度
に
あ
ら
わ
し
、
ふ
り

か
ざ
す
風
潮
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な

っ
て
い
る
の
に
驚

か
さ
れ
ま
す
。
ま
る
で
欧
米
白
人
の
悪
い
態
度
や
表
現

を
ま
る
ま
る
ゆ
ず
り
受
け
て
き
た
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど

で
す
。

Ｇ
Ｏ
先
生
が
い
た
ら
決
し
て
通
ら
な
か
っ
た
傲
慢
で

排
他
的
な
言
動
が
、
今
で
は
正
食
界
で
す
ら
平
気
で
ま

か
り
通

っ
て
い
は
し
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
こ

の
二
つ
の
業
を
無
く
す
る
こ
と
が
、
い
か
に
む
ず
か
し

い
、
究
極
的
な
問
題
で
あ
る
か
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。

食
事
に
関
し
て
Ｇ
Ｏ
先
生
は
、
初
心
者
に
は
厳
し
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
古
株
の
人
に
は
わ
り
あ
い
大
ら
か
で
、

よ
く
先
輩
た
ち
が
か
く
れ
て
邪
食
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

め

っ
た
に
叱
言
を
言

っ
た
り
非
難
し
た
り
す
る
こ
と
も

な
か

っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
き
ち
ん
と
正
食
行
に
従

っ
て
い
る
学
生
は

一
日
で
そ
れ
を
見
抜
い
て
、
実
に
ス
マ
ー
ト
な
ジ

エ
ス

チ

ュ
ア
や
笑
顔
や
寸
言
で
、
そ
れ
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

私
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
接
し
た
最
後
の
年
月
ま
で
ず

っ
と
、

Ｇ
Ｏ
先
生
の
あ
の
に
じ
み
で
る
よ
う
な
親
心
の
発
揚
は

変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
涯
、
人
知
れ
ず
正
食
を
行

じ
抜
い
た
人
の
、
き
わ
だ

っ
た
透
視
力
が
そ
こ
に
あ
り

ま
し
た
。
甘
い
菓
子
な
ど
食
べ
た
顔
は

一
瞬
に
し
て
見

て
取
る
そ
の
実
力
は
、
間
答
を
要
さ
な
い
説
得
力
に
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
い
て
、
学
生
た
ち
の
邪
食
を
、
よ
ほ
ど
の
失

敗
や
病
気
を
し
な
い
限
り
、
と
が
め
る
こ
と
を
し
な
か

っ
た
の
で
す
。
正
食
は
所
詮
、
よ
き
に
つ
け
悪
し
き
に

つ
け
、
各
人
が
自
分
で
経
験
し
て
体
得
し
て
ゆ
く
も
の

だ
か
ら
、
あ
え
て
放
置
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
寛
大
さ
と
は
ウ
ラ
ハ
ラ
に
、
傲
慢
と
排
他
性
と

は
絶
対
に
許
さ
ぬ
と
い
う
教
育
は
、

「す
べ
て
の
原
因

は
食
に
あ
り
」
と
す
る
正
食
の
考
え
方
と
矛
盾
し
そ
う

な
も
の
で
あ
る
の
に
、
な
ん
と
も
き
び
し
い
自
己
批
判

の
要
求
で
は
あ
り
ま
し
た
。

Ｍ
Ｉ
に
行

っ
て
Ｇ
Ｏ
先
生
の
御
指
導
を
受
け
る
ま
で
、

正
食
を
し
さ
え
す
れ
ば
健
康
に
な
り
頭
も
よ
く
な
り
、

ひ
と
り
で
に
大
き
な
愛
も
わ
い
て
く
る
し
感
謝
の
念
も

出
て
く
る
と
信
じ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
し
て
い
わ
ん
や

傲
慢
や
排
他
性
な
ん
か
は
、
正
食
さ
え
す
れ
ば
簡
単
に

な
く
な
る
も
の
、
と
思

っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
感
謝

の
念
が
わ
か
な
い
の
に
感
謝
し
た
り
す
る
の
は
嘘
で
あ

る
、
と
思

っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
Ｇ
Ｏ
先
生
が
学
生
た

ち
の
傲
慢
と
排
他
性
を
打
ち
砕
こ
う
と
す
る
精
神
主
義

的
硬
教
育
が
矛
盾
に
み
え
た
わ
け
で
す
。

後
に
西
欧

へ
渡

っ
た
Ｇ
Ｏ
先
生
は

「傲
慢
」
と

「排

他
性
」
と
を
病
気
の
七
段
階
の
中
で
い
ち
ば
ん
重
症
の

第
七
段
の
病
気
に
分
類
し
、

「精
神
的
な
病
気
」
と
名

づ
け
ま
し
た
。

人
間
は
傲
慢
で
排
他
的
で
あ
る
限
り
本
当
の
愛
を
持

つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
愛
の
な
い
人
が
幸
福
で
あ

る
は
ず
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
逆
に
み
る
と
、
幸

福
は

「
傲
慢
」
と

「
排
他
性
」
が
ど
れ
だ
け
減

っ
た
か

で
計
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

同
様
に
、
現
今
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
運
動
の
中

で
、
誰
が
い
ち
ば
ん
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か

を
計
る
尺
度
と
し
て
も
、
こ
の
二
つ
を
使
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。　
一
見
ど
ん
な
に
正
食
の
実
践
が
立
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派
な
人
で
も
、
ど
ん
な
に
見
事
に
無
双
原
理
を
語
れ
る

人
で
も
、
ま
た
、
ど
ん
な
に
病
気
治
し
が
う
ま
く
て
も
、

傲
慢
で
排
他
性
が
強
い
な
ら
、
そ
の
人
は
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
イ
ッ
ク
と
し
て
本
物
で
は
な
く
、
ま
た
、
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
イ
ッ
ク
の
指
導
者
と
し
て
も
不
適
格
と
し
て
い
い

で
し
ょ
う
。

試
み
に
、
こ
の
二
つ
の
尺
度
で
世
界
中
の
リ
ー
ダ
ー

格
の
人
々
を
計

っ
て
み
て
下
さ
い
。

私
を
し
て
言
わ
し
め
る
な
ら
、
西
欧
人
の
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク

・
リ
ー
ダ
ー
は
、
お
ど
ろ
く
ほ
ど
真
面
目

で
忠
実
で
あ
る
点
で
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
が
、
傲
慢
で

あ
る
点
で
は
、
と
て
も
Ｇ
Ｏ
先
生
の
眼
鏡
に
は
か
な
わ

な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
中
に
は
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ

ッ
ク
を
知

っ
て
、
か
え

っ
て
傲
慢
に
な

っ
て
し
ま

っ
た

と
思
わ
れ
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

西
欧
人
は
さ
て
お
い
て
も
、
日
本
人
の
リ
ー
ダ
ー
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
と
も
皆
様
で
御

判
断
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

排
他
性
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
は
、
偏
狭
な
頭
で
自
分
中

心
の
小
さ
な
集
団
を
作

っ
て
、
お
山
の
大
将
に
な
る
だ

け
で
す
。
人
望
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

傲
慢
な
人
は
、
孤
高
を
誇

っ
て
人
を
見
お
ろ
す
傾
向

が
あ
り
、
人
は
自
分
の
弟
子
で
な
け
れ
ば
敵
で
あ
る
、

と
み
な
し
ま
す
。
真
の
友
情
が
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

共
に
万
人
の
人
間
革
命
を
め
ざ
す
正
食
運
動
の
性
格

上
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
不
適
格
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

（
一
九
九
〇

。
九

ｏ
三
〇
　
ゴ
オ
マ
ン
居
士
、
ク
リ
マ

ッ
ク
記
）
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(2)

大森 一 慧 平賀佐和子

●
「白
馬
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」

ダ
ブ
ル
講
義
か
ら

（１
９
９
０

８
・１
８
）

＞
大
森

一
慧
先
生
の
お
話

そ
れ
ま
で
は
、
桜
沢
先
生
の
お

っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

も

っ
と
陽
性
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
と
い
う

掛
け
声
が
か
か

っ
て
い
て
、
い
つ
も
後
ろ
か
ら
追
い
か

け
ら
れ
て
い
る
み
た
い
な
生
活
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
何
を
す
る
に
も
ゆ

っ
く
り
な
ん
か
歩
け

な
い
。
半
分
駆
け
足
で
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
何

し
ろ
、　
一
日
の
中
で
何
時
間
動
い
て
働
く
か
、
朝
も
日

が
覚
め
た
ら
素
早
く
起
き
な
け
れ
ば
と
い
う
生
活
で
す
。

今
は
床
の
中
で
余
韻
を
楽
し
む

（笑
い
）
と
い
う
こ
と

も
し
ま
す
け
れ
ど
、
当
時
は
そ
う
い
う
こ
と
の
な
か

っ

た
時
代
で
し
た
ｏ

私
が
、
地
域
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
何
か
の
役
員
を
や
り
だ
し

た
と
い
う
の
は
だ
い
ぶ
遅
い
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
子

育
て
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
を
全

然
や
ら
な
か

っ
た
わ
け
で
す
ｏ
た
だ
し
、
参
観
日
な
ど

に
は
行
き
ま
し
て
、
特
別
話
を
し
な
か

っ
た
わ
け
で
は

な
い
け
れ
ど
も
、
あ
ま
り
回
り
の
人
と
も
話
を
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
ん
な
に
人
と
話
を
し
た
い
と
も
思
わ
な
か

っ
た
か

ら
し
や
べ
ら
な
か

っ
た
だ
け
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
他
人

は
、
す
ご
く
き

つ
い
人
だ
と
思

っ
て
い
た
ら
し
い
の
で

す
。
今
、
子
供
の
友
だ
ち
の
お
母
さ
ん
と
し

ゃ
べ
る
と

「
ま

っ
た
く
ヽ
あ
の
頃
の
大
森
さ
ん
と
い
う
の
は
ね
」

と
言
う
の
で
す
。

ま
ず
、
髪
形
か
ら
し
て
、
後
ろ
ヘ
ギ

ュ
ッ
と
し
ば

っ

て
い
て
、
そ
れ
こ
そ
キ

ュ
ー
ッ
と
締
ま

っ
た
感
じ
が
し

て
、
人
と
無
駄
話
も
し
な
け
れ
ば
、
ふ
ざ
け
る
こ
と
も

し
な
い
と
い
う
よ
う
に
と
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
の
で
す

け
れ
ど
も
、
本
当
は
そ
ん
な
私
で
は
な
か

っ
た
の
で
す
。
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わ
が
家
自
体
が
そ
う
い
う
生
活
だ

っ
た
か
と
い
う
と
、

そ
う
で
は
な
く
、

「
わ
が
家
は
い
つ
も
漫
才
や

っ
て
い

る
み
た
い
よ
」
と
よ
く
言
う
ん
で
す
。
親
と
か
子
と
か

で
は
な
く
、
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の
言
い
た
い

こ
と
を
言
い
合

っ
て
、
主
人
と
私
と
で
漫
才
み
た
い
に

言
い
合

っ
た
り
す
る
と
、
そ
れ
に
子
供
が
入

っ
て
く
る

も
の
で
す
か
ら

「
漫
才
を
聞
い
て
い
る
よ
り
面
白
い
わ

ね
」
と
い
う
表
現
を
す
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
外
で
は
そ

の
よ
う
に
と
ら
れ
た
時
代
が
あ
る
ん
で
す
。

食
事
に
幅
を

そ
の
後
、
女
の
子
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
女
の
食
事

と
い
う
こ
と
を
考
え
だ
し
た
し
、
そ
れ
か
ら
、
年
齢
的

な
食
事
と
い
う
こ
と
で
、
食
事
に
も
う
少
し
幅
を
持
た

せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
男
の
子
だ
け
で
し
た
の
で
、
あ
る
程
度
濃

度
の
強
い
も
の
、
塩
気
の
強
い
も
の
で
も
平
気
な
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
女
の
子
の
場
合
は
、
少
々
濃
い
も
の

と
か
、
塩
気
の
強
い
も
の
で
も
反
応
し
て
く
る
と
い
う

こ
と
で
、
体
質
に
よ

っ
て
食
事
が
う
ん
と
違
う
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
は
病
気
の
陰
と
か
陽
と
か
で
決

め
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
、
そ
う
で
は
な
く
、
体
質
的
な

も
の
で
決
め
る
。
ま
ず
、
男
と
女
と
で
こ
れ
だ
け
食
事

が
違
う
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
理
屈
で
は
分
か
っ
て
い

て
も
、
体
験
を
通
さ
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
。

コ
ッ
コ
ー

〔玄
米
ミ
ル
ク
〕
に
し
て
も
、
水
み
た
い

に
薄
い
も
の
で
も
赤
ち
ゃ
ん
は
育

つ
の
だ
、
む
し
ろ
、

濃
い
も
の
は
害
に
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り

分
か
っ
て
き
た
の
で
す
。

そ
の
次
に
、
男
の
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

が
ち
ょ
っ
と
か
た
よ
り
過
ぎ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
陰
性

の
食
事
と
い
う
よ
り
、

一
般
的
な
食
事
が
入

っ
て
き
て

か
ら
の
男
の
子
と
い
う
の
は
、
至

っ
て
穏
や
か
な
の
で

す
。
男
の
子
に
し
て
は
ち
ょ
っ
と
覇
気
が
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
ぐ
ら
い
ノ
ー
マ
ル
で
、
熱
を
出
す
こ
と

も
な
け
れ
ば
、
風
邪
で
休
む
こ
と
も
な
い
。
で
す
か
ら
、

６
年
間
無
欠
席
で
、
皆
勤
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
子
供
た
ち
は
、
ち
ょ
っ
と
お
い
し
い
ご

ち
そ
う
、
た
と
え
ば
、
小
豆
で
お
ま
ん
じ
ゅ
う
や
何
か

を
作
る
と
、
や
は
り
お
い
し
い
の
で
食
べ
過
ぎ
て
、
中

に
は

一
人
ぐ
ら
い
引
き

つ
け
る
と
か
熱
を
出
す
と
か
す

る
子
が
い
ま
す
ｏ

そ
れ
ま
で
は
、
キ

ュ
ウ
リ
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
使

っ
た

こ
と
は
な
い
わ
け
で
す
が
、
う
ど
ん
、
キ

ュ
ウ
リ
、
夏

は
夏
野
菜
な
ど
を
入
れ
だ
し
て
か
ら
、
子
供
が
熱
を
出

さ
な
い
し
、
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
い
う
こ
と
も
な
く
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
騒
い
で
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
で
は
な
い
の

で
す
。

た
と
え
ば
、
夕
食
に
お
そ
ば
を
食
べ
ま
す
と
、
体
が

カ
ッ
カ
と
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
洋
服
を
み
ん
な
脱
い

で
パ
ン
ツ

一
丁
で
村
中
を
駆
け
て
く
る
ん
で
す
。

「
ま

た
、
大
森
さ
ん
ち
の
子
が
走

っ
て
る
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
な
突
飛
な
行
動
を
す
る
ん
で
す
。

（笑
い
）

で
す
か
ら
、
親
戚
の
家
で
も

「
玄
米
を
食
べ
て
る
よ

う
な
家
の
子
だ
も
の
、
し
よ
う
が
な
い
よ
」
と
い
う
よ

う
に
言
わ
れ
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
頃
か
ら

だ
ん
だ
ん
そ
う
い
う
こ
と
が
な
く
な
り
、
ま
あ
ま
あ
普

通
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
な

っ
て
き
た
こ
と
で
、

私
の
方
も
精
神
的
な
余
裕
が
出
て
き
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
ゆ
と
り
が
で
き
て
、
少

し

フ
ッ
と
す
る
時
間
が
出
て
き
ま
し
た
。

会
合
に
出
る

そ
れ
ま
で
は
、
と
て
も
外
に
出
る
状
況
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
地
域
の
会
の
話
が
あ

っ
て
も
、
ま
た
あ
と

で
と
い
う
こ
と
で
、
長
い
期
間
会
費
会
員
だ
け
を
続
け

て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
少
し
ず

つ
、
地
域
の
中
で
の

会
合
に
出
始
め
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
か
た
ち
の
中
で
社
会
に
出
て
い
く
こ
と
に

よ

っ
て
、
ま
た
少
し
、
私
の
方
も
正
食
で
な
い
生
き
方
、

正
食
で
な
い
考
え
方
と
い
う
も
の
に
触
れ
て
き
ま
し
た
ｏ

そ
し
て
、
自
分
自
身
の
生
活
、
自
分
自
身
の
考
え
方

に
も
う
少
し
幅
を
持
た
せ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
、

こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
か
な

い
と
、
自
分
で
は
い
い
つ
も
り
で
や

っ
て
い
て
も
、
他

人
に
ず
い
ぶ
ん
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
確
か
に
、
正
食

一
本
で
や

っ
て
い
て
、
自

分
た
ち
は
い
い
つ
も
り
で
や
っ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、

は
た
か
ら
見
る
と
い
ろ
い
ろ
不
満
な
点
も
あ
る
だ
ろ
う

し
、
ず
い
ぶ
ん
自
分
勝
手
な
面
も
出
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
ｏ

で
す
か
ら
、
そ
の
頃
に
な
る
と
少
し
妥
協
性
が
出
て

き
た
の
で
、
生
ぬ
る
い
人
間
に
な

っ
て
き
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
良
く
い
え
ば
角
が
取
れ
た
し
、
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悪
く
い
え
ば
厳
し
さ
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
う
な

っ
て
く
る
と
、
家
の
中
も
そ
ん
な
に
角
立

っ

た
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
し
、
子
供
の
し

つ
け
も
少

し
甘
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

子
供
に
は
子
供
の
生
活

そ
し
て
、
そ
ん
な
か
た
ち
の
中
で
育
て
て
き
た
子
供

た
ち
な
の
で
す
。
今
日
は
、
平
賀
さ
ん
の
お
嬢
さ
ん
た

ち
や
、
加
藤
さ
ん
の
お
子
さ
ん
た
ち
も
来
て
ら

っ
し
ゃ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
わ
が
家
の
子
供
た
ち
は
来
て
い
な

い
の
で
す
。

そ
の
点
で
、
子
供
た
ち
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
う
こ

と
は
、
い
つ
で
も
、

「大
森
さ
ん
の
家
の
子
供
」
と
い

う
こ
と
で
注
目
の
的
に
な

っ
て
き
た
。
そ
う
い
う
こ
と

で
、
子
供
た
ち
に
す
ご
く
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か

っ
て

い
た
も
の
で
す
か
ら

「健
康
学
園
に
行
く
？
」
と
聞
く

と
、
中
学
ま
で
は
出
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
後
は
、

「
お
母
さ
ん
行

っ
た
ら
？
　
私
た
ち
い
や
よ
」
と
い
う

よ
う
な
わ
け
で
、
い
つ
で
も
対
象
に
な
る
こ
と
が
い
や

な
の
で
す
。

や
は
り
、
子
供
に
は
子
供
の
生
活
が
あ
る
の
だ
ろ
う

と
考
え
て
、
私
は
無
理
に
誘
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

確
か
に
、
自
分
た
ち
が
玄
米
を
や

っ
た
こ
と
が
、
決
し

て
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
い
し
、
玄
米
を
や

っ
て
い
く
こ
と

に
対
し
て
の
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
自
分
た

ち
が
育

っ
て
き
た
家
庭
と
い
う
の
が
、
必
ず
し
も
自
分

た
ち
に
と

っ
て
満
足
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

子
供
た
ち
が
言

っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
必
ず
し
も
親
が
や

っ
て
い
た
こ
と
に
対

す
る
不
満
で
は
な
く
、
ど
ん
な
に
い
い
状
況
の
中
で
育

て
ら
れ
て
も
、
子
供
と
い
う
の
は
、
親
の
生
き
方
に
対

し
て
は
批
判
を
持

つ
し
、
自
分
が
育
て
ら
れ
た
生
き
方

の
中
に
は
不
満
を
持

つ
と
思
い
ま
す
。
私
は
そ
の
中
で

の
批
判
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
し
、
子
供
た
ち
も
そ
れ
は

承
知
し
て
い
ま
す
。

今
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
社
会
人
に
な
り
、
家
庭
を
持

っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
う
い
う
活
動
の
中
に
、
自
分
た
ち

か
ら
出
て
く
れ
ば
と
も
か
く
も
、
私
の
方
か
ら
は
積
極

的
に
は
声
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
、
あ
る
程
度
自
主

性
を
待

っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
子
供
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
く
か
に
、

今
日
ま
で
私
が
育
て
て
き
た
結
果
が
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
で
、
前
半
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（拍
手
）

「
三
年
し
た
ら
死
ぬ
よ
」

平
賀
　
大
森

一
慧
先
生
の
話
を
う
か
が
っ
て
い
ま
す

と
、
最
初
に
誰
か
に
相
談
し
た
か

っ
た
と
お

っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
、
私
も
そ
う
だ

っ
た

の
で
す
。
私
も
桜
沢
先
生
に
出
会
い
、
原
爆
に
あ

っ
て

い
る
か
ら
、
身
体
を
ず
い
ぶ
ん
陽
性
に
し
な
く
て
は
い

け
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
こ
れ
で
や
ろ
う
と
思

い
、
正
食
を
知

っ
て
結
婚
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
や
は

り
不
安
が

つ
き
ま
と
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
結
婚
し
て

か
ら
も
、
陽
性
食
を
続
け
ま
し
た
。

玄
米
七
号
食
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
軌
道
修
正
が
き

か
な
い
の
で
す
。
私
が
こ
う
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
い
込
ん
で
し
ま
う
の
と
、
先
生
に
そ
の
あ
と
ど
う
し

た
ら
い
い
か
聞
け
な
い
、
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

陽
性
に
、
陽
性
に
と
、
玄
米
に
ゴ

マ
塩
、
塩
か
ら
い
漬

け
物
、
ひ
じ
き
だ
と
か
テ
ッ
カ
味
噌
だ
と
か
、
ご
飯
に

味
噌
を

つ
け
て
食
べ
た
り
と
か
、
そ
ん
な
状
態
で
い
き

ま
す
か
ら
、
自
分
も
ノ
ド
が
か
わ
く
、
け
れ
ど
も
、
あ

ま
り
水
を
飲
ん
で
は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
し
て
、
ノ
ド
が
か
わ
く
の
を
こ
ら
え
た
方
が
い
い
と
。

主
人
の
方
も
、
ず
い
ぶ
ん
陰
性
で
青
白
い
人
で
す
。

若
い
時
に
肺
浸
潤
を
わ
ず
ら

つ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も

聞
き
ま
し
た
し
、
結
核
ま
で
は
し
て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
肺
の
方
が
弱
い
み
た
い
な
感
じ
で
す
。
で
す
か
ら
、

両
方
と
も
が
陽
性
に
、
陽
性
に
と
や

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
桜
沢
先
生
が
、
主
人
に
も
、
私
に
も

「
あ

と
三
年
し
た
ら
死
ぬ
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

誰
に
も
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
も
の
か
と
思

っ
て

い
た
ら
、
名
前
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど

「桜
沢
先

生
が
言
わ
れ
る
の
は
本
当
の
予
言
で
す
か
ら
、
今
の
ま

ま
の
生
活
を
し
て
い
た
ら
、
三
年
し
た
ら
死
ぬ
ん
で
す

か
ら
」
と
言
わ
れ
て
、
死
に
た
く
な
い
の
で
、
私
も
主

人
も

一
生
懸
命
純
粋
に
や
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
子

供
が
生
ま
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
最
初
の
子
供
は
、
よ
く
泣
く
ん
で
す
。
泣

き
び
り
で
、
夜
通
し
泣
く
の
で
す
。
泣
い
て
は
い
け
な

い
は
ず
な
の
に
、
泣
く
の
で
す
。
よ
く
泣
く
か
ら
お
乳

を
あ
げ
よ
う
か
と
。

私
は
陰
性
で
す
か
ら
、

一
年
間
、
お
乳
は
た

っ
ぷ
り

出
る
の
で
す
。
恥
ず
か
し
い
の
で
す
け
れ
ど
、
背
中
か
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ら
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
、
お
ん
ぶ
し
て
い
て
も
ポ
ッ
と
や

っ
て
飲
め
る
ほ
ど
大
き
か
っ
た
の
で
す
。

や
め
よ
う
と
思
え
ば
、
陽
性
に
す
れ
ば
３
日
か
４
日

で
止
ま
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
い
く
ら

で
も
出
る
の
で
す
。
最
初
の
子
の
時
は
陰
性
で
す
か
ら
、

青
白
い
よ
う
な
乳
が
出
る
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
ビ
リ

ビ
リ
、
ビ
リ
ビ
リ
泣
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
ち
ば
ん

最
初
の
子
が
、
や
は
り
い
ち
ば
ん
被
害
を
受
け
て
い
ま

す
。
私
の
場
合
は
、
だ
ん
だ
ん
と
、
次
の
子
、
次
の
子

と
順
番
に
陽
性
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
最
初
か
ら
主
人
の
父
と
母
と
同
居
で
す
し
、

主
人
の
妹
た
ち
と
同
じ
屋
敷
に
住
ん
で
い
ま
し
た
し
、

近
く
に
お
嫁
に
行

っ
た
妹
た
ち
も
子
供
を
連
れ
て
く
る

の
で
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
イ
ト
コ
同
士
で
育
て
た
と

い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
私
の
子
供
は
み
ん
な
、
も
ま
れ

る
よ
う
に
し
て
育

っ
た
の
で
す
。

で
す
か
ら
お
姑
さ
ん
が

「
そ
れ
み
ん
さ
い
、
あ
ん
た
、

玄
米
を
食
べ
さ
す
か
ら
、
小
さ
い
じ
ゃ
ろ
う
が
」

「大

き
ゅ
う
な
ら
ん
が

一
番
は
…
…
」

「
あ
そ
こ
の
子
は
大

き
く
な

っ
て
る
が
」
と
比
較
す
る
の
で
す
。
よ
そ
の
子

は
普
通
の
生
活
を
さ
せ
て
、
ど
ん
ど
ん
、
牛
乳
や
何
か

を
飲
み
ま
す
か
ら
、
本
当
に
大
き
く
な
る
の
で
す
。

私
は
、
自
分
の
子
供
に
は
、
甘
い
物
も
や
り
た
く
な

い
、
牛
乳
も
飲
ま
せ
た
く
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
日
の

前
で
飲
ま
し
ま
す
か
ら
か
わ
い
そ
う
な
の
で
す
け
れ
ど

も
、
若
気
の
至
り
で
し
ょ
う
か
、
飲
ま
さ
な
い
よ
う
に
、

食
べ
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
必
死
に
な

っ
て
抵
抗
し
て
い

る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
お
姑
さ
ん
が

「
そ
れ
み
な
さ
い
や
、
小

さ
い
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
の
子
が

一
番
小
さ
い
が
ど
う

す
る
ん
の
」
と
、
い
つ
も
お
ど
か
す
ん
で
す
。
私
は
そ

の
ス
ト
レ
ス
を
主
人
に
ぶ
つ
け
る
ん
で
す
。
妹
の
子
供

た
ち
の
成
育
が
早
い
も
の
で
す
か
ら
、
や
つ
ば
り
玄
米

っ
て
良
く
な
い
の
か
と
い
う
不
安
が
生
じ
る
わ
け
で
す
。

七

人

の

子

供

た

ち

今
来
て
い
る
娘
二
人
も
そ
う
で
し
た
け
れ
ど
も
、
長

女
の
方
は
、
中
学
校
の
２
年
生
か
３
年
生
ぐ
ら
い
ま
で

は
、
整
列
さ
せ
る
と
、
ほ
と
ん
ど

一
番
前
で
し
た
。
で

す
か
ら
、
ぐ

っ
と
陽
性
で
す
け
れ
ど
も
、
今
は

一
六
〇

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

今
、
上
か
ら
二
番
目
と
五
番
目
を
連
れ
て
来
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
五
番
目
の
方
は
、
私
も
だ
い
ぶ
緩
ん
で

き
ま
し
て
、
気
分
も
ゆ

っ
た
り
し
て
き
た
も
の
で
す
か

ら
、
庭
に
あ
る
生
り
物
の
実
は
、
柿
の
木
、
ざ
く
ろ
の

木
、
い
ち
じ
く
の
木
で
も
、
登

っ
て
食
べ
て
し
ま
う
の

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
放

っ
て
お
き
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
さ
す
が
に
大
き
く
育
ち
ま
し
た
け
れ
ど

も
、

一
応
成
長
し
ま
す
と
同
じ
背
丈
で
す
か
ね
。

兄
弟
を
比
較
し
ま
す
と
、

一
番
上
の
男
の
子
は
、
体

質
が
あ
ま
り
良
く
な
い
ん
で
す
。
色
が
黒
く
、
小
さ
い

時
に
、
食
べ
過
ぎ
で
よ
く
消
化
不
良
の
病
気
を
し
ま
し

た
。そ

し
て
、
二
番
目
の
女
の
子
は
、
ほ
と
ん
ど
病
気
の

記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
長
男
も
、
今
二
十
九
歳

で
す
け
れ
ど
も
、
小
学
校
に
上
が

っ
て
、
１
年
の
時
に

病
気
を
し
た
だ
け
で
あ
と
は
全
く
病
気
を
し
て
い
ま
せ

ん
。

そ
れ
か
ら
、
三
番
目
の
男
の
子
は
、
兄
が
怒
ら
れ
る

の
を
全
部
見
て
い
て
、
怒
ら
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

過
ご
す
も
の
で
す
か
ら
、
要
領
が
と
て
も
い
い
で
す
け

れ
ど
も
、
陽
性
で
よ
く
ケ
ガ
を
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

内
科
の
病
院
に
行

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

一
針
ぬ
っ
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
、
ち

ょ
っ
と
大
き
な
ケ
ガ
も
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
食
事
に
関

係
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ケ
ガ
の
問
屋
で
し
た
。

一
回
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
が

そ
れ
か
ら
、
三
番
目
の
男
の
子
を
妊
娠
し
た
時
に
、

大
失
敗
し
ま
し
た
。
非
常
に
大
儀
で
し
ん
ど
い
も
の
で

す
か
ら
、
原
爆
病
院
に
行
き
ま
し
た
ら
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

を
撮
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
妊
娠
し
て
い
た
の
で

す
。

一
度
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
し
た
け
れ
ど
も
、
妊
娠
３

カ
月
と
分
か

っ
て
、
大
失
敗
で
し
た
。

「
や
れ
、
し
も

う
た
な
」
と
思
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

一
回
の
レ
ン
ト

ゲ
ン
で
、
や
は
り
弱
い
子
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
性

格
が
弱
い
で
す
。

３
歳
の
時
に
脱
腸
と
い
う
病
気
を
し
ま
し
て
、
結
局

は
、
私
が
玄
米
で
治
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
大
森
先
生

に
お
世
話
に
な

っ
て

「
ど
う
し
た
ら
い
い
か
し
ら
」
と

聞
く
と

「
玄
米
を
キ
チ
ッ
と
食
べ
る
よ
う
に
す
れ
ば
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
厳
格
に
や
り
ま
し
た
ら
、
半

年
ぐ
ら
い
で
治
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
今
は
、
脱
腸

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

五
番
目
の
女
の
子
は
、
買

っ
て
ま
で
は
食
べ
さ
せ
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
わ
が
家
に
あ
る
果
物
を
ど

ん
ど
ん
た
く
さ
ん
食
べ
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
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も
の
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と
で
陰
性
で
す
。
ち
ょ
っ
と

胸
が
弱
く
、
小
学
校
に
上
が
る
前
に
、
風
邪
を
ひ
い
て
、

気
管
支
炎
を
起
こ
し
ま
し
た
け
れ
ど
、
そ
れ
以
後
は
あ

り
ま
せ
ん
。

次
の
六
番
目
の
女
の
子
は
、
元
気
な
子
で
す
か
ら
、

一
度
も
病
気
を
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
一尚
等

学
校
３
年
生
で
、
体
育
系
の
子
供
で
し
て
、
ア
ク
ロ
バ

ッ
ト
で
側
転
と
か
、
バ
ッ
ク
転
と
か
を
し
て
、
運
動
会

で
、
こ
の
子
が
初
め
て
私
を
喜
ば
せ
た
子
供
で
し
て
、

活
発
な
子
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
七
番
目
が
、
や
は
り
活

発
な
、
陽
性
な
子
で
す
。

親

と

同

居

食
事
方
法
は
大
森
先
生
に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
私
は
、
も
ち
ろ
ん
玄
米
は
食
べ
て
い
て
、
肉

な
ど
は
食
べ
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、
時
に
魚
が
入

っ
た
り
、
で
た
ら
め
で
し
た
。
最
初
、
卵
が
や
め
ら
れ

な
か

っ
た
こ
と
が
あ
り
、
主
人
が

「
お
ま
え
は
卵
を
食

べ
る
じ

ゃ
な
い
か
」
と
す
ご
く
苦
情
を
言
う
も
の
で
す

か
ら
、
や
め
ま
し
た
け
れ
ど
。

厳
格
に
と
い
う
こ
と
が
あ
ま
り
で
き
な
い
。
そ
し
て
、

同
居
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
厳
し
い
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
す
。

有
難
い
こ
と
に
は
、
私
が
お
嫁
に
行

っ
た
時
に
、
お

し
ゅ
う
と
さ
ん
と
お
姑
さ
ん
が
、

「
私
の
家
は
肉
を
食

べ
な
い
家
で
す
」
と
す
ぐ
に
言
い
ま
し
て
、
そ
れ
は
助

か
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
魚
は
た
く
さ
ん
食
べ
る
と
い

う
家
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
玄
米
を
別
釜
で
炊
い
て
い

ま
し
て
、
今
は
、
姑
の
方
は
玄
米
を
食
べ
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
、
台
所
が
違
う
の
で
す
。
姑
は

魚
を
よ
く
食
べ
る
人
で
、
台
所
が
魚
臭
い
の
で
、
あ
ま

り

一
緒
に
し
た
く
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
魚
を
食
べ
ま
せ
ん
か
ら
、
た

ま
に
食
べ
る
と
主
人
が
ヒ
ス
テ
リ
ー
み
た
い
に
カ
ン
カ

ン
に
怒
る
の
で
す
。
普
段
は
非
常
に
柔
ら
か
い
人
で
、

見
ら
れ
た
人
は
お
分
か
り
で
し
ょ
う
が
、
虫
も
殺
さ
な

い
よ
う
な
柔
ら
か
さ
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
魚
を
食
べ

る
と
、　
一
日
ぐ
ら
い
の
う
ち
に
カ
ン
シ
ヤ
ク
が
起
き
る

の
で
す
。
な
ん
で
か
と
思

っ
た
ら
、
魚
だ

っ
た
も
の
で
、

私
が
怒
ら
れ
な
い
た
め
に
、
主
人
に
は
魚
を
食
べ
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

（笑
い
）

家
族
ぐ
る
み
で
す
か
ら
、
特
別
に
子
供
に
と
い
う
よ

う
な
料
理
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
乳
児
期
は
、
ど
の
子

も
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
乳
が
出
ま
し
た
か
ら
、
離
乳
食
と
い

え
ば
、
主
人
が
玄
米
を
グ
チ
ャ
グ
チ
ヤ
に
噛
む
の
で
す
。

汚
い
話
で
す
が
、　
一
生
懸
命
に
噛
ん
で
、
私
が
抱
い

て
い
る
と
、
子
供
が
ア
ー
ン
と
口
を
開
け
て
、
主
人
の

回
が
出
す
の
を
待

っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
、
離

乳
食
に
し
ま
し
た
。
汚
い
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
が

一
番

良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
の
家
に
来
ら
れ
る
人
に

「
離
乳
食
は
」
と
言
わ
れ

る
と

「
親
が
噛
ん
だ
物
を
与
え
な
さ
い
」

「鳥
に
習
え

ば
い
い
じ
ゃ
な
い
」
と
言
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん

な
こ
と
を
し
て
大
き
く
し
ま
し
た
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
離
乳
期
に
失
敗
し
た
よ
う
な
こ

と
は
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
か
ゆ
を
炊

き
ま
し
た
か
ら
、
コ
ツ
コ
ー
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
飲

ま
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
炒

っ
て
あ

る
し
、
赤
ち
ゃ
ん
に
そ
ん
な
に
陽
性
な
物
を
食
べ
さ
せ

た
く
な
か

っ
た
ん
で
す
。

む
し
ろ
、
圧
力
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
、
玄
米
に

い
き
な
り
水
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
、
コ
ト
コ
ト
、
コ
ト

コ
ト
炊
い
た
重
湯
を
与
え
た
り
し
ま
し
た
。

主
人
の
母
に

「昔
は
、
お
乳
が
足
り
な
い
時
は
重
湯

を
飲
ま
せ
た
も
の
だ
」
と
言
わ
れ
て
、
母
の
知
恵
と
い

う
の
も
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
あ
ま
り
極
端
な
こ
と
も
し
ま
せ
ん
で
し

た
け
れ
ど
も
、
水
入
ら
ず
だ

つ
た
ら
、
ど
ん
な
に
厳
格

に
、
正
確
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
そ
う
い
う
面
で

は
、
大
森
先
生
が
う
ら
や
ま
し
い
と
思

っ
た
こ
と
が

一

時
期
あ
り
ま
し
た
。
今
考
え
て
み
る
と
、
そ
う
い
う
ブ

レ
ー
キ
が
か
か
っ
た
の
も
良
か

っ
た
の
か
な
と
思

っ
て
、

先
ほ
ど
の
お
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

給
食
を
断
わ
る

そ
れ
か
ら
、
ど
の
子
も
社
交
性
が
あ
り
過
ぎ
る
の
で

す
。
大
森
先
生
の
と
こ
ろ
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
私
の
子
供
は
、
小
学
校
に
上
が

っ
て
、
給
食
は

全
部
お
断
わ
り
し
ま
し
た
。

し
か
も
、
給
食
を
断
わ
る
の
も
大
変
だ

っ
た
の
で
す
。

断
わ
り
に
行
く
の
は
全
部
私
で
、
家
で
う
ま
く
い
か
な

い
と
主
人
が
私
に
苦
情
を
言
う
の
で
す
。
主
人
が

「行

っ
て
こ
い
」

「
給
食
は
絶
対
に
と
ら
す
な
」
と
言
う
。

「
あ
な
た
行

っ
て
く
だ
さ
い
よ
」
と
言
う
と

「
お
前
行

き
ゃ
あ
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
う
の
で
、
私
が

「
す

い
ま
せ
ん
が
、
私
の
子
供
は
、
こ
れ
こ
れ
こ
う
こ
う
で
、

主
人
が
ガ
ン
コ
で
わ
か
ら
ず
屋
で
」
と
言

っ
て
、
片
方

-16-



を
も
の
す
ご
く
悪
く
言

っ
て
、
私
が
い
い
子
に
な

っ
て

「
そ
う
い
う
わ
け
で
す
か
ら
、
小
さ
い
時
か
ら
玄
米
を

食
べ
て
育

っ
て
い
る
の
で
、
牛
乳
を
飲
ま
せ
た
こ
と
は

な
い
し
、
た
ぶ
ん
下
痢
を
起
こ
す
だ
ろ
う
と
思
う
し
」

な
ど
と
、
い
ろ
い
ろ
並
べ
た
て
た
り
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
長
男
の
場
合
、
１
カ
月
半
ぐ
ら
い
給
食
を

と
ら
せ
た
ら
、
運
良
く
、
大
熱
を
出
し
ま
し
て
、
こ
れ

が
き

っ
か
け
で
、
給
食
を
断
わ
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け

で
す
。

初
め
は
ち
ょ
っ
と
学
校
側
の
い
う
こ
と
を
き
い
て
み

た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
大
熱
を
出
し
た
の
で
、
そ
れ
を

理
由
に

「
そ
れ
み
な
さ
い
、
食
事
を
変
え
た
ら
、
こ
の

通
り
、
わ
が
家
の
子
は
こ
う
な
る
ん
で
す
」
と
い
う
わ

け
で
、

一
人
許
さ
れ
れ
ば
、
下
の
子
は
全
部
許
さ
れ
る

よ
う
な
状
態
で
し
た
。

し
か
し
、
入
学
し
た
時
と
年
度
代
わ
り
に
担
任
が
代

わ
れ
ば
、
必
ず
頭
を
下
げ
て

「
す
み
ま
せ
ん
が
、
私
の

子
供
は
特
異
体
質
で
、
こ
れ
こ
れ
」
と
言

っ
て
、
い
い

具
合
に
い
く
と
、
ヤ
ッ
タ
ー
と
思

っ
て
帰

っ
て
き
た
の

で
す
。
給
食
反
対
運
動
を
起
こ
せ
ば
い
い
よ
う
な
も
の

で
す
け
れ
ど
も
、
誰
も

つ
い
て
来
な
い
と
い
う
こ
と
が

分
か

っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。

給
食
で

〃
い
じ
め
″
？

そ
れ
と
、
今
来
て
い
る
長
女
の
５
年
生
、
６
年
生
の

担
任
の
時
に
、
給
食
の
問
題
で
非
常
に
い
じ
め
ら
れ
た

の
で
す
。

「
あ
な
た
の
子
供
さ
ん
は
、
差
別
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

よ
」
と
言
う
の
で
、
私
は

「
え

っ
、
差
別
―
」
と
び

っ

く
り
し
て

「
あ
あ
、
そ
う
で
す
か
」
と
、

「
ま
あ
、
見

て
み
な
さ
い
。
友
だ
ち
が
い
な
い
で
す
よ
。
休
み
時
間

に
こ
こ
か
ら
見
て
お
れ
ば
分
か
り
ま
す
」
と
言
わ
れ
て
、

階
段
の
上
の
方
か
ら
見
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
な
る
ほ

ど
、

一
人
ぼ

っ
ち
で
、
友
だ
ち
が
い
な
い
の
で
す
。

「
そ
れ
は
、
玄
米
の
せ
い
だ
」
と
言
わ
れ
て
、
私
は
そ

れ
を
見
て
、
本
当
に
情
け
な
か

っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。そ

れ
か
ら
、
私
は
、
も
し
役
員
を
引
き
受
け
な
く
て

は
な
ら
な
い
よ
う
な
状
態
に
な

っ
た
ら
、
引
き
受
け
て

や
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
役
員
を
引
き
受

け
ま
し
た
。
以
後
、
ず
―
っ
と
何
年
も
、
い
ま
だ
に
役

員
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
か
ら
率
先
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、

毎
年
お
世
話
を
し
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
い
い
ん
で
す
が
、
先
生
と
い
う
の
は
人
間
で

す
ね
。
待
遇
が
コ
ロ
ッ
と
変
わ

っ
て
、
絶
対
に
先
生
の

方
が
服
従
で
す
。

中
学
校
の
校
長
先
生
は
、
市
の
給
食
推
進
委
員
で
し

た
け
れ
ど
も

「
平
賀
さ
ん
が
副
会
長
な
ん
か
す
る
と
、

僕
は
や
れ
ん
」
と
言
わ
れ
る
の
で
す
。

私
は
、
心
の
中
で

「
そ
れ
、
み
ろ
」
と
思
い
ま
し
た
。

ま
あ
、
幅
を
利
か
せ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
役
職
と
い
う
の
が
、
こ
れ
だ
け
幅
が
利
く
も
の
か

と
思
い
ま
し
た
。
私
は
、
子
供
を
守
る
た
め
に
だ
け
役

員
を
し
た
の
で
す
。

成
績
を
上
げ
よ
う
と
は
全
然
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
け

れ
ど
も
、
自
分
の
子
供
を
給
食
か
ら
守
る
こ
と
に
必
死

だ

っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
と
に
か
く
抵
抗
を
少
な
く
す

る
た
め
に
、
知
能
犯
を
や

っ
た
の
で
す

。
赤
ん
坊
を
連

れ
て
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
す
る
の
で
す
か
ら
、
や
り
た

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
や
り
ま
し
た
。

卒

業

式

に

涙

今
、
中
学
３
年
生
が
最
後
の
子
供
で
す
け
れ
ど
も
、

卒
業
式
に
涙
が
出
ま
し
た
。
七
人
の
子
供
に
、
抵
抗
な

し
に
、
全
部
給
食
を
や
め
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
か
ら
、

ヤ
ッ
タ
ー
と
思

っ
て
、
卒
業
式
の
時
に
、
嬉
し
く
て
、

ひ
そ
か
に
泣
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
制
度
に
負
け
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
す
。
私

は
、
そ
れ
だ
け
、
子
供
に
残
し
て
や

っ
た
と
思
う
の
で

す
。し

か
し
、
長
女
が
二
十
歳
に
な

っ
た
時
に

「
私
は
不

満
だ
」
と
宣
言
し
て
き
ま
し
て
、
い
っ
ぱ
い
不
満
を
ぶ

ち
ま
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
本
当
に
、
少
々
ぶ
ち
ま
け

て
も
い
い
ほ
ど
、
苦
し
か

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
ｏ
子

供
は
、
た

っ
た

一
人
で
す
か
ら
。
そ
し
て
、
子
供
の
仲

間
と
い
う
も
の
が
い
る
ん
で
し
ょ
う
。

そ
の
中
で
闘

っ
て
き
た
も
の
で
す
か
ら
、
や

つ
と
言

え
る
立
場
に
な

っ
た
時
に

「
二
十
歳
に
な

っ
た
か
ら
今

日
か
ら
私
の
自
由
に
す
る
」
と
宣
言
し
た
。

私
は
虚
し
か

っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
排
毒
作
用
と

い
う
か
、
出
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
時
が

一
時
期
あ

っ

た
の
で
す
。
今
、
二
十
七
歳
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

里
真
先
生
の
と
こ
ろ
に
行
か
せ
た
の
で
す
。

何
だ
か
、
そ
う
い
う
気
が
あ

っ
た
の
で
す
。

教
員
に
な

っ
て
東
京
で
研
修
が
あ

っ
た
時
に
、
ど
こ

へ
泊
ま
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
て

「
そ
れ
じ



ゃ
、
Ｃ
Ｉ
に
お
世
話
に
な

っ
た
ら
」
と
言

っ
て
電
話
し

た
ら
、
吉
成
先
生
が

「
ど
う
ぞ
、
お
泊
ま
り
く
だ
さ
い
。

里
真
先
生
の
と
こ
ろ
に
行
か
れ
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と

い
う
よ
う
な
出
会
い
を
作

っ
て
く
だ
さ

っ
た
の
で
す
。

そ
れ
は
有
難
く
、
親
は
教
育
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
、

そ
こ
で
は

っ
き
り
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
帰

っ
て
き
た
時
の
顔
が
全
然
違

っ
て

「
お

母
さ
ん
、
玄
米
で
、
私
を
お
腹
の
中
か
ら
育
て
て
く
れ

た
の
ね
。
あ
り
が
と
う
」
と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
と

っ
て
も
嬉
し
か

っ
た
。

そ
し
て
、
今
で
は
、
長
女
が
下
の
子
供
に
教
育
す
る

の
で
、
私
が
何
も
言
わ
な
く
て
も
済
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
少
々
の
こ
と
は
、
あ
の
子
に
任
せ

て
お
け
ば
い
い
。
全
部
教
育
し
て
く
れ
ま
す
か
ら
、
有

難
い
で
す
。

先

生

の

一
言

長
男
も
浪
人
時
代
に
、
排
毒
作
用
を
し
て
、
荒
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
や
は
り
桜
沢
里
真
先
生
に
出

会

っ
た
の
で
す
。

私
は

「
玄
米
は
い
い
か
ら
」
と
桜
沢
先
生
、
里
真
先

生
と
同
じ
こ
と
を
言

っ
て
い
る
の
に
、
親
が
言

っ
て
い

る
の
は
耳
に
タ
コ
が
で
き
て
、
聞
き
た
く
な
い
、
声
を

聞
く
の
も
い
や
な
ん
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
、
Ｃ
Ｉ
で
、
お
昼
に

一
食
よ
ば
れ
た
ら
し

い
の
で
す
。
そ
の
時
に

「玄
米
は
い
い
で
す
よ
。
玄
米

を
食
べ
な
さ
い
ね
」
と
里
真
先
生
に
言
わ
れ
た
の
で
す
。

た

っ
た
そ
れ
だ
け
で
、
帰

っ
て
き
た
時
の
顔
色
が
、
ガ

ラ
ッ
と
変
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
ず
―

っ
と
、
今
は
大
学
院
の
ド
ク
タ
ー
コ

ー
ス
の
３
年
生
で
、
大
学
だ
け
で
９
年
行

っ
て
い
て
今

年
最
後
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
毎
日
学
校
か
ら
玄
米

を
食
べ
に
帰

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
は
学
位
論
文
を
作
る
最
中
で
す
け
れ
ど
も

「学
位

を
取
る
ま
で
は
正
食
を
キ
チ
ッ
と
守
り
た
い
か
ら
玄
米

だ
け
は
炊
い
と
い
て
く
れ
」
と
言

っ
て
キ
チ
ッ
と
帰
り

ま
す
。

そ
し
て
、
私
の
何
百
遍
、
何
万
遍
の
言
葉
で
親
が
で

き
な
い
こ
と
、
そ
れ
を
、
偉
大
な
先
生
の

一
言
で
信
念

を
変
え
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。

私
は
、
そ
う
や

っ
て
、
人
に
育
て
ら
れ
て
い
る
と
い

う
お
任
せ
の
人
生
が
あ
り
ま
す
。

誰
か
に
頼

っ
て
い
れ
ば
い
い
と
同
時
に
、
と
に
か
く

こ
ん
な
所

へ
出
て
き
て
み
た
ら
、
私
に
で
き
な
い
教
育

を
誰
か
が
し
て
く
れ
る
と
い
う
よ
う
な
期
待
も
あ

っ
て

「
も
し
行
け
る
な
ら
、
健
康
学
園
行
か
な
い
？
」
と
言

っ
た
ら
、
私
の
子
供
は
陽
性
で
出
た
が
り
．屋
で
す
け
ど
、

あ
ま
り
よ
そ

へ
出
て
い
な
い
の
で

「
じ
ゃ
あ
、
連
れ
て

っ
て
」
と
か
言

っ
て
、
こ
の
た
び
来
る
の
に
も
、
次
女

は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
、
旅
費
を
稼
い
で
来
ま
し
た
。

長
女
は
勤
め
て
い
ま
す
か
ら
、
自
分
の
お
金
も
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
次
女
は
ま
だ
大
学
生
で
す
か
ら
、
こ

こ
へ
来
る
た
め
に

一
生
懸
命
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
、
貯

め
て
、
や

っ
て
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、　
一
つ
で
も
、

〓
一一日
で
も
い
い
か
ら
、
何
か

収
穫
を
得
て
帰
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
淡
い
期
待
を

持

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
で
、
私
は
、
人
に
育
て
て
も
ら

っ
て
い

る
と
い
う
の
が
現
状

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

た
だ
玄
米
を
炊
く
だ
け
で
す
け
れ
ど
、
最
近
で
は
子
供

の
方
が
炊
い
て
、
私
に
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。

「
お
母
さ
ん
、
腹
が
減

っ
た
で
し

ょ
う
」
と
中
学
３
年

生
の
子
が
ソ
ー
メ
ン
を
ゆ
で
る
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
し
て

く
れ
ま
す

。

そ
ん
な
こ
と
で
、
私
が
養
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
状
態

で
す
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（拍
手
）

ど
こ
ま
で
が

「子
育
て
」
か

司
会

（加
藤
大
季
）
ま
ず
初
め
に
、

「
子
育
て
」
と

言
い
ま
す
け
れ
ど
も

、

「子
育
て
」
と
い
う
の
は
、
ど

の
く
ら
い
の
時
期

、
あ
る
い
は
何
歳
ぐ
ら
い
と
か
、
そ

う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
限
定
さ
れ
る
も
の
か
ど
う
か
。

要
す
る
に
、
親
が
あ
る
程
度

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
範

囲
の
こ
と
を
い
う
の
か
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い

る
か
、
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
賀
　
私
は
、
主
人
の
父
を
と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま

す
。
私
が
妊
娠
を
し
ま
し
た
時
に
、
す
ぐ
呼
ん
で

「
お

腹
に
い
る
間
、
仏
さ
ん
の
よ
う
な
気
持
ち
で
過
ご
し
て

ほ
し
い
」

「
と
に
か
く
人
を
う
ら
む
な
。
い
や
な
こ
と

を
聞
く
な
。
見
る
な
。
言
う
な
。
仏
さ
ん
の
よ
う
な
気

持
ち
で
子
供
を
産
ん
で
く
れ
」
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
を

一言
い
ま
し
た
の
で
、
た
だ
そ
れ
だ
け
は
守

っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
自
分
が
ほ
め
た
ら
お
か
し
い
の
で
す
が
、

わ
り
と
素
直
な
い
い
子
で
、
育
て
や
す
か

っ
た
と
思
い

ま
す
。

大
森

　

「
子
育
て
」
と
い
う
の
は
、
ど
の
程
度
ま
で

-18-



に
と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
本
当
に
ど

こ
ま
で
を
い
う
の
か
、
困

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
あ

る
意
味
で
は
、

「育
て
た
」
と
い
う
実
感
が
な
い
も
の

で
す
か
ら
、
子
供
と

一
緒
に
、
自
分
が
育

っ
て
き
た
と

い
う
か
た
ち
で
す
ｏ
い
つ
も
私
は

「私
が
育
て
た
ん
じ

ゃ
な
く
て
、
玄
米
が
育
て
て
く
れ
た
」
と
言
う
ん
で
す
。

食
事
に
よ

っ
て
、
子
供
が
育
て
ら
れ
て
き
た
も
の
で

す
か
ら
、
先
ほ
ど
平
賀
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
た
け

れ
ど
も
、
自
分
で
は

一
生
懸
命
食
べ
さ
せ
た
だ
け
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
や

っ
て
、
子
供
と
格
闘
し
な
が
ら
や

っ
て
き
た
の
で
、
育
て
た
と
い
う
感
じ
で
は
な
く
て
、

こ
ち
ら
も
育
て
ら
れ
た
感
じ
な
の
で
す
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
範
囲
と
い
う
の
は
、
あ
る
程
度
親

が
子
供
の
食
事
の
面
倒
を
み
て
あ
げ
ら
れ
る
時
、
そ
こ

ま
で
を
大
き
く
考
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

た
だ
し
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
、
子
育
て
と

い
う
も
の
が
そ
こ
で
終
わ

っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、

そ
れ
ま
で
に
子
供
た
ち
の
中
に
仕
込
ま
れ
た
親
の
人
生

観
が
、
子
供
を
育
て
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
具
体
的
に
い
え
ば
、
子
供
た
ち
が
家
庭

で
食
事
を
す
る
間
で
し
ょ
う
か
。
私
の
と
こ
ろ
は
、
大

学
に
入
る
と
そ
れ
ぞ
れ
下
宿
し
ま
す
の
で
、
そ
の
あ
と

は
、
私
の
方
は
全
然
関
与
し
な
い
で
、
子
供
は
、
自
分

で
玄
米
を
圧
力
鍋
で
炊
く
子
も
あ
る
し
、
外
食
す
る
子

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
程
度
自
由
に
さ
せ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
形
で
す
の
で
、
そ
の
前
ま
で
を

一
つ

の
区
切
り
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

司
会
　
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
賀
　
補
足
し
ま
す
と
、
子
供
が
家
に
い
る
間
は
、

食
事
の
管
理
が
で
き
ま
す
ｏ
そ
し
て
、
下
宿
し
始
め
ま

す
と
、
手
が
及
び
ま
せ
ん
の
で
、
自
由
に
さ
せ
て
い
ま

す
。
長
女
は

一
軒
借
り
て
住
ん
で
い
ま
す
け
れ
ど
、
玄

米
を
食
べ
て
お
り
ま
す
ｏ

三
男
坊
は
山
口
大
学
を
出
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
ど
う

も
邪
食
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
い
や
、
し
て
い
ま

す
。

（笑
い
）
も
う
、
顔
を
見
た
ら
分
か
り
ま
す
。
顔

に
い
っ
ぱ
い
ブ

ツ
プ

ツ
を
作

っ
て
帰

っ
て
き
ま
す
か
ら
、

守

っ
て
い
る
と
い
う
の
は
ウ
ソ
で
、
自
分
が

「
も
う
、

あ
ま
り
食
べ
て
い
な
い
」
と
言

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
は
い
い
体
験
だ
と
思

っ
て
、
強
制
し
て
い
ま
せ
ん
。

司
会
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｏ
昨
日
の
大
森

先
生
の
講
義
の

「
正
食
は
や
さ
し
く
て
、
難
し
い
」
と

い
う
題
名
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
と
関
連
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
お
二
人
の
先
生
が
、
い
と
も
簡

単
に

「
た
だ
玄
米
を
食
べ
さ
せ
て
い
た
だ
け
だ
」
と
お

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
継
続
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
が
、
皆
さ
ん
も
含
め
て
、
い
と
も
簡
単
Ｌ
言
っ
て
い

る
こ
と
が
、
い
ち
ば
ん
難
し
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。

そ
れ
は
、
子
育
て
を
す
る
前
の
段
階
の
基
礎
的
な
こ

と
が
入

っ
て
く
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ

の
へ
ん
は
ど
う
な
の
で
す
か
。
い
わ
ゆ
る
、
平
凡
な
食

事
が
健
康
を

つ
く
る
と
い
う
こ
と
に
関
係
す
る
と
思
い

ま
す
け
れ
ど
も
。

結
婚
か
ら

「子
育
て
」

大
森
　
私
は
、
子
育
て
が
始
ま

っ
た
か
ら
子
育
て
を

す
る
の
で
は
な
く
、
結
婚
す
る
段
階
で
、
二
人
が
ど
う

い
う
考
え
方
で
結
婚
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
子
育
て

に
つ
な
が

っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
決
し

て
、
妊
娠
し
た
か
ら
子
育
て
が
始
ま
る
の
で
は
な
く
、

ど
う
い
う
考
え
方
の
人
間
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
結
婚
す

る
の
か
と
い
う
段
階
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
の
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

私
な
ん
か
は
、
玄
米
で
、
十
い
く
つ
も
歳
の
違
う
人

と
結
婚
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
親
に
勘
当
さ
れ
て
結
婚

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
、
親
に
勘
当
さ
れ
た
か
ら

こ
そ
、
今
日
が
あ
る
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
勘
当
し
た
父
を
大
変
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

父
の
考
え
方
、
育
て
方
と
い
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
私

が
自
分
の
子
供
を
育
て
る
時
に
、
父
だ

っ
た
ら
ど
う
す

る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
い
つ
も
頭
に
あ
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
う
い
う
時
の
父
の
対
応
の
仕
方
が
、
私

は
大
変
好
き
な
の
で
す
。

そ
う
い
う
父
を
尊
敬
し
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
私
が

こ
の
道
に
入

っ
て
、
両
親
が

「あ
あ
い
い
よ
、
結
婚
し

な
さ
い
」

「
さ
あ
、
賛
成
だ
よ
」
と
言

っ
て
く
れ
た
の

で
し
た
ら
、
途
中
で
シ
ッ
ポ
を
巻
い
て
帰

っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
の
父
は
、
死
ぬ
時
ま
で
、
こ
の
子
は
勝

手
を
し
た
子
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
遺
産
相
続
に
お

い
て
も
、
そ
れ
を
は

っ
き
り
提
言
し
ま
し
た
ｏ

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
私
が
自
分

で
自
分
の
選
択
し
た
道
と
い
う
の
は
、
そ
れ
だ
け
責
任

が
深
い
と
い
う
こ
と
と
、
そ
う
い
う
私
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
私
の
き
ょ
う
だ
い
が

「あ
ん
た
た
ち
、
い
つ
勘
当

が
解
け
た
の
」
と
い
う
ふ
う
に
、
私
を
か
ば

っ
て
く
れ
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ま
し
た
。
私
は

「六
人
の
子
供
を
育
て
て
き
た
」
と
言

い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
が
育
て
た
の
で
は
な
く
、
き

ょ
う
だ
い
も
、
両
親
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
か

ら
こ
そ
、
や

っ
て
こ
れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
味
噌
、
醤
油
も
な
く
、
お
米
さ
え
な
い
時

も
あ
り
本
当
に
明
日
食
べ
る
物
が
な
い
時
も
あ

っ
て
、

明
日
子
供
が
持

っ
て
い
く
の
に
、
家
中
探
し
て
も
、
た

っ
た

一
円
の
お
金
も
な
い
時
に
、
父
に
頼
め
ば
い
い
の

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
や
ら
な
い
で
が
ん
ば

っ
て
き

ま
し
た
。

そ
れ
を
見
て
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
の
が
、

私
の
家
族
で
す
。
そ
れ
は
、
や
は
り
、
父
が
私
を
勘
当

し
て
、
厳
し
く
対
応
し
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
他
の
き

ょ
う
だ
い
が
私
を
か
ば

っ
て
く
れ
た
の
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
子
供
に
対
し
て
の
親
と
い
う
の
は
、

実
際
に
か
か
わ

っ
て
い
る
月
日
で
は
な
く
、
子
供
た
ち

に
与
え
た
人
間
性
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

平
賀
　
私
の
場
合
は
、

一
度
は
桜
沢
先
生
に

「
玄
米

を
食
べ
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
自
分
も
実
験
し
よ
う
と

思
い
、
食
べ
て
、
そ
し
て
結
婚
し
ま
し
た
け
れ
ど
、
意

志
が
弱
い
か
ら
、
お
肉
が
食
べ
た
く
な

っ
て
隠
れ
て
食

べ
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
罪
悪
感
に
か
ら
れ
な

が
ら
、

一
ぺ
ん
、

一
人
で
ト
リ
の
肝
を
食
べ
に
行
き
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
昔
、
自
分
自
身
が
食
べ
た
か

っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

何
し
ろ
、
自
分
自
身
に
子
育
て
の
自
信
が
な
い
で
す

か
ら
、
今
な
ら
そ
ん
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
け
れ
ど
本
当

に
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
支
え
た
の
が
、
主
人
の
頑
固
さ
で
す
。
優
し

そ
れ
で
も
、
何
と
な
く
引
き

つ
け
ら
れ
た
の
は
、
将

来
世
界
を
無
銭
旅
行
し
よ
う
と
か
、
そ
ん
な
淡
い
夢
で

私
を
釣

っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
で
す
。

（大
笑
い
）

「
ほ
ん
ま
か
い
な
」
と
思

っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

絶
対
に
で
き

っ
こ
な
い
よ
う
な
、
そ
の
夢
が
何
と
な
く

好
き
で
し
た
。

「
将
来
は
、
わ
し
は
杖
を

つ
い
て
、
お
ま
え
は
わ
し
の

手
を
引
い
て
、
世
界
中
を
歩
く
ん
だ
」
と
か
、
お
か
し

い
こ
と
を
言
う
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
面
白
い
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

も
し
こ
の
人
と
別
れ
た
り
し
た
ら
、
玄
米
を
や
め
る
だ

ろ
う
な
と
何
べ
ん
も
思
い
ま
し
た
。

私
の
産
み
の
母
な
ん
か
は

「
黒
い
子
供
が
生
ま
れ
る

よ
」
と
か
、
何
だ
か
ん
だ
と
お
ど
か
し
ま
し
た
。

今
、
父
が
九
十

一
歳
で
、
病
気
を
し
て
、

一
度
危
機

が
あ

っ
て
、
私
が
救

っ
て
あ
げ
た
と
大
き
な
こ
と
を
言

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
母
も
何
回
も
、
何
回
も
病
気
を
し

て
、
そ
の
た
び
に
私
が
手
当
て
し
て
、
立
直

っ
て
、
八

十
二
歳
に
な
り
ま
し
て
、
お
互
い
に
ピ
ン
ピ
ン
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
き
ょ
う
だ
い
の
子
供
が
死
に
そ
う
に
な

っ
て
、

一
度
私
が
ダ
ダ
を
こ
ね
た
り
し
た
時
、
主
人
が
、
桜

沢
先
生
に

「
主
人
の
言
う
通
り
を
し
て
死
ん
だ
ら
ど
う

す
る
か
」
と
聞
い
て
こ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
通
り
先
生
に
聞
い
た
ら

「
死
ん
で
も

い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
家
に
帰

っ
て
、

主
人
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
、
玄
米
食
に
し
た
の
だ
か

ら

「
死
ん
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た

と
言

っ
た
ら

「
そ
れ
、
み
ろ
」
と
言
う
の
で
す
。
も
う
、

こ
れ
は
し
よ
う
が
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
偉
大
な
先
生

の

一
言
が

「
主
人
が
勧
め
る
こ
と
を
や

っ
て
、
死
ぬ
の

な
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
答
え
だ

っ
た
の
で
す
。

そ
の
よ
う
に
、
私
が
回
り
か
ら
意
志
強
く
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の

「意
志
強
く
」
を
子
供
が
見
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
育
て
と
い
う
の
は
、
上
塗
り
が
駄
目
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
玄
米
が
い
や
だ

っ
た
ら
、
邪
食
し
て
、
失

敗
し
て
、
再
確
認
し
て
、
ど
こ
へ
行

っ
て
も
い
い
か
ら
、

や

っ
ぱ
り
こ
れ
し
か
な
い
と
い
う
の
を
二
十
歳
過
ぎ
て

つ
か
ん
で
く
れ
て
、
初
め
て
子
育
て
が
う
ま
く
い
っ
た

と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
面
で
、
確
実
に
い
っ
て
い
る
の
は
、
二
人

で
、
あ
と
四
人
は
、
ま
だ
心
配
で
す
。
歳
は
と

っ
て
い

い
の
で
す
け
れ
ど
、
何
か
、
最
後
ま
で
言
う
こ
と
を
聞
　
　
危
篤
状
態
を
助
け
て
や

っ
た
り
で
、
全
部
私
の
き
ょ
う

か
な
い
と
い
う
、
ど
ん
な
に
私
が
邪
食
の
誘
惑
を
し
て
　
　
だ
い
を
玄
米
食
に
引
き
込
み
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
最
初

も
、
と
に
か
く
恋
愛
中
で
も
デ
ー
ト

一
つ
し
て
く
れ
な
　
　
は
み
ん
な
、
ど
う
な
る
こ
と
か
、　
一
生
懸
命
見
て
い
た

い
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
す
。
私
自
身
も
不
安
で
し
た
け
れ
ど
、
も
う
や
る

「
一
ぺ
ん
で
も
い
い
か
ら
、
肉
屋
に
行
こ
う
」
と
言

っ
　
　
し
か
な
い
の
で
す
か
ら
。

て
も
行
か
な
い
し
、
コ
ー
ヒ
ー
も
飲
み
に
行
か
な
い
し
、

「死
ん
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

本
当
に
哀
れ
な
恋
愛
期
間
だ

っ
た
の
で
す
。
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て
も
、
ま
だ
不
安
で
す
。

私
の
信
念
に
比
べ
て
み
て
、
離
れ
て
い
く
子
が
い
た

ら
、
や
は
り
、
そ
れ
は
い
い
子
育
て
を
し
て
い
る
の
で

は
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
ｏ
今
来
て
い
る
二
人
の
女
の

子
と
長
男
の
二
人
は
、
こ
れ
は
確
固
た
る
も
の
で
す
。

あ
と
の
四
人
は

「
ジ

ュ
ー
ス
な
ん
か
飲
ん
で
も
い
い

か
」
と
言

っ
た
り
し
て

「飲
ん
で
も
い
い
よ
」
と
言

っ

て
い
ま
す
け
れ
ど
、
ま
だ
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
な
こ
と

を
し
た
い
ｏ

で
す
か
ら
、
自
分
で
再
確
認
し
て
も
ら
う
ま
で
は
、

私
の
子
育
て
は
す
ん
で
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
ｏ

大
森
　
ち
ょ
っ
と
補
足
で
す
け
ど
、
今
、
平
賀
さ
ん

の
方
か
ら
、
子
供
が
二
十
歳
を
過
ぎ
て
、
再
確
認
を
し

て
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
わ
が
家
で

は
、
二
人
ば
か
り
自
分
で
所
帯
を
持

っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
へ
ん
の
状
況
を
少
し
お
話
し
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
し
た
ｏ

そ
の
前
に

一
言
、
平
賀
さ
ん
の
ご
主
人
が

「世
界
旅

行
」
と
言

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
私
、
急
に
吹
き
出
し

て
し
ま

っ
た
け
れ
ど
も
、
わ
が
家
も
そ
う
な
の
で
す
。

イ
ン
ド
に
行
か
な
い
か
と
誘
わ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
が

結
婚
の
き

っ
か
け
で
す
ｏ
　
　
　
　
　
　
（大
笑
い
）

け
れ
ど
も
、
ま
だ
不
履
行
な
の
で
す
。

（笑
い
）
ま

っ
た
く
同
じ
よ
う
な
こ
と
言

っ
て
る
ん
だ
な
と
思

っ
て
、

や

っ
ぱ
り
、
先
生
が
桜
沢
先
生
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は

し
よ
う
が
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
ｏ

子
供
が
確
か
め
る

わ
が
家
の
社
会
人
の
件
で
す
け
れ
ど
も
、
長
男
は
結

婚
し
て
子
供
が
二
人
で
す
。
確
実
な
玄
米
で
は
あ
り
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
玄
米
を
や

っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、　
一
番
最
初
に
お
話
し
ま
し
た
よ
う
に
、
長

男
は
体
質
的
に
陽
性
、
陽
性
で
や

っ
て
き
ま
し
た
も
の

で
す
か
ら
、
身
体
が
ち
ょ
っ
と
硬
く
て
、
こ
う
や

っ
て

下
に
手
が
着
か
な
い
の
で
す
。
そ
れ
で
、
背
中
の
と
こ

ろ
を
押
す
と
、
フ
ー
ツ
と
動
い
て
し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
風
邪
な
ど
、
病
気
は
全
然
し
な
い
の
だ

け
れ
ど
、
ち
ょ
つ
と
身
体
が
硬
い
と
い
う
こ
と
で
自
分

な
り
に
反
省
点
が
あ
る
み
た
い
で
す
ｏ

結
局
、
長
男
や
何
か
に
し
て
み
た
ら
、
試
験
台
な
わ

け
で
す
け
れ
ど
も
、
自
分
が
通

っ
て
き
た
玄
米
菜
食
と

い
う
の
が
、
本
当
に
自
分
に
適
し
て
い
た
の
か
、
ど
う

な
の
か
と
い
う
こ
と
を
疑
間
に
思

っ
て
、
自
分
な
り
に

や

っ
て
み
た
い
と
い
う
意
欲
が
あ
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
結
構
い
ろ
い
ろ
や
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

い
よ
い
よ
困

っ
て
く
る
と
、
家
の
方
に
電
話
が
か
か

っ

て
き
ま
す
ｏ

孫
も
陽
性
過
多
ぐ
ら
い
な
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
ヘ

ん
で
、
あ
ま
り
陽
性
に
し
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
反
省
が
あ
る
み
た
い
で
す
ｏ

そ
れ
か
ら
、
次
男
坊
は
こ
の
間
結
婚
し
た
ば
か
り
で
、

嫁
さ
ん
の
方
が
こ
の
間
初
め
て
玄
米
を

「
お
い
し
い
」

な
ん
て
食
べ
た
の
で
す
け
れ
ど
、
自
分
で
炊
い
て
み
た

ら
、
時
間
通
り
蒸
ら
さ
な
い
で
、
蒸
気
を
抜
い
た
も
の

で

「硬
く
て
、
あ
ご
が
く
た
び
れ
て
い
や
に
な

っ
た
」

な
ん
て
言

っ
て
ま
し
た
ｏ

こ
れ
か
ら
、
時
々
行

っ
て
、
指
導
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
次
男
坊
は

５
月
に
結
婚
し
て
、
そ
ん
な
状
態
で
す
ｏ

そ
れ
か
ら
、
三
男
坊
は
ま
だ
結
婚
し
て
い
ま
せ
ん
で
、

長
女
の
方
は
結
婚
し
て
い
ま
す
ｏ

た
ま
た
ま
親
と
同
居
し
て
い
て
、
親
が
な
か
な
か
玄

米
を
受
け

つ
け
な
い
体
質
で
、
糖
尿
病
が
あ
る
も
の
で

す
か
ら
、
小
豆
か
ば
ち
ゃ
や
何
か
を

一
生
け
ん
め
い
に

作

っ
て
持

っ
て
行

っ
て
、
最
初
の
う
ち
は
義
理
も
あ

っ

た
ん
で
し
ょ
う
が
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
最

近
は
食
べ
な
い
し
、
ど
う
し
て
も
隠
れ
て
甘
い
物
も
食

べ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
玄
米
と
の
二
本

建
て
な
の
で
す
ｏ

そ
う
い
う
状
況
で
、
ぜ
ん
ぜ
ん
正
食
か
ら
離
れ
る
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
か
ら

み
て
厳
格
に
や
れ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。し

か
し
、
私
は
、
そ
れ
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
ｏ
や

は
り
、
そ
う
い
う
段
階
の
中
で
や

っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
も
子
供
に
は
必
要
で
は
な
い
か
。
今
ま
で
与
え
ら
れ

た

一
つ
の
ワ
ク
の
中
で
や

っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、
家

で
は
玄
米
で
毎
日
料
理
を
作

っ
て
や

っ
て
食
べ
た
ｏ

そ
れ
が
当
た
り
前
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
子
供
に
す
れ

ば
、
必
ず
し
も
満
足
で
は
な
い
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、

一
般
食
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
置
か
れ
た

時
に
、
自
分
が
い
か
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
育

っ
て

き
た
の
か
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

恋
愛
結
婚
で
す
の
で
、
私
は
、
う
ん
と
反
対
し
て
み

た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
結
婚
す
る
と
い
う
の
で

「
お

母
さ
ん
は
反
対
し
た
ん
だ
よ
。
だ
け
ど
、
最
終
的
に
は

許
可
し
た
け
れ
ど
、
反
対
は
し
た
か
ら
ね
」
と
言

っ
て
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お
き
ま
し
た
。

娘
が
い
ち
ば
ん
困

っ
て
い
る
の
は
、
人
生
観
で
す
。

今
、
子
供
が
二
人
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
子
供
を

ど
う
い
う
ふ
う
に
育
て
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
で
困

っ
て
い
ま
す
。

娘
に
し
た
ら
、
自
分
は
大
森
家

で
育

っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
教
育
方
法
は
あ
る
程
度
身
体
に
し
み
込
ん
で

い
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
育
て
方
を
し
た

い
の
だ
け
れ
ど
も
、
相
手
は
全
然
違
う
。

子
供
の
要
求
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
そ
れ
を
満
足
さ
せ

て
や
る
の
が
親
み
た
い
な
、
子
供

の
た
め
に
は
、
親
が

犠
牲
に
な

っ
て
も
や

っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
よ
う
な
家
庭
に
育

っ
て
ま
す
か
ら
、
我
慢
さ
せ
た

り
す
る
の
が
か
わ
い
そ
う
で
し
よ
う
が
な
い
わ
け
で
す
。

そ
れ
が
、
母
親
に
も
全
く
同
じ
こ
と
な
の
で
す
。
糖

尿
病
だ
か
ら
と
い
う
節
食
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

だ
け
れ
ど
も

、
お
母
さ
ん
に
そ
れ
を
さ
せ
る
の
が
か
わ

い
そ
う
な
わ
け
で
す
。

そ
の
ジ

レ
ン
マ
で
、
今

、
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ

は
や
は
り
、
娘
が
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
道
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
く
、

他

の
選
択
を
し
て
い
れ
ば
、
娘
に
す
れ
ば
苦
労
は
な
い

の
だ
け
れ
ど
も
、
今
は
、
そ
の
試
練
で
悩
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
で
す

。

司
会
　
病
気
に
な

っ
た
時
に
、

「
基
本
食
」
と
い
う

言
葉
が
出
ま
す
。
玄
米
と
味
噌
汁
と
季
節
の
野
菜
だ
け

で
い
い
と
い
う
こ
と
。

今
は
す
ご
く
物
が
豊
富
で
、
わ
り
あ
い
と
経
済
的
に

も
恵
ま
れ
て
い
る
時
代
で
、
簡
素
な
食
事
そ
の
も
の
を

す
る
こ
と
が
、
逆
に
難
し
い
条
件
が
結
構
出
て
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
言
わ
れ
た
、
締
め
過
ぎ
と
い
う

こ
と
と
関
係
し
て
、
最
近
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
と

い
う
の
が
、
す
ぐ
入
れ
る
態
勢
に
な

っ
て
い
ま
し
て
、

次
々
と
新
し
い
料
理
と
か
い
う
の
も
す
ぐ
に
覚
え
ら
れ

る
、
非
常
に
恵
ま
れ
た
時
代
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
前

段
階
と
し
て
、
基
本
的
な
こ
と
を
し
ば
ら
く
や

っ
て
み

る
と
い
う
こ
と
が
、
今
の
時
代
に
合
う
の
か
、
合
わ
な

い
の
か
、
あ
え
て
経
験
し
た
方
が
判
断
力
な
ど
に
関
し

て
も

つ
く
の
か
、
つ
か
な
い
の
か
、
そ
の
へ
ん
は
ど
う

な
の
で
す
か
。
い
わ
ゆ
る
、
回
り
と
の
関
係
で
い
き
ま

す
と
、
さ
ら
に
異
端
的
に
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
部
分

も
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
。

平
賀
　
私
は
、
あ
ま
り
正
食
の
料
理
を
知
ら
な
か

っ

た
も
の
で
す
か
ら
、
岡
田
周
三
先
生
の
奥
さ
ん
の
楚
代

先
生
に
基
本
食
と
し
て
最
初
に
習

っ
た
も
の
は
、
味
噌

汁
、
ひ
じ
き
と
、
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
ぐ
ら
い
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
子
供
を
育
て
る
の
に
、
次
か
ら
、
次
か

ら
子
供
を
産
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
外
に
料
理
を
習
い
に

行
く
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
は
な
か

っ
た
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
非
常
に
困

っ
て
い
ま
し
た
。

『野
菜
料
理
』
と
い
う
本
を
見
た
り
、

『新
し
き
世
界

へ
』
の
桜
沢
里
真
先
生
の
お
料
理
を
見
た
り
、
料
理
法

の
本
を
買

っ
た
り
し
て
や

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

本
で
や
る
と
い
う
の
は
、
読
ん
で
も
よ
く
分
か
ら
な
い

の
で
す
。

「
お
料
理
は
創
作
で
す
」

一
度
で
い
い
か
ら
、
里
真
先
生
に
習
い
た
い
と
熱
望

▲17年前、日本CIの夏の健康学園 (伊

豆・松崎)で吉成先生と。
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し
ま
し
た
ら
、
里
真
先
生
が

「
い
ら

つ
し
ゃ
い
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
、
上
か
ら
六
番
目
の
子
供
が
赤
ち
ゃ
ん
で

し
た
け
れ
ど
、
布
の
お
し
め
を
い
っ
ぱ
い
下
げ
て
、
そ

れ
を
連
れ
て
伊
豆
の
松
崎

の
健
康
学
園
に
行
き
ま
し
た
。

何
度
も
会
え
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
す
か
ら
、

一
言

一
言
が
身
に
し
み
て
聞
こ
え
ま
し
た
け
れ
ど
、
最

初
の
里
真
先
生
の
言
葉
が

「
お
料
理
は
創
作
で
す
」
と

言
わ
れ
た
の
で
す
。

ハ
ッ
と
き
ま
し
て
、
私
は
今
ま
で
、
何
か
習
わ
な
く

て
は
で
き
な
い
と
ば
か
り
思

っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の

一
言
で
、
研
究
す
れ
ば
で
き
る
と
思

っ
て
、
家
に
帰

っ

て
か
ら
、
自
分
で
先
生
の
本
を
見
な
が
ら
作

っ
て
み
ま

し
た
。

そ
の
頃
か
ら
、
料
理
が
増
え
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ

ま
で
は
、
本
当
に
み
じ
め
な
と
い
う
か
、
基
本
食
で
す

か
ら
、
今
か
ら
考
え
れ
ば
、
邪
食
が
入

っ
て
い
ま
せ
ん

か
ら
い
い
も
の
で
す
け
ど
。

そ
の
後
か
ら
、
邪
食
で
は
な
く
て
、
料
理
の
幅
が
広

く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
中
国
新
聞
と
い
う
広
島
の
新
聞
社
か
ら
、

毎
月

、
毎
月
、
四
年
間
書
い
て
く
れ
と

い
う
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
十
年
お
い
て
、
ま
た

一
年
間
、
毎
週
、
毎

週
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
料
理
を
作

っ
て
、
記
事
を

書
か
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
、
自
分
自
身
の
た
め
に

一
生
け
ん
め
い
作
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
に

は
、
創
作
を
い
っ
ぱ
い
し
た
り
し
て
、
実
用
的
で
な
い

も
の
も
作
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
先
生
の
本
を

一
生
け
ん
め
い
読
ん
で

作

っ
た
り
し
て
、
人
に
食
べ
さ
せ
な
く
て
は
い
け
な
い

の
で
、
お
い
し
く
で
き
る
か
ど
う
か
と
だ
い
ぶ
料
理
の

数
を
増
や
し
て
、
幅
が
広
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う

い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
季
節
の
野
菜
中
心
の
本
当
に

単
純
な
料
理
で
、
き
れ
い
に
飾

っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
混

ぜ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

田
舎
料
理
の
簡
単
な
の
し
か
や
ら
な
か

っ
た
と
思
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
毎
朝
、
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
と
味
噌
汁

は
作
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
忙
し
い
時
は

そ
れ
だ
け
で
過
ご
す
こ
と
の
方
が
多
い
で
す
。

た
だ
玄
米
と
味
噌
汁
だ
け
あ
れ
ば
い
い
ｏ
そ
の
味
噌

汁
に
、
季
節
の
野
菜
や
庭
に
生
え
て
い
る
ア
カ
ザ
、
ア

オ
ザ
、
ハ
コ
ベ
と
か
の
野
草
を
い
っ
ぱ
い
入
れ
る
の
で

す
。
私
の
家
は
、
味
噌
汁
中
心
で
す
ｏ

そ
れ
か
ら
、
き
ゅ
う
り
に
味
噌
を
つ
け
て
食
べ
た
り
、

と
う
も
ろ
こ
し
に
梅
干
し
を
塗

っ
て
食
べ
た
り
、
い
ろ

ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
創
作
の
喜
び
で

「発
見
し
た
、
発
見
し
た
」

と
言
う
と
、
主
人
が

「す
ぐ
教
え
る
な
よ
」
と
言
い
ま

す
け
れ
ど
、
私
は
す
ぐ
教
え
ち
ゃ
う
の
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
言

っ
て
、
毎
日
発
見
し
て
い
ま
す
ｏ

大
森
　
締
め
過
ぎ
た
部
分
と
今
の
グ
ル
メ
的
な
部
分

の
関
係
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
自
分
の
体
験
か
ら
、
あ

る
期
間
は
厳
し
く
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
分
が
あ
る
程
度
形
を
覚
え

る
ま
で
の
間
は
、
何
で
も
い
い
か
ら
、
キ
チ
ン
と
や

つ

て
み
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
少
し
形
が
分
か

っ
て
き
た
ら
、
遊
び
を

入
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
や

っ
て
み
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

私
な
ん
か
が
今
や
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
最
初
は

も
の
す
ご
く
厳
し
い
や
り
方
で
、
そ
れ
し
か
な
い
と
思

っ
て
や

っ
た
わ
け
で
す
。

今
は
、
食
養
と
い
う
の
は
も

っ
と
幅
が
あ
る
の
だ
と

い
う
も
の
で
す
か
ら
、
あ
り
過
ぎ
て
困
る
と
思
う
ぐ
ら

い
に
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

。

「教
わ

っ
て
は
い
け
な
い
」

と
こ
ろ
が
、
最
初
の
頃
、
私
の
と
こ
ろ
で
は
、
主
人

が
人
に
料
理
を
教
わ

っ
て
は
い
け
な
い
と
言
う
の
で
す
。

私
自
身
、
何
し
ろ
学
校
を
出
て
、
す
ぐ
結
婚
し
ま
し
た

か
ら
、
家
で
は
料
理
な
ど
作

っ
た
こ
と
は
な
い
し
、
田

舎
料
理
し
か
知
ら
な
い
。

昨
日
の
夜
の
Ｃ
Ｉ
ス
ナ
ッ
ク
で

「玄
米
バ
バ
ロ
ア
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
が
ヽ

「
バ
バ
ロ
ア
」
と
い
う

も
の
を
食
べ
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
。

そ
う
い
う
お
料
理
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
。
私

な
ん
か
が
学
校
を
出
た
頃
は
、
ま
だ
物
が
な
い
時
代
で

し
た
か
ら
、
お
菓
子
な
ん
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う

時
代
に
結
婚
し
て
、
玄
米
に
入

っ
ち
ゃ
っ
て
い
る
の
で
、

食
べ
て
い
な
い
わ
け
で
す
。

田
舎
の
こ
と
で
す
か
ら
、
お
ま
ん
じ

ゅ
う
と
か
、
そ

う
い
う
も
の
は
作

っ
て
食
べ
ま
し
た
け
れ
ど
、
変
わ

っ

た
形
の
和
菓
子
な
ど
食
べ
た
こ
と
は
な
い
し
、
洋
菓
子

な
ど
全
然
食
べ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
ど
う
い
う
物
が

ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
、
何
か
作
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
結
局
、

自
分
の
分
か

っ
て
い
る
範
囲
で
自
分
な
り
に
や
る
わ
け

で
す
。
私
た
ち
が
結
婚
し
た
当
時
、
わ
が
家

へ
来
て
く
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だ
さ

っ
た
方
が
、
よ
く
私
の
料
理
を
食
べ
て
く
だ
さ

っ

た
と
思

っ
て
、
今
恥
ず
か
し
く
て
、
穴
が
あ

っ
た
ら
入

り
た
い
く
ら
い
、
す
ご
い
料
理
だ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
も
、
陽
性
だ
と
か
陰
性
だ
と
か
い
っ
て
セ
ン

プ
リ
を
味
噌
汁
に
使

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
（笑
い
）

そ
れ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
テ
ス
ト
な
の
で
す
。
陽
性
に

す
る
に
は

「
苦
さ
」
の
方
が

「
塩
か
ら
い
」
よ
り
陽
性

だ
か
ら
セ
ン
プ
リ
を
使

っ
た
ら
ど
う
か

っ
て
。
（笑
い
）

本
当
に
笑
い
話
み
た
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も

「結
構
い
け
る
じ
ゃ
な
い
」
と
か
…
…
。
お
よ
そ
、
見

当
が

つ
き
ま
す
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
形
か
ら
出
発
し
て
い
る
の
で
す
よ
。

そ
れ
か
ら
、
東
京
の
Ｃ
Ｉ
で
会
に
出
る
の
は
主
人
で
、

私
は
家
に
い
る
の
で

「東
京
で
ど
う
い
う
お
料
理
が
出

た
？
」
と
聞
い
て
も
、
主
人
の
こ
と
だ
か
ら

「
う
ん
。

何
か
、
野
菜
が
煮
て
あ

っ
た
」
と
か
言
う
だ
け
で
、
チ

ン
プ
ン
カ
ン
プ

ン
で
、
全
然
分
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
、
嫁
さ
ん
の
た
め
に
少
し
勉
強
に
な
る
か
ら

と
い
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
端
の
方
を
持

っ
て
き
て
く
れ
れ

ば
い
い
け
ど
、
全
然
そ
ん
な
の
お
構
い
な
し
で
し
ょ
う
。

先
ほ
ど
平
賀
先
生
が
お

っ
し
ゃ
っ
た
け
れ
ど
も
、
基

本
が
わ
か
ら
な
い
と
、
本
を
読
ん
で
も
本
当
に
チ
ン
プ

ン
カ
ン
プ

ン
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
私
が
勉
強
し
た
と
い
う
の
は
、
食
養
会

の
沼
田
勇
先
生
の
と
こ
ろ
に

一
応

一
年
間
お
り
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
で
き
た
料
理
を
患
者
に
運
ぶ
方
で
す
か
ら
、

料
理
担
当
で
は
な
い
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
、
食
べ
た
こ
と
は
食
べ
て
も
、
ど
う
い
う
ふ

う
に
作

っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
ま
し
た
。

私
が
い
ち
ば
ん
勉
強
に
な

っ
た
の
は
、
私
の
と
こ
ろ

に
は
病
人
の
方
が
多
く
み
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
で

す
か
ら
、
病
気
の
方
に
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う

こ
と
で
、
料
理
す
る
時
は
、
い
つ
も
病
人
食
し
か
頭
に

な
い
も
の
で
す
か
ら
、
派
手
な
献
立
が
で
き
ま
せ
ん
の

で

一
般
受
け
は
し
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、
出
し
た
物
を
病
気

の
方

、
来
た
方
が
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
食

べ
て
く
れ
る
の
か
、
ま
ず
何
か
ら

ハ
シ
を

つ
け
る
の
か
、
ど
う
い
う
順
序
で
食
べ
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
見
て
き
ま
し
た
。

私
が
料
理
を
出
す
と
、
主
人
と
来
た
方
が
食
べ
、
そ

こ
に
つ
い
て
い
て
、
食

べ
方
を
見
る
わ
け
で
す
。
こ
の

人
は
水
分
を
要
求
し
て
い
る
な
と
か
、
こ
の
人
は
こ
う

い
う
も
の
な
の
か
と
か
、
食
べ
に
く
そ
う
に
し
て
い
る

と
、
こ
の
人
は
少
し
水
分
が
足
り
な
い
の
か
な
と
か
、

多
過
ぎ
る
の
か
な
と
か
、
本
当
に
み
な
さ
ん
に
教
え
て

も
ら

つ
て
や

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
子
育
て
が
す
ん
で
地
域

に
出
始
め
る
と
、

し

ゃ
べ
る
機
会
が
多
く
な

っ
て
、
講
演
な
ど
を
頼
ま
れ

て
や

っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
だ
け
し

ゃ
べ
れ
る
の

だ

つ
た
ら
Ｃ
Ｉ
で
も
と
い
う
こ
と
で
、
初
め
て
Ｃ
Ｉ
で

も
お
話
し
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。

『
新
し
き
世

界

へ
』
の
合
併
号

〔五
五
〇
号
〕
に
の

っ
て
い
る
の
が

そ
れ
で
す
。
タ
ネ
を
あ
か
し
ま
す
と
、
あ
の
頃
は

一
字

一
句
原
稿
を
書
い
て
、
し

ゃ
べ
っ
た
の
で
す
。

今
は
こ
う
し
て
し

ゃ
べ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
ず
最

初
は
し

ゃ
べ
れ
な
く
て
、
全
部
書
い
て
、
二
、
三
回
読

ん
で
き
て
し

ゃ
べ
っ
た
と
い
う
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
頃

、
Ｃ
Ｉ
に
来
て
お
料
理
を
食
べ
る
と
、
違
う
の
で

す
。
こ
れ
は
、
ど
う
や

っ
て
作
る
の
か
を
教
え
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
お
勝
手
に
行

っ
た

時
に
や

っ
て
い
る
の
を
見
て
盗
ん
で
覚
え
る
の
で
す

。

で
す
か
ら
、
私
の
料
理
と
い
う
の
は
、
順
番
通
り
に
や

っ
て
い
な
い
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
陰
陽
の
勉
強
も
全
部
そ
う
で
、
み
ん
な

つ
ま
み
食
い
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
な
り
に
、
自

分
の
も
の
を
出
し
て
い
こ
う
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
病
人
の
方
に
い
ろ
い
ろ
接
し
て
、
そ
の
方
た

ち
に
す
ご
く
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
私
は
、

病
人
の
方
た
ち

へ
の
お
返
し
の
た
め
に
、
あ
る
程
度
病

人
食
を
大
成
す
る
と
い
う
夢
を
持

っ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
こ
と
で
、
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

キ
チ
ン
と
基
本
を

一
度
、
食
箋
な
ら
食
箋
を
キ
チ
ン
と
や
る
、
あ
る
い

は
、
３
カ
月
で
も
い
い
か
ら
基
本
を
や

っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
最
初
か
ら
幅
を
広
げ
て
や
っ
て
し
ま
う
と
、
食

養
と
い
う
の
は
窮
屈
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
最
初
厳
格
に

や
る
と
、
食
養
ほ
ど
楽
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
困

っ
た
ら
、
ま
た
基
本
生
戻
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
が
、
私
た
ち
食
養
を
や

っ
て
い
る
者
の
、

一
つ
の
救
い
な
の
で
す
。

基
本
を
知

っ
て
い
る
、
そ
こ
に
戻
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
ど
ん
な
に
私
た
ち
の
不
安
感
を
な
く
し
て
、
や
れ

る
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
基
本
と

い
う
も
の
の
大
切
さ
を
も
う

一
度
確
認
し
て
い
た
だ
き
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た
い
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
今
日
こ
こ
で
み
な
さ
ん
に
召
し
上
が

っ

て
い
た
だ
い
た
も
の
は
、
ハ
レ
の
日
の
食
事
で
、
決
し

て
、
通
常
の
食
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
忙
し
く
て
、
お
か
ず
が
作
れ
な
い
、
食

事
の
準
備
が
で
き
な
い
時
は
、
ほ
ん
と
う
に
玄
米
だ
け

で
も
い
い
し
、
う
ど
ん
の
ぶ

っ
か
け
で
も
い
い
し
、
何

で
も
い
い
の
で
す
。
そ
れ
で
十
分
で
す
ｏ
ま
た
、
そ
れ

の
方
が
健
康
で
す
ｏ

私
の
と
こ
ろ
で
、　
一
時
料
理
に
こ
っ
て
、
毎
日
い
ろ

い
ろ
な
料
理
を
作

っ
た
時
に
は
、
子
供
が
不
健
康
で
し

た
。
先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
熱
を
出
し
た

り
、
ひ
き

つ
け
た
り
し
た
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
時

で
す
。

そ
れ
以
来
、
何
し
ろ
家
に
い
る
時
間
が
少
な
く
な

っ

て
し
ま

っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
食
事
の
時
間
ギ
リ
ギ
リ

に
帰

っ
て

「
も
う
お
腹
が
す
い
た
か
ら
、
あ
る
も
の
で

食
べ
よ
う
ね
」
と
言

っ
て
も
、
せ
い
ぜ
い
基
本
食
の
ひ

じ
き
蓮
根
、
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
、
漬
け
物
、
味
噌
汁
程

度
し
か
な
い
わ
け
で
す
。

味
噌
汁
も
な
け
れ
ば
、
お
そ
ば
を
ゆ
で
て
、
お
つ
ゆ

を
作

っ
て
、
そ
れ
を
お
か
ず
に
し
て
ご
飯
食
べ
て
お
し

ま
い
、
な
ん
て
や

っ
て
い
ま
し
た
ｏ

「食
」
か
ら
離
れ
た
時
の
方
が
、
か
え

っ
て
健
康
で
す
ｏ

食
に
追
い
回
さ
れ
た
時
の
方
が
、
食
か
ら
離
れ
ら
れ
な

く
て
、
大
食
な
の
で
す
。

私
は
、
里
真
先
生
の
少
食
が
羨
望
の
的
で
、
ど
う
に

か
し
て
、
あ
の
少
食
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
ｏ
私
は

農
家
の
出
で
す
か
ら
、
大
食
な
ん
で
す
。
お
い
し
く
て
ヽ

お
い
し
く
て
し
よ
う
が
な
い
わ
け
で
す
ｏ

「
お
ま
え
、
よ
く
食
べ
る
な
」

「
い
い
の
、
お
い
し
い

か
ら
食
べ
る
の
」
と
一言
っ
て
ｏ

（笑
い
）

と
こ
ろ
が
、
子
育
て
が
す
ん
だ
時
、
少
し
少
食
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
地
域
に
出
た
り
、
あ
ち
こ
ち

で
活
動
し
だ
し
て
、
お
勝
手
に
い
る
時
間
が
短
く
な
る

ほ
ど
、
少
食
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
少
食
と
は

そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
少
食
に
な

っ
て
き
た

こ
と
に
よ

っ
て
、
比
較
的
健
康
が
ノ
ー
マ
ル
で
、
ム
ラ

が
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
も
、
自
然
と
い
う
の
は
、
本
当
に
う

ま
く
で
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
与
え
ら
れ
た
状
況
の
中
で
、
そ
れ
を
精

い
っ
ぱ
い
こ
な
す
と
い
う
こ
と
が
、
今
の
自
分
を
生
か

す

一
番
の
方
法
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ｏ

一
生
け
ん
め
い
体
験
せ
よ

や
は
り
、
料
理
を
習
い
始
め
た
ら
、
料
理
を

一
生
け

ん
め
い
や

っ
て
、
身
体
を
こ
わ
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、

一
生
け
ん
め
い
に
梅
生
番
で
も
、
第

一
大
根
湯
で

も
飲
ん
で
み
て
、
そ
の
効
果
も
知

っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
も
、

一
つ
の
勉
強
な
の
で
す
。
や
は
り
、
自
分
が
体

験
し
た
こ
と
で
な
い
と
、
と

つ
さ
の
場
合
に
人
の
役
に

立
ち
ま
せ
ん
。

と
い
う
の
は
、
主
人
が
あ
れ
だ
け
病
人
食
を
い
ろ
い

ろ
や
る
け
れ
ど
も
、
病
気
の
問
屋
だ
か
ら
で
き
る
の
で

す
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
ま
ず

第

一
に
、
自
分
が
病
気
を
し
な
い
と
、
あ
の
苦
し
み
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。

い
く
ら
陰
性
だ
、
陽
性
だ
と
い
っ
て
も
、
陽
性
の
時

に
飲
み
物
を
陰
性
に
し
て
い
く
場
合
な
ど
、
ど
れ
だ
け

陰
性
に
す
る
か
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
。

主
人
な
ら
こ
の
時
に
こ
う
す
る
な
と
い
う
の
が
分
か

っ
て
い
て
も
、
私
が
電
話
を
受
け
た
時
に
そ
れ
が
で
き

る
か
と
い
う
と
、
恐
く
て
で
き
な
い
。

「
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
を
」
と
い
う
こ
と
が
言
え
な
い
の
で

す
。
ど
う
し
て
も
、
真
ん
中
か
ら
少
し
陽
性
ぎ
み
に
し

て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
れ
は
、
自
分
が
陽
性
過
多
に
な

っ
て
、
ト
コ
ト
ン

陽
性
で
は
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
で
陰
性
を
と

っ
た
時
で

な
い
と
、
陽
性
を
消
す
方
法
が
分
か
ら
な
い
し
、
自
分

が
陰
性
に
な

っ
た
時
で
な
い
と
、
陽
性
に
し
て
い
く
方

法
が
分
か
ら
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
人
の
話
を
聞
い
て
い
て
も
、
自
分
が

体
験
し
て
い
れ
ば
分
か
り
ま
す
か
ら
、
料
理
を
飽
き
る

ほ
ど
作

っ
て
、
食
べ
過
ぎ
て
、
家
族
が
病
気
を
す
る
こ

と
も
い
い
の
で
す
。

そ
し
て
、
第

一
大
根
湯
を
飲
む
こ
と
も
必
要
だ
し
、

体
に
合

っ
て
い
れ
ば
お
い
し
い
け
れ
ど
も
、
体
に
合
わ

な
け
れ
ば
お
よ
そ
ま
ず
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
分
か

る
で
し
ょ
う
し
、
梅
生
番
だ

っ
て
、
あ
ん
な
か
ら
い
も

の
も
、
お
腹
の
具
合
が
悪
い
時
に
は
飲
め
ち
ゃ
う
の
で

す
。
飲
め
ち

ゃ
っ
た
ら
、
二
、
三
〇
分
す
る
う
ち
に
元

気
に
な
る
の
だ
か
ら
。

と
こ
ろ
が
、
普
通
の
時
な
ら
梅
生
番
の
②

〔手
当
て

用
の
濃
い
も
の
）
な
ん
か
と
て
も
飲
め
な
い
と
思

っ
て

も
、
お
い
し
い
時
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
す
ｏ

そ
れ
か
ら
、
コ
ツ
コ
ー
も
薄
く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
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と
い
う
、
そ
の
薄
さ
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
や
は
り
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
に
、
あ
れ

が
い
い
と
か
、
悪
い
と
か
で
は
な
く
、
今
や
り
た
い
こ

と
を
や

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

理
想
像
を
追
う
な

そ
し
て
、
皆
さ
ん
、
あ
ま
り
に
も
理
想
像
を
追
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
し
ゃ
べ
る
こ
と
は
、
理
想
像

な
の
で
す
。
し
ゃ
べ
る
こ
と
と
い
う
の
は
、
理
想
像
し

か
し

ゃ
べ
れ
な
い
し
、
あ
る
程
度
の
方
法
論
し
か
し
ゃ

べ
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
、
脱
線
し
て

や

っ
て
、
失
敗
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
人
が
脱
線
し
た
の
を
結
構
理
解
で
き
る

の
で
す
。
あ
あ
、
あ
の
人
も
脱
線
し
て
い
る
な
と
思
え

ば
い
い
の
で
す
。
本
当
に
脱
線
し
て
い
な
け
れ
ば
分
か

り
ま
せ
ん
か
ら
、
ぜ
ひ
や

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

で
す
か
ら
、

一
度
は
厳
格
に
や
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、

脱
線
も
す
る
こ
と
で
す
。

私
は

「
少
々
の
脱
線
で
ど
う
こ
う
す
る
よ
う
な
体
な

ら
、
玄
米
を
食
べ
な
い
方
が
い
い
。
そ
ん
な
ケ
チ
な
玄

米
だ

っ
た
ら
、
食
べ
な
い
方
が
い
い
」
と
よ
く
言
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
玄
米
の
力
と
い

う
の
は
も
の
す
ご
く
強
い
で
す
ね
、
私
た
ち
が
考
え
て

い
る
以
上
の
力
を
持

っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
も

っ
と
玄
米
を
信
じ
て
、
本
当
に
困

っ

た
ら
、
玄
米
を
よ
く
噛
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
れ
だ
け
で
す
。

平
賀
　
な
る
ほ
ど
ね
、
感
銘
で
す
ね
。

司
会
　
）し
」
に
は
若

い
お
母
さ
ま
方
が
だ
い
ぶ
多
い

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
脱
線
に
関
し
て
、
先
生
み
た
い

に
あ
る
程
度
キ
チ
ッ
と
や
ら
れ
て
、
そ
の
段
階
か
ら
脱

線
さ
れ
る
の
と
、
わ
り
と
自
分
た
ち
で
す
ぐ
に
飛
び

つ

き
や
す
い
も
の
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。

大
森
　
う
ん
、
そ
う
、
そ
う
、
分
か
り
ま
す
。

司
会
　
で
す
か
ら
、
特
に
、
子
育
て
中
の
方
に
関
し

て
、
そ
の
お
子
さ
ん
と
脱
線
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に

考
え
た
ら
い
い
か
。

ち

ょ
っ
と
外
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
現
在

は
物
が
す
ご
く
豊
富
な
時
代
で
す
け
れ
ど
も
、
心
と
い

う
も
の
が
す
ご
く
貧
し
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
て
、
そ
の

へ
ん
と
の
関
係
が
多
少
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
心
の
豊
か
さ
と

経
済

の
豊
か
さ
は
、
比
例
す
る
の
か
ど
う
か
。

そ
の
へ
ん
も
含
め

て
、
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

平
賀
　
あ
ん
ま
り
深
刻
に
考
え
て
な
か

っ
た
で
す
ね
。

司
会
　
深
刻
で
は
な
く
て
、
結
局
、
そ
う
い
う
こ
と

と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
意
外
と
…
…
。

平
賀
　
そ
う
で
す
ね
。
私
の
家
は
、
子
供
に
お
小
づ

か
い
を
や
ら
な
い
の
で
、
い
る
時
に
や
る
と
い
う
こ
と

で
、
お
小
づ
か
い
を
任
せ
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
。

そ
の
ク
セ
が

つ
い
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
、
大
き
く

な

っ
て

「
ち

ょ
っ
と

、
千
円
ぐ
ら
い
持

っ
て
お
き
な
さ

い
」
と
言

っ
た
ら

「
じ

ゃ
ま
に
な
る
か
ら
持
た
な
い
」

と
言

っ
て
、
余
分
な
お
金
を
持
た
な
い
の
で
す
。
た
ま

に
持
た
す
と
、
よ
く
落
と
す
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
持
た
な
い
に
限
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る

の
か
ど
う
か
、
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
お
金

へ
の
執
着
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
な
い
よ
う
で
す
。

し
か
し

、
今
思
い
出
す
の
は
、
遠
足
の
時
に
、
二
百

円
ほ
ど
お
金
を
持
た
せ
て
、
自
由
に
買
わ
せ
る
と
、
必

ず
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
買

っ
て
い
ま
し
た
。

日
頃
全
然
食
べ
さ
せ
な
い
で
、
自
分
の
家
で
は
食

べ

な
い
物
と
決
め
て
い
る
か
ら
、
自
分
で
お
や

つ
は
買
わ

な
い
し
、
私
も
買

っ
て
や
ら
な
い
か
ら
、
あ
こ
が
れ
て

い
た
の
で
し

ょ
う
か
、
春
と
秋
の
遠
足
の
時
に
は
三
百

円
分
、
全
部
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
買

っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
か
さ
の
大
き
い
物
や
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ば
か
り
買

っ
て
、
こ
れ
だ
け
食
べ
た
ら

ひ
ど
い
だ
ろ
う
な
と
思

っ
た
ら
、
結
局
食
べ
て
な
く
て
、

買
い
た
い
だ
け
な
の
で
す
。
遠
足
に
行

っ
て
、
向
こ
う

で
お
か
き
と
か
何
か
と
交
換
し
て
、
帰

っ
た
時
に
は
い

ろ
い
ろ
な
物
を
弟
た
ち
妹
た
ち
の
お
土
産
に
持

っ
て
帰

っ
て
く
る
の
が
、
セ
ン
ベ
イ
類
な
の
で
す
。

結
局
は
、
あ
ま
り
そ
う
い
う
も
の
を
要
求
し
て
い
な

か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
食
べ

る
の
も
楽
し
み
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
だ

っ
て
、
正

食
に
入

っ
て
か
ら
で
も
、
た
ま
に
子
供

の
を
見
て
ち

ょ

っ
と
食
べ
て
や
れ
と
思

っ
て

（笑
い
）
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

っ
て
お
い
し
い
な
、
こ
ん
な
に
う
ま
い
も
の
が
世
の
中

に
あ
る
の
に
と
思

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）
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●
訴
い
あ
Ｌ
Ｓ
ヽ
１
５
８
信

中
村
嘉
寿
先
生
　
机
下

先
生
か
ら
御
便
り
を
頂
い
て
恐
縮
で
す
。
毎
度
先
生
の
御
活
曜
と
、
世
界
政
府
の
為

の
御
後
援
の
様
子
を
拝
見
し
て
ハ
ル
カ
ニ
、
リ
マ
と
共
に
御
健
康
を
驚
嘆
し
た
り
、
感

謝
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ヴ

イ
ザ
の
期
限
も
四
カ
月
も
経
過
し
ま
し
た
。
五
カ
月
日
に

な
り
ま
す
。
フ
ツ
ー
旅
客
は
当
地
で
月
８
８
″
が
相
場
で
す
か
ら
、
私
共
は
モ
ー
生
活

滞
在
ヒ
だ
け
で
百
五
十
万
円
も
費

っ
た
コ
ト
に
な
り
ま
す
。
無
銭
旅
行
は
ユ
カ
イ
で
す
。

当
地
は
年
中

ハ
ダ
カ
で
ガ

ン
ジ
イ
式
生
活
が
で
き
ま
す
。
暑
い
と
云

っ
て
も
家
に
お
れ

ば
８０
度
位
で
す
。
外
は
百
度
以
上
で
す
が
、
四
月
か
ら
は
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

山
中
、
チ
ベ
ッ
ト
と
ネ
パ
ー
ル
の
傍
の
避
暑
地
に
招
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
九
月
頃
ま
で

い
れ
ば
暑
さ
し
ら
ず
で
す
。
六
月
か
ら
毎
月
二
回
刊
の

『
サ
ー
ナ
』
印
度
版
を
発
行
す

る
ョ
テ
イ
で
す
。
九
月
頃
か
ら

「
コ
ン
パ
」
世
界
版
も
出
す

ヨ
テ
イ
で
す
。
日
印
文
化

協
会
は

一
流
の
人
士
の
後
援
を
得
て
発
足
し
ま
し
た
。
当
地
は
日
本
青
年
の
入
り
こ
む

余
地
も
沢
山
あ
り
、
五
千
年
の
文
化
に
は
学
ぶ
モ
ノ
も
相
当
あ
り
ま
す
。
事
業
も
タ
ク

サ
ン
あ
り
ま
す
。
何
と
申
し
ま
し
て
も
井
の
底
の
砂
の
下
の
穴
の
中
の
様
な
日
本
と
は

チ
ガ
イ
ま
す
。
仕
事
は
あ
り
す
ぎ
る
位
あ
り
ま
す
が
、
更
に
東
、
西
両
パ
キ
ス
タ
ン
は

全
く
の
未
開
地
で
す
。
西
パ
キ
ス
タ
ン
に
二
人
も
私
の
古
い
弟
子
が
来
て
相
当
や

っ
て

い
る
の
に
は
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
有
為
な
青
年
が
あ
り
ま
し
た
ら
ゼ
ヒ
何
人
で
も
御
送

り
下
さ
い
。
引
受
ま
す
。
先
生
も

一
度
、
御
立
寄
り
下
さ
い
。

ト
ニ
カ
ク
愉
快
な
国
で
す
。
私
た
ち
は
モ
ー
極
楽
え
き
た
様
な
気
分
で
毎
日
忙
し
く

楽
し
く
走
り
廻

っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
朝
日
の
特
派
員
の
記
事
を
見
る
と
、
イ
カ
ニ
頭
の
ワ
ル
イ
連
中
で
も
先
生
の

お
話
が
ホ
ン
ト
オ
で
あ

つ
た
事
が
分
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
イ
カ
ニ
モ
官
庁
と
云
う
モ

ノ
は
無
能
で
無
知
で
有
害
な
モ
ノ
で
す
ね
。
早
く
先
生
の
大
移
民
事
業
、
即

一
大
国
家

新
日
本
建
設
が
実
現
し
ま
す
様
に
―
―
及
ば
ず
な
が
ら
私
も
努
力
い
た
し
ま
す
。
何
事

で
も
御
用
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
申
付
下
さ
い
。
世
界
政
府
の
子
供
た
ち
、
サ
ゾ
御
役
に

た

ゝ
な
く
て
、
お
笑
い
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ド
ー
カ
ビ
シ
ノ
ヽ

御
指
導
を
お

願
申
上
ま
す
。
明
日
は

『
色

つ
け
祭
り
』
全
イ
ン
ド
で
人
々
が
赤
や
青
や
五
色
の
染
料

を
ポ

ン
プ

（水
鉄
砲
）
で
浴
せ
合
う
日
で
大
変
で
す
。
ウ
ッ
カ
リ
出
る
と
頭
か
ら
台
な

■『GOレター』特男J掲載『世界無銭武者旅行』

-7-
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し
に
さ
れ
ま
す
ｏ
大
き
な
子
供
が
二
億
五
千
七
百
万
も
い
る
国
で
す
ｏ

如
　
一　

拝

●
Ｆ

，
お
Ｌ
Ｓ
ヽ
１
５
８
信

お
祭
り
三
百
日
の
国

―
―
神
々
の
国
、
お
祭
り
の
国
―
―

イ
ン
ド
は
神
々
の
国
で
あ
る
と
い
う
通
信
を
最
初
に
出
し
た
。
あ
れ
か
ら
四
カ
月
た

っ
た
。
そ
し
て
イ
ン
ド
が
神
々
の
国
で
あ
り
、
イ
ン
ド
人
は
神
ま

つ
る
昔
の
手
ぶ
り
忘

れ
ぬ
人
々
で
あ
る
事
を
益
々

ハ
ッ
キ
リ
知

っ
た
ｏ
今
日
、
き
け
ば
８
ｏ
日
の
中
、
８
ｏ
日

が
何
か
の
お
祭
り
で
あ
る
と
云
う
。
ロ
ン
ド
ン
は
雨
と
キ
リ
が
多
い
の
で
お
８
日
の
中

Ｎ
８
日
位
は
雨
と
キ
リ
だ
が
、イ
ン
ド
大
共
和
国
の
お
祭
り
は
ロ
ン
ド
ン
の
雨
と
キ
リ
よ

り
多
い
。
サ
ス
ガ

ニ
人
類
の
五
大
宗
教
を
生
ん
だ
母
だ
け
あ
る
。
Ⅲ
１
１９
今
日
は
全
国

お
休
み
、

『色
の
マ
ツ
リ
』
と
云
う
日
で
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
手
に
手
に

一
尺
ア
マ

リ
の
水
鉄
砲
を
も
ち
、
バ
ケ
ツ
に
色
粉
を
と
か
し
た
水
を
入
れ
た
の
を
も
ち
、
タ
レ
カ

レ
の
区
別
な
く
、
赤
、
青
、
紫
、
黄
、
茶
五
色
の
水
を
浴
せ
か
け
て
遊
ぶ
。
数
日
前
か

ら
染
粉
の
売
出
し
で
ド
コ
ノ
店
も
市
場
も
大

ヘ
ン
だ

つ
た
ｏ
数
日
前
か
ら
全
身
赤
青
紫

の
ヌ
レ
点
に
な

っ
た
様
な
人
を
街
上
で
見
う
け
て
お
ど
ろ
い
て
い
た
が
、
イ
ヨ
ノ
ヽ
今

日
朝
か
ら
、
鐘
や
太
鼓
や
笛
や
足
ア
ッ
コ
オ
デ
オ
ン
の
お
祭
リ
サ
ワ
ギ
が
き
こ
え
、
街

を
見
る
と
ミ
ナ
色
の
つ
い
た
ヌ
レ
凧
に
な

っ
て
い
る
人
ば
か
り
ｏ
ト
ナ
リ
の
門
番
が
自

い
衣
を
ス
ッ
カ
リ
赤
青
紫
五
色
に
さ
れ
た
ま
ゝ
、
二
人
そ
ろ

っ
て
門
に
立

っ
て
い
る
。

平
気
な
モ
ノ
だ
。

当
家
の
主
人
ド
ー
ガ
ー
氏
は
絹
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
縞
目
も
分
ら
ぬ
ほ
ど
五
色
の
色
を

散
々
浴
せ
か
け
ら
れ
て
帰

っ
て
き
た
ｏ
ニ
コ
／
ヽ
し
て
い
る
。
オ
シ
ャ
カ
サ
ン
よ
り
前

か
ら
あ
る
お
祭
り
で
、
法
律
も
禁
止
す
る
事
は
で
き
な
い
。
私
た
ち
は
、
今
日
チ
タ
ラ

ン
ギ
ア
氏
か
ら
足
止
め
を
さ
れ
て
い
る
の
で
外
に
出
な
い
が
、
リ
マ
は
家
の
お
庭
で
ミ

ナ
が
色
を
浴
び
せ
か
け
あ

っ
て
い
る
の
を
見
物
に
行

っ
て
ド
ガ
夫
人
に
サ
フ
ラ
ン
の
色

を

つ
け
ら
れ
て
、
大
事
な
大
事
な
プ
ラ
ウ
ス
を
シ
ミ
に
し
て
き
た
ｏ

イ
ン
ド
は
神
々
の
国
で
あ
る
。
お
祭
り
が
調
日
あ
る
国
で
あ
る
。
先
日
報
告
し
た
メ

ラ
ク
ン
パ
の
お
祭
り
は
ニ
カ
月
に
わ
た
る
モ
ノ
で
、
最
頂
日

（ネ
ー
ル
首
相
、
プ
ラ
サ

ド
大
統
領
の
参
加
し
た
日
）
の
人
出
は
五
百
万
と
云
わ
れ
る
。
そ
の
日
の
死
人
が
五
百

余
人
あ

っ
た
ｏ
こ
れ
は
十
二
年
目
に

一
度
の
お
祭
り
で
ミ
ナ
河
に
入

っ
て
ミ
ソ
ギ
を
す

る
。
日
本
の
ミ
ソ
ギ
は
た
し
か
に
コ
ノ
辺
か
ら
持
ち
込
ん
だ
風
習
祭
祀
の
遺
物
で
あ
る
。

十
月
は
イ
ン
ド
の
正
月
で

一
カ
月
お
祭
り
が
つ
ず
く
ｏ
私
た
ち
が
十

一
月
十

一
日
に
つ

い
た
日
に
は
マ
ダ
そ
の
ナ
ゴ
リ
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
マ
ズ

一
カ
月
半
連
続
の
祭
り

で
あ
る
。
毎
月

一
日
と
十

一
日
は
お
祭
り
で
、
ミ
ナ
断
食
を
す
る
。
新
月
と
満
月
に
も

断
食
を
す
る
。
こ
れ
だ
け
で
も

一
年
に
４９
日
か
５０
日
は
お
祭
り
で
あ
る
。

そ
の
外
に
ホ
ト
ン
ド
毎
日
の
様
に
あ
る
。
先
月
八
日
の
サ
ワ
ラ
ス
テ
の
祭
は
お
も
し

ろ
い
モ
ノ
だ

っ
た
。

一
、
二
週
間
前
か
ら
盛
に
人
間
大
の
土
人
形
の
女
神
像
を
人
力
車

や
自
働
車
や
馬
車
で
運
ぶ
人
が
あ
る
の
で
フ
シ
ギ
だ
と
思

っ
て
い
る
と
、
八
日
が
お
祭

り
で
、
各
町
内
で
七
日
の
夜
か
ら
朝
え
か
け
て
鐘
や
太
鼓
で
拍
子
を
と
り
な
が
ら
歌
を

う
た
い
、
お
燈
明
を
た
て
ま
つ
り
香
を
た
く
。
八
日
の
夜
は
ミ
ナ
女
神
像
を
車
に
の
せ

て
行
列
を

つ
く

っ
て
、
ハ
ル
バ
ル
川
上
の
聖
河
浴
場
ま
で
（遠
い
人
は
夜
通
し
歩
い
て
）

は
こ
び
、
そ
こ
で
河
え
な
げ
込
ん
で
し
ま
う
。
女
神
は
毎
年
、
お
祭
り
前
に
、
河
の
泥

を
と

っ
て
き
て
つ
く
り
上
げ
、
ウ
ツ
ク
シ
ク
塗
り
上
げ
る
の
で
あ
る
、
つ
ま
り
美
し
い

女
神
が
仮
り
に
姿
を
現
わ
し
、
タ
チ
マ
チ
大
い
な
る
ガ
ン
ジ
ス
の
波
間
に
帰
る
様
に
、

ス
ベ
テ
は
神
々
の
化
身
で
あ
る
。
ヤ
ガ
テ
我
々
も
又
、
川
葬
か
烏
葬
か
、
ト
ン
ビ
葬
や

禿
タ
カ
葬
に
な

っ
て
、
自
然
な
る
母
の
フ
ト
コ
ロ
に
帰
る
の
だ
と
云
う
原
理
を
子
供
の

中
か
ら
心
の
ソ
コ
に
う
え

つ
け
る
教
育
法
で
あ
る
。
こ
の
二
月
八
日
の
サ
ラ
ワ
ス
テ
イ

の
女
神
は
学
問
の
神
で
あ
る
か
ら
、
少
年
少
女
が
ミ
ナ
参
加
す
る
。
日
本
語
で
云
う
と

弁
財
天
女
。
そ
の
外
、
吉
祥
天
女

（
ラ
ク
シ
ュ
ミ
）
の
お
祭
り
な
ど
云
う
の
も
あ
り
、

我
々
は
始
め
て
吉
祥
寺
の
本
家
に
来
て
い
る
コ
ト
を
思
い
出
す
。

色

つ
け
祭
り
は
、
新
春
の
ヨ
ロ
コ
ビ
を
祝
う

マ
ツ
リ
。
昔
は
ウ
コ
ン
や
サ
フ
ラ
ン
等
、

植
物
の
染
料
を
用
い
た
。
こ
れ
は
健
康
を
増
進
す
る
た
め
の
祝
福
の
シ
ル
シ
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
染
料
が
健
康
に
よ
い
、
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
ト
ニ
カ
ク
子
供
の
国
で
あ
る
。
神
々
の
国
で
あ
る
。
子
供
の
如
く
純
な
幼

い
心
の
人
々
で
あ
る
。
オ
ト
ギ
の
国
と
は
正
に
こ
ん
な
処
を
云
う
の
で
あ
ろ
う
。
私
た

ち
は
ア
マ
リ
ニ
大
人
す
ぎ
る
。
大
人
ク
サ
す
ぎ
る
。
こ
の
国
の
人
々
の
様
に
モ
ッ
ト
子

供
々
々
し
な
け
れ
ば
ソ
ン
だ
と
思
う
。
コ
ト
ニ
私
は
イ
ヤ
ニ
大
人
く
さ
い
ｏ

ツ
イ
ニ
第
五
カ
月
目
に
な

っ
た
。
フ
ツ
ー
旅
行
者
ナ
ミ
ニ
月
二
千
ル
ピ
ー

（
二
人
で
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六
千
）
か
け
た
と
す
る
と
、
モ
１
８
Ｌ
８
ル
ピ
ー
、
知
万
円
の
支
出
に
な
る
。
そ
ん
な

大
金
を
も

っ
て
は
こ
な
か
っ
た
し
、
シ
カ
モ
そ
こ
い
ら
の
旅
行
者
よ
リ
ス
バ
ラ
シ
イ
生

活
を
し
て
き
た
。
不
自
由
と
云
う
モ
ノ
を
何

一
つ
知
ら
ず
、
大
き
な

（
日
本
の
十
倍
も

あ
る
様
な
）
フ
ァ
ン
の
下
で
、
ハ
ダ
カ
で
書
き
物
や
ウ
チ
物
ば
か
り
し
て
い
る
。　
一
寸

も
見
物
に
は
出
な
い
の
に
、
イ
ロ
ノ
ヽ
な
国
の
人
が
次
か
ら
次
え
や
っ
て
き
て
メ
ズ
ラ

シ
イ
話
を
き
か
せ
て
く
れ
た
り
、
色
々
な
会
合
や
会
食
に
招
い
て
く
れ
た
り
、
お
国
の

家
に
招
待
し
て
く
れ
た
り
、
ま
だ
会

っ
た
事
も
な
い
人
か
ら
招
待
さ
え
も
う
何
十
通
う

け
て
い
る
か
分
ら
な
い
。
お
マ
ケ
に
私
は
事
務
は

一
人
で
、
面
会
や
指
導
や
原
稿
カ
キ

や
手
紙
カ
キ
や
外
出
の
合
い
問
ノ
ヽ
に
や
っ
て
い
る
。
遠
い
〒
局
え
ゆ
く
の
も
私
が
ゆ

く
。
Ｍ
Ｉ
で
は
二
十
人
位
で
や
っ
て
い
な
が
ら
、
私
の
注
文
、
忠
告
、
質
問
に
対
し
て

は
９０
％
以
上
も
返
事
を
し
て
こ
な
い
。

フ
シ
ギ
だ
ナ
ア
！
　

一
人
と
二
十
人
余
り
＝
　
こ
れ
で
私
に

一
、
二
人
の
助
手
が
で

き
た
ら
、
Ｍ
Ｉ
の
百
人
前
の
仕
事
が
で
き
る
の
だ
。

ド
オ
シ
テ
竹
細
工
の

「
見
本
便
」
が
つ
か
な
い
か
、
と
毎
日
せ
め
ら
れ
て
返
事
に
こ

ま
る
。
小
包
は
お
断
り
。
見
本
〒
に
カ
ギ
ル
・
プ
ラ
イ
ス
リ
ス
ト
同
時
発
送
の
事
。

●
Ｆ
●
〓
Ｌ
謡
ト
ー
５
９
信

ト
ヤ
マ
　
松
浦

実
兄
ヘ

仏
教
哲
学
よ
り
広
大
な
る
モ
ノ
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
を
Ｐ
Ｕ
で
研
究
せ
よ

お
手
紙
二
通
う
れ
し
く
拝
見
。

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
征
服
」
ま
だ
見
な
い
の
で
残
念
。
―
―

チ
ャ
パ
テ
イ
そ
の
他
の
食
品
に
つ
い
て
は
ス
デ

ニ

「
Ｓ
」
に
リ

マ
が
か
い
て
い
る
。

「
ヒ
ン
ズ
ー
教
」

（キ
リ
ヌ
キ
の
解
説
は
よ
く
で
き
て
い
る
が
、
日
本
人
に
は
サ
ッ
パ

リ
あ
れ
で
は
分
ら
な
い
だ
ろ
う
）
ヒ
ン
ズ
ー
教

一
色
の
国
で
仏
教
徒
二
十
万
と
云
う
の

は
ヽ
ホ
ン
ノ
名
だ
け
だ
。
オ
マ
ケ
ニ
小
乗
教
バ
カ
リ
で
、
日
本
の
様
な
大
乗
仏
教
は
影

も
な
い
。
ナ
ゼ
仏
教
が
カ
ク
モ
き
れ
い
に
亡
び
た
か
、
と
云
う
兄
の
質
問
は
大
問
題
で
、

オ
ソ
ラ
ク
完
全
に
と
く
人
は
あ
る
ま
い
。
藤
井
、
丸
山
師
ら
に
き
い
て
ほ
し
い
。
私
も

今
は

マ
ダ
完
全
に
答
え
ら
れ
な
い
。
イ
ン
ド
が
ナ
ゼ
三
大
宗
教
の
母
胎
で
あ
り
、
五
千

年
の
文
化
を
有
す
る
の
に
、
か
く
も
現
代
で
幼
稚
未
開
で
あ
る
か
、
と
云
う
疑
間
は
ダ

レ
で
も
二
度
は
抱
く
ギ
問
だ
が
、
完
全
に
答
え
る
に
は
ヨ
ホ
ド
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

ソ
レ
を
仏
教
を
亡
ぼ
し
た
か
ら
サ
、
と
簡
単
に
割
り
切
る
人
も
あ
る
。
し
か
し
私
は
ム

シ
ロ
反
対
だ
と
思
う
。
仏
教
を
亡
ぼ
し
た
の
と
同
じ
原
因
が
大
イ
ン
ド
を
か
く
も
低
調

に
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
現
代
印
度
人
が
か
く
低
劣
で
あ
る
の
は
、
全
く
ヒ
ン
ズ
ー

教
の
偉
大
さ
の
証
明
な
の
だ
。
こ
れ
は
私
だ
け
に
云
え
る
コ
ト
だ
と
思
う
。
こ
れ
は
諸

君
え
の

の
Ｐ
ｘ
と
し
て
お
こ
う
。
イ
ズ
レ
私
が
答
え
る
。

ヒ
ン
ズ
ー
教
の
原
理
は
ス
バ
ラ
シ
イ
。
何
し
ろ
仏
教
の
母
胎
だ
か
ら
―
―
そ
し
て
仏

教
を
追
放
し
た
位
だ
か
ら
。
日
本
で
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
研
究
が
な
い
の
は
大
き
な
手
オ
チ

だ
。
し
か
し
大
部
分
は
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
今
度
私
は
大
き
な
伝
教
大
師

の
本
を
よ
ん
で
い
る
。
オ
モ
シ
ロ
イ
。

□
南
米
の
大
敵
―
ア
リ
と
嵐
を
退
治
る
法
―
こ
れ
は
南
米
え
行

っ
た
Ｐ
Ｕ
学
徒
の
い
ゝ

Ｑ
だ
。
イ
ヤ
で
も
と
か
な
く
て
は
生
き
て
ゆ
け
な
い
。
イ
ン
ド
で
も
ア
リ
は
大
敵
だ
。

先
夜
、
リ
マ
が
悲
鳴
を
あ
げ
た
。
灯
を

つ
け
て
見
る
と
、
小
さ
い
す
こ
ぶ
る
▲
性
な
黒

ア
リ

（十
四
ミ
リ
位
）
が
リ
マ
の
全
身
に
た
か

っ
て
い
た
。
私
に
は

一
匹
も
来
な
い
＝

ロ
ピ
ン
ポ

ン
球
大
の
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
大
き
な

の
２
Ｘ
だ
。
ナ
ゼ
▽
が

△
の
国
で
△
に
な
る
の
か
η
？
？
　
こ
れ
を
見
お
と
し
た
の
は
兄
も
二
十
年
も
前
の
事

だ
が
ム
リ
は
な
い
。

□
屍
体
は
、
烏
葬
、
ト
ビ
葬
、
鷹
葬
イ

ロ
ノ
ヽ
ぁ
る
。
お
の
ぞ
み
の
ま
ゝ
だ
。
私
も
死

ん
だ
ら
セ
メ
テ
烏
の
エ
サ
に
で
も
し
て
ほ
し
い
。

Ｍ
菜
食
人
で
も
小
便
が
ク
サ
イ
。
ホ
ン
ト
オ
だ
。
私
自
身
も
自
分
の
に
お
ど
ろ
い
た
事

が
あ
る
。
こ
れ
も
ヨ
イ

の
２
Ｘ
だ
。
ス
グ
考
え
て
ほ
し
い
。
返
マ
ツ
。

％
イ
ン
ド
人
の
▲
性
の
原
因
は
別
に
あ
る
。
回
教
徒
で
は
な
い
―
―
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
の

中
に
モ
ノ
す
ご
い
▲
人
が
い
る
の
だ
。
そ
の
ワ
ケ
は
ハ
ッ
キ
リ
分

っ
た
。
大
問
題
だ
か

ら
別
に
ク
ワ
シ
ク
か
く
。
そ
れ
ま
で
君
も
考
え
て
お
い
て
ほ
し
い
。

□
南
方
人
に
も

一
杯
▲
人
が
い
る
ノ
ヽ

。
そ
の
ワ
ケ
も
分

っ
た
。
オ
モ
シ
ロ
イ
大
の
コ
Ｘ

だ
＝

□
仏
教
は
全
く
亡
び
て
い
る
。
仏
蹟
は
名
所
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
寺
は
方
々
に

あ
る
が
、
小
乗
で
ギ
式
の
多
い
ビ
ル
マ
風
な
モ
ノ
。
こ
の
点

マ
ダ
十
分
研
究
の
時
間
を

も
た
ぬ
。
今
中
央
イ
ン
ド
で
、
自
然
医
学
療
法
院
を
経
営
し
て
い
る
仏
僧
に
招
待
さ
れ

て
い
る
。
が
、
ゆ
く
ひ
ま
が
な
い
。

ロ
ヒ
ン
ズ
ー
教
―
―
を
原
始
宗
教
だ
ナ
ド
云
う
の
は
ア
ワ
テ
モ
ノ
で
あ
る
。
仏
教
哲
学
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を
生
ん
だ
母
胎
で
、
ス
ゴ
イ
世
界
観
で
あ
る
。
Ｐ
Ｕ
ソ
ツ
ク
リ
な
の
で
私
は
舌
を
ま
い

た
り
、
ス
リ
ル
を
覚
え
た
り
手
に
汗
を
に
ぎ

っ
た
り
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｕ
も
五
千
年
後
に

コ
ン
ナ
事
に
な
ら
な
い
様
に
手
を
う
つ
要
を
感
じ
る
。
男
根
崇
拝
は
▲
性
宗
教
の
事
で
、

Ｐ
Ｕ
で
云
え
ば

一

（
▽
は
―
）
。
そ
れ
を
中
国
と
同
じ
く
、
陽
陰
の
語
を
我
々
と
反
対

の
意
に
用
い
て
い
る
か
ら

（天
＝
陽
、
地
＝
陰
）
、
Ｐ
Ｕ
人
に
も

一
寸
分
り
か
ね
る
。

そ
れ
を
外
人
が
ウ
ル
サ
ク
聞
く
の
で
、
よ
く
、
偉
大
な
こ
の
世
界
観
の
ワ
カ
ラ
ナ
イ
聖

僧
た
ち

（名
バ
カ
リ
の
）
が
男
根
だ
の
と
リ
ク
ツ
を

つ
け
て
、
ト
ン
ダ
恥
さ
ら
し
を
残

し
て
い
る
の
だ
。

□
仏
教
以
上
の
哲
学
が
タ
ク
サ
ン
あ
る
事
は
事
実
だ
。
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
を
よ
ん
で
も
分

る
。
Ｐ
Ｕ
は
ソ
レ
ラ
全
て
を
包
容
で
き
る
。
ダ
レ
が
そ
れ
を
や
る
か
だ
け
が
問
題
．
イ

ン
ド
諸
宗
だ
け
で
は
な
く
、
全
世
界
の
宗
教
全
体
だ
け
で
な
く
、
科
学
も
論
理
学
も
医

学
も
経
済
も
商
工
業
を
も
包
容
で
き
な
い
と
ダ
メ
。

ロ
カ
ル
カ
ッ
タ
に
も
魚
市
場
は
数
ケ
所
あ
る
。
魚
は
安
い
。
ベ
ン
ガ
ル
人
は
皆
魚
食
人
。

ロ
ミ
ル
ク
は
皆
の
ん
で
い
る
。
ド
ー
ガ
家
で
は
毎
日

一
斗
位
し
ば

っ
て
用
い
て
い
る
。

サ
ロ
ー
ギ
邸
で
も
同
様
。
中
、
下
流
人
は

一
日
少
く
と
も
２
ｈ
〔ポ
ン
ド
×
五
、ユハ
合
）

は
の
む
ｏ
牛
の
数
は
全
欧
州
の
よ
り
少
し
多
い
。
牛
は
市
中
到
る
処
散
歩
し
て
い
る
。

野
牛
が
タ
ク
サ
ン
い
る
。
水
牛
も
い
る
。
飼
主
ナ
シ
の
が
タ
ク
サ
ン
い
る
。
治
療
に
お

い
て
の
み
で
な
く
、
日
常
生
活
か
ら
牛
乳
を

一
掃
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
兄
の
云
う

通
り

「
不
可
能
」
で
あ
る
。
だ
が
私
は
や
る
。

ロ
ア
タ
ー
ー
完
全

コ
ム
ギ
粉
、
自
家
セ
イ
の
み
。

ロ
チ
ャ
パ
テ
イ
ー
ー
は
ア
タ
で
こ
ね
た
セ
ン
ベ
イ
パ
ン
。
作
り
方

「
サ
ー
ナ
」
を
見
よ
。

□
今
日
ま
で
カ
ル
カ
ツ
タ
で
受
取

っ
た
数
十
通
の
通
信
中

（
Ｍ
Ｉ
か
ら
の
も
モ
チ
ロ
ン

入
れ
て
）
兄
の
が

一
番
手
ゴ
タ
エ
の
あ
る
質
問
を
タ
ク
サ
ン
も

つ
て
い
る
し
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
研
究
も
熱
心
だ
し
、
研
究
心
が

一
番
強
い
の
も
よ
く
分
る
の
で
う
れ
し
か

っ
た
ｏ

た
ゞ
Ｐ
Ｕ
的
研
究
が
少
い
の
と
、
兄
の
猛
▽
性
が
相
不
変
兄
の
人
生
と
世
界
を
占
領

し
て
い
る
の
で
、
自
由
と
云
う
モ
ノ
が
な
い
の
が

一
番
残
念
。
不
可
能
と
云
う
コ
ト
バ

が
出
る
以
上
、
兄
は
自
由
人
で
は
な
い
。

「
ト
ム
ソ
ー
ヤ
ー
の
冒
険
」
や

「
ア
ラ
ビ
ヤ

の
ロ
レ
ン
ス
」
や

「
ペ
ル
シ
ャ
の
ワ
ス
ム
ス
」
や

「
ア
ニ
リ
ン
」
を
よ
ん
で
は
如
何
？

猛
▽
は
猛
△
と
共
に
不
自
由
人
で
あ
る
。
津
田
兄
の
様
な
Ｐ
Ｕ
的
病
理
学
を
や

っ
て
は

如
何
？
　
兄
は
Ｃ
よ
り
後
だ

っ
た
け
れ
ど
、
古
い
方
だ
。
モ
ー
少
し
人
生
観
が
高
く
広

く
な
る
べ
き
だ
。

ロ
リ

ュ
ー
コ
デ
ル
マ
、
エ
レ
フ
ア
ン
タ
イ
シ
ス
等
々
不
治
病
バ
カ
リ
と
取
組
ん
で
い
る

が
、
３
８
８

と

つ
二
Ｘ
∽
と

”
訂
①
（
パ
タ
ー
）
と
砂
糖
と
乳
を
絶
対
に
ヤ
メ
ナ
イ
人

々
が
多
い
の
で
頗
る
大
き
な
困
難
と
戦

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
を
治
し
さ
え
し
た

ら
イ
ン
ド
は
征
服
し
た
事
に
な
る
し
、
ア
ラ
ユ
ル
大
問
題
を

一
挙
に
片
付
け
る
事
に
な

る
。
今
、
血

マ
ミ
レ
の
奮
斗
最
中
―
―
昨
日
は
あ
る
病
人
が
頗
る
珍
し
く
快
方
に
向

っ

て
い
た
の
に
急
に
鵬
度
の
熱
が
出
て
全
身
が
い
た
い
と
云
い
出
し
て
き
た
。
全
く
体
質

の
違

っ
た
人
々
だ
か
ら
実
に
骨
が
お
れ
る
。
ソ
レ
だ
け
オ
モ
シ
ロ
イ
。
　
　
如

　

一

□
君
の
全
て
の
質
問
は
オ
イ
ノ
ヽ
今
後
の
私
の
通
信
で
解
か
れ
る
。
オ
タ
ノ
シ
ミ
ニ
＝

〔欄
外
〕
注
意
、
こ
れ
だ
け
長
い
返
事
を
私
に
か
ゝ
し
た
人
は
外
に
な
い
ノ

●
〓
一
『
・
ド∞
・
」Φ
い
　ヽ
・１
ス
Ｏ
ｎ
ｕ
に
い

の
ぎ
ヽ
Ｏ
　
徹
底
的
自
己
ヒ
ハ
ン
を
！

〔略
〕
④

ロ
ー
ル
マ
ン
を
モ
ノ
ス
ゴ
ク
粉
砕
し
た
ヒ
ハ
ン
の
手
紙
こ
ゝ
に
同
封
。

⑤
返
事
が
皿
％
な
い
の
で
、
毎
日
／
ヽ
返
事
待
ち
に
つ
か
れ
て
い
る
。
こ
の
ス
ロ
オ
モ

オ
は
余
程
徹
底
的
に
退
治
策
を
講
じ
な
い
と
、
君
は

一
生
何
も
で
き
な
い
事
に
な
る
。

私
は
今

一
人
で
ア
ラ
ユ
ル
事
を
や

っ
て
い
る
。
掃
除
ま
で
や

っ
て
い
る
。
洗
ダ
ク
と
炊

事
だ
け
は
リ
マ
。
印
度
版
、
イ
ヤ
世
界
版

「
サ
ー
ナ
」
と

「
コ
ン
パ
」
の
発
行
事
業
さ

え
進
行
し
て
い
る
。
タ
イ
ピ
ス
ト
が

一
人
い
た
ら
十
倍
の
仕
事
が
で
き
る
。

（
ハ
ヤ
ク

だ
れ
か
来
な
い
か
タ
イ
ピ
ス
ト
研
究
生
＝
）
そ
の
上
指
導
と
研
究
と
読
書
と
…
…
た
ゞ

一
人
だ
。
日
印
協
会
の
方
も
順
調
に
進
め
て
い
る
。

（国
塚
兄
に
伝
言
を
）

君
は
十
人
も
、
二
十
人
も
、
三
十
人
で
も
使
え
る
立
場
に
い
る
。
日
本
に
い
る
ん
だ
。

排
他
性
だ
＝

●
晉
”
田
』
コ
ヽ
１
６
３
信

イ

ン
ド

よ

り

の

メ

ッ
セ

ー

ジ

蟷
平
和
と
最
高
判
断
力

全
て
の
人
間
の
行
動
は
そ
の
判
断
の
実
現
で
、
犯
罪
も
暴
力
も
戦
争
も
そ
の
例
に
も
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れ
る
モ
ノ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
己
防
衛
も
快
楽
や
幸
福
の
追
求
も
、
食
慾
の
満
足
も
、

ト
ッ
サ
ノ
場
合
に
目
を
と
じ
る
の
も
、
全
て
生
理
的
乃
至
社
会
的
判
断
力
の
因
果
で
あ

り
ま
す
。
従

っ
て
人
間
の
ア
ラ
ユ
ル
不
幸
も
、
そ
の
集
団
わ
唄
亡
も
ミ
ナ
人
間
の
判
断

力
の
招
く
と
こ
ろ
で
す
。
ガ
ン
ジ
イ
の
ガ
ン
ジ
イ
で
あ
る
所
以
、
ヒ
ト
ラ
ア
の
ヒ
ト
ラ

ア
た
る
所
以
は

一
に
そ
の
判
断
力
に
か
ゝ
っ
て
い
ま
す
。
従

っ
て
そ
の
最
後
が
そ
の
判

断
力
の
本
の
生
ん
だ
実
で
あ
る
コ
ト
も
自
明
で
す
。

万
人
の
最
高
の
ネ
ラ
イ
が
万
人
の
幸
福
で
あ
る
の
に
、
真
の
幸
福
に
達
す
る
人
が
少

い
の
は
そ
の
判
断
力
に
ク
モ
リ
か
ク
ル
イ
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず

こ
の
判
断
力
を
ミ
ガ
キ
輝
か
せ
る
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
教
育
は
ス
ベ
テ
、

生
活
の
た
め
、
平
た
く
云
え
ば
パ
ン
の
た
め
の
準
備
に
な

っ
て
い
ま
す
。
従

っ
て
資
本

主
義
的
な
社
会
で
は
資
本
家
に
都
合
よ
く
、
軍
国
主
義
下
で
は
軍
国
主
義
に
都
合
よ
く

教
育
が
方
向
ず
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
と
云
う
モ
ノ
は
政
治
家
の
手
か
ら
全
く
離
れ

る
べ
き
で
す
。

（
こ
の
意
味
で
教
育
の
真
の
自
由
、
独
立

、
解
放
は
最
も
望
ま
し
い
コ

ト
で
す
）
。

私
の
六
十

一
年
間
の
人
生
は
こ
の
判
断
力
の
重
要
性
の
発
見
に
終
着
し
た
様
で
す
。

私
は
そ
こ
で
全
て
の
人
間
の
大
問
題
の
解
決
が
判
断
力
の
問
題
に
集
中
さ
れ
る
と
云
う

コ
ト
を
発
見
し
ま
し
た
。
現
在
の
学
校
教
育
は
記
憶
力
の
訓
錬
キ
カ
ン
と
し
て
最
大
の

効
果
を
あ
げ
る
事
を
ネ
ラ
イ
と
し
て
い
ま
す
が
、
判
断
力
で
は
全
く
ゼ

ロ
で
あ
り
ま
す
。

（そ
の
無
数
の
実
例
の
た
ゞ

一
つ
を
挙
げ
ま
す
と
、
米
国
最
高
法
廷
判
事
Ｊ

・
フ
ラ
ン

ク
氏
の
判
断
力
で
あ
り
ま
す
。
彼
は
３０
年
来
の
判
断
官
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
判

断
の
根
拠
が
何
で
あ
る
か
を
全
く
知
ら
ず
、
正
義
と
は
時
と
場
合
で
変
化
す
る
モ
ノ
で

あ
る
、
と
云

っ
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ー
チ
ル
の
如
き
政
治
家
で
さ
え
、

「
神
」
を
そ
の
信

条
と
し
て
い
な
が
ら
、

「
神
」
と
は
何
か
を
全
く
知
り
ま
せ
ん
。
知

っ
て
い
た
ら
戦
争

を
す
る
ワ
ケ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
進
歩
的
な
革
新
的
な
リ
ー
ダ
ー
の
判
断
Ю
標
準
も
社
会

主
義
、
社
会
連
帯
思
想
〔
ソ
リ
ダ
リ
テ

ソ
シ
ア
ー
ル
〕
級
の
も
の
で
、
所
謂

『
最
大
多

数
の
最
大
幸
福
』
位
の
最
大
公
約
数
的
正
義
で
あ
り
ま
す
）
。

し
か
し
東
洋
の
哲
学
や
宗
教
は
時
空
を
絶
し
た
最
高
の
世
界
観
を

ハ
ッ
キ
リ
判
断
力

の
標
準
と
し
、
確
立
し
て
い
ま
し
た
。
今
、
数
千
年
後
の
現
代
で
ソ
レ
ラ
に
共
通
の
世

界
観
の
真
髄
が
現
代
人
の
世
界
語
た
る
科
学
に
ホ
ン
訳
さ
れ
る
コ
ト
が
何
よ
り
の
急
務

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
世
界
最
高
で
最
古
の
判
断
力
の
確
立
は
五
千
年
以
上
前
に
大
事

に
完
成
さ
れ
た
イ
ン
ド
哲
学
の
中
に
埋
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
発
掘
す
る
コ
ト
は
少
く

と
も
ミ
イ
ラ
や
黄
金
の
発
掘
よ
リ

ハ
ル
カ
ニ
重
大
な
意
義
を
も

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
方
向
が
、
我
々
平
和
運
動
の
同
志
の
協
力
の
焦
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

私
の
判
断
力
の
発
生
学
は
判
断
力
の
展
開
に
七

つ
の
段
階
が
あ
る
事
を
教
え
ま
す
。

第

一
は
生
後
数
十
時
間
に
発
生
す
る
単
純
な
キ
カ
イ
的
な
物
理
学
的
な
、
自
働
的
な
飢

餓
の
判
断
力
、
第
二
は
生
後
数
日
間
に
生
れ
る
感
覚
的
判
断
力
、
第
二
は
生
後
数
力
月

に
し
て
始
ま
る
感
情
的
判
断
カ
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
テ
イ
。

（多
く
の
平
和
主
義
者
の
判

断
、
行
動
の
ビ
ス
ト
ン
は
こ
の
辺
に
あ
り
ま
す
）
。
第
四
は
概
念
的

（知
性
的
科
学
的

と
感
性
的
宗
教
的
に
分
化
し
て
い
ま
す
）
で
、
こ
れ
は
生
後
数
年
し
て
始
ま
り
ま
す
。

第
五
、
社
会
的

（経
済
的
、
道
義
的
）
。
第
六

、
イ
デ
オ
ロ
ジ
ッ
ク
、
ユ
マ
ニ
ス
テ
ッ

ク
、生
物
学
的
。
第
七
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
、
コ
ス
モ
ロ
ジ
ッ
ク
、
最
高
の
判
断
力
。
（無

長
、
全
抱
容
的
）
。

西
欧
の
判
断
力
は
第
二
を
強
化
す
る
科
学
に
よ

っ
て
完
全
知
に
達
し
世
界
を
支
配
す

る
事
が
出
来
る
と
云
う
考
え
方
で
あ
り
、
従

っ
て
力

（暴
力
）
を
最
高
の
決
定
者
、
審

判
者
と
し
ま
す
。
東
洋
は
、
第

一
、
第
二
の
低
級
性
を
知
り
ぬ
い
て
い
る
の
で
、
第
三

（
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
テ
イ
）
に
ア
ッ
ピ
ー
ル
し
、

一
挙
に
第
六
、
第
七
に
絶
対
服
従
す

る
コ
ト
を
す

ゝ
め
、
成
功
し
て
平
和
な
民
族
を

つ
く
り
上
げ
、
数
千
年
間
、
西
欧
諸
国

と
は
ち
が

っ
た
歴
史
を
作
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
て
の
高
位
の
判
断
力
は
下
位
の
ソ

レ
を
否
定
す
る
モ
ノ
で
な
く
、
抱
擁
し
、
生
か
し
の
ば
し
リ
ー
ド
す
る
モ
ノ
で
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
で
東
西
両
者
と
も
共
通
の
し
か
し
反
対
の
欠
点
を
も

っ
て
い

ま
す
。

思
う
に
東
西
世
界
融
和
は
東
西
判
断
力
の
協
力
に
よ

っ
て
完
成
さ
る
べ
き
で
あ
り
ま

す
。
し
か
ら
ば
、
判
断
力
の
歴
史
に
お
い
て
数
千
年
の
古
参
で
あ
る
東
洋
は
先
ず
自
ら

進
ん
で
西
欧
判
断
力
を
知
悉
し
、
そ
の
共
通
語
を
も

っ
て
西
欧
に
呼
び
か
け
る
よ
り
外

に
相
互
の
理
解
は
望
め
ま
せ
ん
。
か
の
米
国
最
高
の
東
洋
通
学
者
と
云
わ
れ
、る
ノ
ー
ス

ロ
ッ
プ
氏
を
し
て
東
洋
の
忘
恩
を
嘆
か
し
め
、
又
か
の
米
国
最
高
の
知
性
人
で
あ
る
ノ

ー
マ
ン
・
カ
ズ
ン
ズ
氏
を
し
て
さ
え
、
皮
相
浅
薄
な
る
東
洋
観
に
止
ま
ら
し
め
て
い
る

原
因
は
、
東
洋
人
の
表
現
術
の
拙
劣
さ
に
あ
り
ま
す
。

世
界
平
和
者
会
議
の
如
き
重
大
な
る
意
義
を
も

つ
会
議
の
な
す
べ
き
唯

一
最
高
の
事

業
は
、
ア
ツ
カ
王
が
二
千
三
百
年
前
に
こ
ゝ
ろ
み
た
様
な
、
大
蔵
建
設
と
、
龍
樹

〔ナ
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ガ
ル
ジ

ユ
ナ
〕
と
無
著

〔
ア
サ
ン
ガ
〕
、
世
親

〔ヴ

ア
ス
バ
ン
ト
ウ
〕
兄
弟
の
こ
こ
ろ

み
た
様
な
古
代
哲
学
の
理
論
と
実
際
大
衆
化
の
大
乗
門
を
現
代
語
な
る
科
学
に
訳
出
し
、

生
理
学
的
、
生
物
学
的
原
理
と
し
て
先
ず
万
人
の
健
康
と
幸
福
に
直
接
日
常
貢
献
す
る

程
の
哲
学
的
な
現
代
化
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ｏ
こ
の
世
界

平
和
の
単
位
に
お
け
る
東
洋
的
技
術

（個
人
の
健
康
と
幸
福
を
生
理
学
的
に
生
物
学
的

に
各
自
に
確
立
せ
し
め
る
方
法
）
を
今
日
の
全
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
や
明
日
の
世
界
の
リ

ー
ダ
ー
と
な
る
青
年
男
女
の
た
め
に
提
供
す
る
方
式
を
打
ち
出
す
事
が
何
よ
り
も
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ｏ
同
志
諸
兄
の
優
越
せ
る
理
想
を
実
際
化
す
る
技
術
と
し
て
、

私
は
ス
ベ
テ
ノ
宗
教
に
共
通
の
個
人
の
健
康
と
幸
福
を
確
立
す
る
た
め
の

「
行
」
の
重

大
性
に
、
諸
兄
の
特
別
な
注
意
を
引
き
た
い
の
で
す
。

在
カ
ル
カ

ツ
タ

世
界
政
府
協
会
々
長
　
桜
沢
如

一

●
蟹
【
“
Ｐ
お
買

１
６
４
信

ｏ
訂
「
２
ヨ
　
ジ
ム
の
奮
起
を
喜
ぶ

〔略
〕
君
が
イ
ヨ
ノ
ヽ
奮
起
し
た
事
は
十
八
年
か
ら
の
Ｐ
Ｕ
の
行
果
で
あ
る
か
ら
ウ
レ

シ
イ
。
こ
ち
ら
は
無
人
の
砿
野
だ
。
イ
ク
ラ
で
も
開
拓
で
き
る
。
ワ
ザ
ワ
ザ
南
米
ま
で

ゆ
く
の
も
い
ゝ
事
だ
が
、
こ
の
世
界
最
古
の
文
明
国
で
、
ナ
ゼ
最
高
の
文
明
が
最
低
の

ド
レ
イ
国
に
な
る
の
か
を
勉
強
す
る
の
も
い
ゝ
事
だ
。
君
の
石
の
地
蔵
式
の
行
動
力
な

ら
こ
の
地
で
も
や
れ
る
だ
ろ
う
。
九
州
の
山
中
の
小
村
で
①
を
爛
、
③
を
７０
も
会
員
に

バ
ラ
マ
ク
根
気
で
や
れ
ば
、
キ
ツ
ト
百
倍
も
の
仕
事
が
で
き
る
。
広
い
国
だ
ｏ
君
な
ら

安
心
し
て
呼
べ
る
。

〔略
〕

□
工
具
キ
カ
イ
は
二
、
三
組
持
参
す
る
コ
ト

（
ド
レ
位
準
備
金
が
い
る
か
？
）
、
竹
で

板
を

つ
く
り
、
カ
ベ
を
作
り
、
屋
根
を
作
り
、
家
全
体
を
造

っ
て
い
る
国
だ
。
農
業
の

方
も
相
当
勝
手
が
ち
が
う
ｏ
モ
ー

一
〇
三
度
の
炎
天
の
国
だ
ｏ
作
物
の
種
類
は
日
本
の

十
倍
も
あ
る
。

〔略
〕

千
三
百
年
前
の
自
由
人
と
悪
魔

□
伝
教
と
泰
範

①
毎
ロ
オ
イ
／
ヽ
会
員
諸
君
か
ら
の
通
信
が
ふ
え
て
く
る
の
で
ウ
レ
シ
イ
。
ネ
タ
ジ
伝

訳
出
希
望
者
も
出
て
来
た
し
、
ガ
ン
ジ
イ
大
学
希
望
者
も
ド
ン
ノ
ヽ
増
え
て
い
る
。
し

か
し
、
イ
カ
ニ
モ
排
他
性
が
多
い
。
始
め
て
手
紙
を
出
す
の
に
自
己
紹
介

（
来
歴
、
Ｐ

Ｕ
歴
、
食
歴
、
健
康
史
、
理
想
、
Ｈ
Ｈ
Ｔ
）
を
少
し
も
し
な
い
の
が
多
い
が
、
こ
れ
は

モ
ー
人
生
の
落
第
だ
。
私
の
忙
し
さ
は
全
く

一
日
２０
時
間
は
た
ら
い
て
も

マ
ダ
時
が
た

り
な
い
。
英
語
の
世
界
版

「
サ
ー
ナ
」

「
コ
ン
パ
」
を
当
地
か
ら
出
す
た
め
に
今
全
力

を
あ
げ
て
原
稿
カ
キ
を
し
て
い
る
。
こ
ん
な
男
に
排
他
性
を
さ
ら
け
出
し
た
通
信
を
よ

こ
す
の
は
愚
だ
。

②
ナ
ン
ト
云

っ
て
も
青
年
諸
君
の
海
外
進
出
が
先
決
問
題
で
あ
る
。
ソ
レ
は
世
界
を
見

る
必
要
か
ら
も
、
Ｐ
Ｕ
を
実
地
で
独
立
無
援
で
修
業
す
る
上
か
ら
も
、
自
由
と
幸
福
を

ホ
ン
ト
ー
ニ
楽
し
み
味
わ
う
タ
メ
に
も
唯

一
の
道
だ
。
私
は
何
百
人
も
何
万
人
も
出
し

た
い
。
万
人
が
出
る
様
な
時
代
を
作
る
の
が
私
の
ネ
ラ
イ
。
私
が
、
孤
立
無
援
で
独
力

で
二
十
才
頃
か
ら
十
数
回
も
出
た
実
例
が
示
す
様
に
ワ
ケ
の
な
い
事
な
の
だ
。
ダ
レ
で

も
出
来
る
世
界
無
銭
旅
行
法
を
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
々
に
楽
し
ま
せ
た
い
。
こ
れ
が

出
来
な
い
な
ら
君
の
Ｐ
Ｕ
は
全
く

ニ
セ
物
だ
。
海
外
え
出
か
け
る
事
を
登
山
で
も
す
る

様
な
楽
し
さ
と
気
安
さ
で
出
か
け
ら
れ
る
様
に
な
ら
な
い
ナ
ラ
君
の
Ｐ
Ｕ
は

ニ
セ
物
だ
。

③
私
た
ち
は
モ
ー
五
カ
月
で
、
フ
ツ
ー
の
旅
行
者
な
ら
三
百
万
円
位
費

っ
て
い
る
処
だ

が
、
ソ
ン
ナ
大
金
は
も

っ
て
き
て
い
な
い
。
し
か
し
私
の
仕
事
は
生
活
だ
け
で
な
く
、

大
々
的
宣
伝
ヒ
と
交
通
々
信
ヒ
を
要
す
る
の
で
５０
万
円
だ
け
別
に
用
意
を
し
て
お
い
た
ｏ

こ
れ
が
近
く
ミ
チ
オ
の
方
か
ら
届
い
た
ら
、
ソ
レ
で
ス
グ
数
人
を
呼
べ
る
。
そ
の
準
備

に
大

ワ
ラ
ワ
に
な

っ
て
い
る
の
だ
。
九
州
の
ジ
ム
が
十
八
年
の
Ｐ
Ｕ
研
究
を
実
地
に
示

す
べ
く
イ
ヨ
イ
ヨ
や

つ
て
く
る
事
に
な

っ
た
の
は
ナ
ニ
よ
り
う
れ
し
い
ｏ

□
世
界
無
銭
旅
行
を
や

っ
て
い
る
青
年
男
女
は
数
十
万
あ
る
。
今
Ｍ
Ｉ
に
も

一
人
き
て

い
る
し
、
こ
ち
ら
で
私
が
会

っ
た
の
で
も
数
人
あ
る
。
最
近
二
人
自
転
車
で

一
年
か
ゝ

っ
て
ド
イ
ツ
か
ら
来
た
の
が
い
る
。

一
人
は
こ
ゝ
か
ら
引
返
す
が

（母
が
病
気
×
今

一

人
は
中
国
え
入
る
、
と
云

っ
て
い
る
。
近
く
送
り
出
す
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
姫
も
実
は
世
界

無
銭
旅
行
だ
。
シ
ャ
博
士
は
４７
才
。
幼
少
か
ら
孤
児
だ
の
に
英
国
に
留
学
し
、
学
位
を
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と
り
、
今
又
、
イ
ン
ド
最
高
の
学
位
を
と

っ
た
。
十
八
年
来
ゼ
ン
ツ
ク
と
心
臓
病
で
悩

ん
で
い
た
が
、
私
の
指
導
で
治

っ
た
の
で
イ
ョ
／
ヽ
出
か
け
る
。
女
史
は
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
文
学
と
哲
学
と
法
制
史
の
権
威
だ
か
ら
、
講
義
で
生
活
ヒ
を
上
げ
る
ツ
モ
リ
。
こ

の
頃
毎
日
の
様
に
見
え
る
。
今
日
は
支
那
街
で
小
豆
を
買

っ
て
き
て
下
さ

っ
た
。

『
ズ

イ
分
心
臓
が
強
く
な

っ
た
の
で
歩
け
る
様
に
な

っ
た
の
で
す
』

『
ソ
レ
ニ
此
の
頃
歌
も

で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
』
と
云
う
の
で
早
速

一
つ
歌

っ
て
聞
か
し
て
ほ
し
い
、
と
所

望
し
た
ら
、
ス
グ
五
千
年
も
前
の
サ
ン
ス
ク
リ
ツ
ト
の
聖
歌
を
う
た

っ
て
く
れ
た
。
こ

れ
は
放
送
モ
ノ
だ
。
そ
れ
に
古
代
の
楽
器
を
女
史
は
演
奏
さ
れ
る
。
女
史
が
Ｍ
ｌ
に
滞

在
中
は
、
マ
ル
シ
ャ
ル
や
糸
兄
、
Ｐ
兄
が
講
演
旅
行
に
つ
れ
て
歩
い
て
あ
げ
、
各
地
で

演
奏
を
し
た
ら
、
食
養
の
講
演
会
も
入
場
料
が
と
れ
る
。

こ
ん
な
哀
れ
な
病
弱
な
女
性
の
身
で
も
平
和
の
旗
を
か
ざ
し
て

一
人
で
世
界
を
廻
る

と
云
う
の
だ
。
同
志
諸
君
ウ
ス
ボ
ン
ヤ
リ
し
ち
や
い
れ
ま
い
。
こ
ん
な
に
世
界
を
あ
そ

び
廻
る
方
法
を
ヒ
ミ
ツ
に
し
な
い
で
公
開
し
、
そ
の
上
、
Ｐ
Ｕ
と
食
養
を
教
え
て
あ
げ
、

そ
の
上
、
旅
行
の
手
続
ま
で
教
え
て
あ
げ
る
の
に
、
こ
の
自
由
独
立
の
道
を
え
ら
ば
ず

に
、
官
費
や
他
人
の
金
で
楽
な
旅
行
を
し
よ
う
と
云
う
人
々
が
あ
る
。
そ
の
根
性
が
モ

ー
奴
レ
イ
根
性
と
云
う
ア
ワ
レ
ナ
奴
だ
。
Ｐ
Ｕ
に
ふ
れ
て
い
て
、
若
い
の
に
海
外
に
雄

飛
で
き
な
い
人
は

『
ダ
ン
マ
リ
低
脳
』
、
『
カ
ケ
ナ
イ
人
』
と
云
う
排
他
性
の
カ
タ

マ
リ

製
で
、
愛
を
知
ら
な
い
し
、
人
に
愛
さ
れ
な
い
し
、
人
を
愛
し
な
い
ゴ
ー
マ
ン
人
種
だ
。

ソ
ン
ナ
手
合
に
か
ぎ

っ
て
、
Ｇ
Ｏ
は
大
風
呂
敷
だ
の
ウ
ソ
つ
き
だ
の
云
う
。
昔

（終
戦

直
後
）
な
ら
イ
ザ
し
ら
ず
、
そ
の
後
Ｐ
Ｕ
で
ト
ビ
出
し
た
青
年
男
女
が
タ
ク
サ
ン
あ
る

の
に
、
ト
オ
／
ヽ
六
十
の
老
人
ま
で
５５
才
の
英
語
も
し
ら
ぬ
妻
と
二
人
で
ジ
ャ
ン
プ
し

て
見
せ
て
い
る
の
に
自
分
の
排
他
性
を
棚
に
上
げ
て
お
い
て
、
今
で
も

「
Ｇ
Ｏ
は
ホ
ラ

吹
き
だ
」
と
云

っ
て
い
る
人
が
あ

っ
た
ら

（或
は
ソ
ン
ナ
こ
と
に
少
し
で
も
心
を
動
か

さ
れ
る
人
が
あ

っ
た
ら
）
、
ソ
レ
こ
そ
い
ゝ
見
本
動
物
だ
。
そ
の
男
の

一
生
を
見
て
い

て
ご
ら
ん
、
ダ
レ

一
人
に
も
愛
さ
れ
ず
、
妻
や
子
供
に
す
ら
す
て
ら
れ
て
淋
し
い
ミ
ジ

メ
ナ
生
地
獄
の

一
生
を
送
る
か
ら
。
こ
の
楽
し
い
楽
し
い
楽
し
い
人
生
を
人
の
悪
口
を

云
う
コ
ト
で
送
る
ほ
ど
ミ
ジ
メ
ナ

一
生
が
あ
る
だ
ろ
う
か
開
　
し
か
し
こ
ん
な
人
も
な

く
て
は
君
の
ヨ
ロ
コ
ビ
と
タ
ノ
シ
ミ
は
輝
か
な
い
の
だ
か
ら
オ
モ
シ
ロ
イ
。

伝
教
大
師
は
今
か
ら
千
三
百
年
も
前
に
中
国
え
渡

っ
た
。
そ
の
時
の
遣
唐
使
の
船
四

隻
の
中

一
隻
は
難
破
、　
一
隻
は
行
方
不
明
、
九
州
松
浦
か
ら
六
十
日
も
か
ヽ
っ
て
大
師

は
ヤ
ッ
ト
死
を
免
れ
て
着
い
た
。
今
は
空
路
六
時
間
の
処
だ
。
空
海
も
伝
教
と
同
船
し

た
。
こ
ん
な
命
ガ
ケ
を
平
気
で
す
る
の
が
自
由
人
だ
。
昔
は
聖
者
と
か
聖
人
と
か
云
っ

た
の
だ
。
造
唐
船
は
十

一
回

（
加
年
間
に
）
出
た
が
、
全
員
無
事

で
帰

っ
た
の
は
た
ゞ

の

一
隻
だ
っ
た
と
云
う
。
そ
れ
か
ら
僅
か
八
カ
月
で
予
定
の
調
査
を
終
え
、
数
百
巻
の

経
典
を
も
ら
い
、
各
地
の
名
僧
高
僧
に
舌
を
ま
か
せ
て
帰
り
、
ツ
イ
ニ
、
平
安
朝
文
化

の
中
核
を
法
華
天
台
思
想
で
生
み
出
し
た
。
伝
教
大
師
が
な
か
っ
た
ら
平
安
朝

一
千
年

の
平
和
と
文
化
は
ト
テ
モ
実
現
し
な
か
っ
た
ろ
う
。
こ
ん
な
偉
大
な
人
で
あ

っ
た
け
れ

ど
、
彼
は
多
く
の
弟
子
に
ウ
ソ
つ
き
だ
、
と
云
わ
れ
、
ウ
ラ
ギ
リ
さ
れ
た
。
し
か
も
大

師
は
ソ
ノ
裏
切
り
者
の
為
に
痛
く
心
を
い
た
め
、
何
回
と
な
く
、
反
省
を
促
し
て
い
る
。

し
か
も
泰
範
は
ツ
イ
ニ
大
師
の
愛
を
足
げ
に
か
け
た
。
今
千
三
百
余
年
を
経
て
、
私
は

大
師
を
偲
ぶ
。
大
師
は
こ
の
大
愛
の
た
め
に
大
師
で
あ

っ
た
し
、
泰
範
は
そ
の
排
他
性

（師
を
さ
え
排
他
す
る
根
性
）
の
故
に
、
史
に
千
載
の
悪
名
を
の
こ
し
て
い
る
。
彼
は

大
師
の
最
も
信
愛
を
う
け
た
人
で
あ
る
の
に
、
大
師
の
ア
ト
を
ソ
ッ
ク
リ
も
ら
え
た
男

で
あ
る
の
に
、
全
く
反
対
の
不
幸
の
ド
ン
底
に
死
後
千
三
百
年
を
経
て
も

マ
ダ
沈
没
し

醜
を
晒
し
て
い
る
。
生
前
カ
レ
が
如
何
に
心
中
快
々
と
し
て
苦
悶
し
た
か
分
ら
な
い
が
、

不
幸
な
損
な
役
割
を
し
た
モ
ノ
だ
。

自
由
人
に
な
る
人
は
、
絶
対
に
カ
ゲ
ロ
を
云
わ
な
い
人
だ
。
ウ
ソ
を
云
わ
な
い
人
だ
。

他
人
の
悪
放
送
を
取
次
ぐ
の
は
ウ
ソ
つ
き
の
共
犯
で
し
か
な
い
。
判
断
力
が
な
い
か
ら
、

ウ
ッ
カ
リ
他
人
の
ウ
ソ
を
取
次
ぐ
の
よ
り
、
他
人
の
ウ
ワ
サ
を
悪
ざ
ま
に
と

っ
て
、
ソ

レ
を
サ
モ
他
人
の
放
送
の
様
Ｌ

〓
っ
て
取
次
ぐ
忠
義
顔
と
で
は
罪
に
雲
泥
の
差
が
あ
る
。

こ
ん
な
ウ
ソ
つ
き
だ

っ
た
ら
、
諸
君
は

一
生
ド
ン
ナ
に
努
力
を
し
て
も
不
幸
に
お
ち
る
。

こ
の
事
は

「
泣
き
虫
ガ

ン
ジ
イ
」
に
よ
く
ノ
ヽ
か
い
て
お
い
た
。
ガ
ン
ジ
イ
の
国
え
来

る
か
ら
に
は
ウ
ソ
を

つ
か
な
い

（
不
確
定
性
で
な
い
）
と
云
う
の
が
第

一
の
条
件
だ
。

ド
レ
位
ウ
ソ
を
吐
か
な
い
か
、
Ｐ
Ｕ
問
題

（八
百
も
あ
る
）
を

「
易
」
や

「
コ
ン
パ
」

の
旧
号
か
ら
と
り
出
し
て
回
答
を
Ｏ
Ｋ
と
私
が
云
う
ま
で
送

っ
て
見
た
ま
え
―
　
こ
れ

が
ガ

ン
ジ
イ
大
学
入
学
資
格
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

〔編
注
〕

「
サ
ワ
ラ
ス
テ
」
＝

「
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
イ
ー
」
が
正
し
い
。

「
皿
度
」
＝
摂

氏
３８
度
弱
。

「①
」
＝

『世
界
政
府
』
新
聞
。

「⑥
」
＝
Ｐ
ｕ
研
究
雑
誌

『
コ
ン
パ
』
。

「
Ｈ
Ｈ
Ｔ
」
＝
健
康
と
幸
福
テ
ス
ト
．
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キ

ュ
ー
バ
、
ベ

ル

ー

ヘ

菊

池

富
美
雄

日
本
を
四
月
に
訪
問
し
て
南
米
に
帰

っ
て
か
ら
サ
ン

パ
ウ
ロ
総
合
大
学
や
ブ
ラ
ジ
ル
弁
護
士
協
会
、
ヴ

ァ
リ

グ
航
空
パ
イ
ロ
ッ
ト
協
会
な
ど
の
主
催
で
次
々
に
講
演

を
行

い
、
七
月
の
冬
季
南
米
セ
ミ
ナ
ー
も
不
景
気
の
イ

ン
フ
レ
の
中
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
、
た
だ
ち
に
八
月

終
り
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
参
り
、
リ
ス
ボ
ン
を
皮
切
り

に
、
パ
リ
や

エ
ー
メ
ン
、
グ

ロ
ニ
ン
ゲ

ン
、
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
さ
ら
に
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
と
連
続
セ
ミ
ナ
ー
を
続

け
、
こ
れ
か
ら
ハ
ッ
セ
ル
ト
、
ゲ

ン
ト
、

ロ
ン
ド
ン
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ

と
講
演
を
続
け
、
十
月
十
日
に
い
っ
た
ん
サ
ン
パ
ウ
ロ

に
帰

っ
て
か
ら
、
キ

ュ
ー
バ
の
カ
ス
ト
ロ
議
長
の
招
き

で
十
日
間
ほ
ど
セ
ミ
ナ
ー
を
一何
い
、
こ
の
後
で
ベ
ル
ー

の
フ
ジ
モ
リ
大
統
領
と
会

っ
て
、
無
双
原
理
の
兵
法
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
と
に
か

く
、
余
り
に
も
多
く
の
事
が
次
々
に
あ

っ
て
、

い
ち
い

ち
日
本

の
皆
様
に
連
絡
す
る
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
年
末
ま
で
、
何
と
か
ま
と
め
て
報
告
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
新
し
い
軌
道
に
乗

っ
て

大
き
な
転
換
運
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

（
一
九
九
〇

・
九

・
二
三
　
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
て
）

エ
ラ
ス
ム
ス
の
国
オ
ラ
ン
ダ
各
地
で
の
セ
ミ
ナ
ー
は
物

凄
い
反
響
で
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ヤ
、
ス
イ
ス
、

ス
エ
ー

デ

ン
な
ど
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
リ
ー
も
大
好
評
で
し
た
。

●
１１
月
１０
日
（
土
）
月
例
会

午
後
６
時
～
８
時
３０
分

「
交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
の
陰
陽
」

講
師
／
大
森
英
桜
先
生

会
費
／

一
般

・
誌
友

３
０
９
０
円

正
会
員

。
法
人
会
員

２
５
７
５
円

会
場
／
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
本
部
２
Ｆ

＊
心
臓
も
各
臓
器
も
自
分
の
意
思
と
関

係
な
し
に

「
自
律
神
経
」
が
動
か
し
て

い
ま
す
。
体
調
を
判
断
す
る
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
を
学
習
し
ま
す
。

＊
出
席
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

桜沢如一著『永遠の少年』
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（毎
月
第

一
本
曜
）、
昼

・
夜
２
回

□
吉
成
知
江
子

□
高
崎
●
０
２
７
３
（２
２
）５
４
８
４

詳
細
問
合
せ

□
吉
成
知
江
子

□
小
川
自
然
食
品
店

●
０
４
８
７
（７
４
）８
５
０
４

在
日
外
国
人
と
英

語
で
習
う
料
理
教
室

（
月
夜

・
火
昼
）、
デ
ィ
ナ
ー

（
第

４
土
曜
夜

）

岡
代
々
木
上
原

８
０
３
（４
８
５
）０
１
６
５
　
伊
藤
の
“
子

第
３
日
曜
９
時
～

□
小
川
み
ち

回
●
０
２
２
（
２
６
２
）７
６
７
７

毎
月
曜
堡
、
夜

□
用
中
愛
子

□
中
心
健
廉
セ
ン
タ
ー

●
０
３
（
４
４
９
）５
０
０
１

目

□

日

悶

園

日

目

□

薬
膳
粥
と
料
理
第
二
日
曜
、
パ
ン
は
第
二
水
曜

□
題
智
機
子
、
他

回
下
丸
子
８
０
３
（７
５
８
）１
５
７
０

（第
４
土
曜
）
２
時
～

囲
酒
谷
紀
水

□
著
古
屋
、
カ
ソ
コ
ー

●
０
５
２
（
９
６
２
）７
３
２
１

回

囲

園

日

― ―

― ―

― ―

□

（第
１
日
曜
）

□
浮
津
宏
子

同
憂
知

・
小
牧
●
０
５
６
８
（７
６
）２
７
３
１

囲
渾
津
宏
子

団
た
な
か
や

（毎
週
月
曜
Ｈ
）

（西
武
新
宿
線
王
川
Ｌ
水
駅
）

回
８
０
４
２
５
（３
６
）８
４
７
７

料
理
教
室

（未
来

フ
ー
ド

ア
ト
リ

エ
風
Ｆｕ
）
毎

週
ホ
曜

２
時
半
～
、
６
時
半
～
　
要
予
約
、
オ

リ
ジ
ナ

ル
　

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
料
理
実
習

□
文
京
区
関
日
●
０
３
（
２
６
９
）
０
８
３
３

第
３
水
曜
、
Ｈ
時
～

静
岡
県
伊
束

・
富

戸
　
安
井
三
恵

口

●
０
５
５
７
（
５
１

，
¨
３
９
７

日
取
り
問
合
せ

国
富
士
宮
中
央
公
民
館

固
●
０
５
４
４
（２
４
）０
５
５
６

固

□

□

圏

― ―

― ―

― ―

□

火
曜
１０
時
～
　
基
礎
科
生
募
集
　
月
２
回

本
科
　
グ
ル
メ
料
理
、
正
食
理
論
、
野
草
料
理

□
横
浜

・
栄
区
　
Ｊ
Ｒ
本
郷
台
駅
歩
５
分

８

０

４

５

（
８

９

４

）
４

７

９

９

正
午
～
４
時

岡
長
野
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

□
八
王
子
本
部
　
●
０

毎
月
第

一
本
曜
１０
時
～
１４
時

□
神
戸
ヘ
ル
ス
ワ
ー
ズ
８
０
７
８
（４
５
３
）

第
３
水
曜
　
‐０
時
～

岡
藤
岡
、
マ
ナ
自
然
食

８
０
１
９
６
（６
２
）６
２
０
５

固
圏
圏
――
目
――
目
□

第
３
日
曜
　
Ｈ
時
ヽ

□
群
馬

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
　

セ

ン
タ
ー

ロ
●
０
２
７
１

２
こ

ヽ
４
８
４

園
田
圃
同
園
日
目
□

月
末
の
日
曜
日
　
１
時
―

□
仙
台
　
食
事
処

「友
苑
」

□
●
０
２
２
（２
４
６
）２
７
７
１

宿
泊
、
料
理
講
習
、
正
食
相
談
、
ス
キ
ー
教
室

□
〒
０３０
　
青
森
市
戸
山
字
赤
坂
２
６
８
１
１
７

７
　
●
０
１
７
７
（
４
１
）９
５
５
９

■
毎
週
木
曜
１９
時
～
２‐
時

□
Ｊ
Ｒ
松
戸
駅
４
分
日
暮
ビ
ル
５
Ｆ

回
●
０
４
７
３
（６
７
）１
５
９
２

運
動
手
技
療
法
教
室

（小
川
茂
年
）

太
極
拳

（毎
週
木
曜
午
後
７
時
～
、
毎
週
日
曜

午
前
Ю
時
～
）
ヨ
ガ
教
室

（毎
日
曜
３
時
～
）

□
三
鷹
●
０
４
２
２
（
５
３
）６
４
８
３

口

因

圏

同

躙

団

目

□

玄
米
食
ス
タ
ッ
フ
募
集
　
男
女
数
名

回
●
０
２
５
７
（
８
３
）３
６
６
７
　
鈴
木

白
家
製
作
物
提
供
。
全
室
床
暖
房
。
静
か
な
個

室
。
ミ
不
ラ
ル
温
泉
。
テ
ニ
ス
、
ス
キ
ー
、
フ

ー
ル
あ
り
。
岐
阜
県
大
野
郡
清
見
村

田
大
原
山
荘
　
８
０
５
７
７
６

８
；
一９
５
３

日
日
□
日
園
回
園
日

Ｈ
月

１０
Ｈ

～

Ｈ
Ｈ

　

ァ
レ
ク
サ

ン
ダ

ー

テ

ク

ニ

ッ
ク

‐６
日

ヽ
１８
＝
　

プ

ロ
セ

ス
指
向

心

理
学

□
８
０
２
６
３

・
８
３
・
５
２
６
０

困

闇

日

闇

園

円

― ―

□

ロ
セ
ン
ト
ラ
ル
ブ
ラ
ザ

（飯
田
橋
駅
）

□

０

３

・
３

７

０

・
４

８

０

４

目
園
日
闇
剛
日
――
□

毎
月
第

２
週
６
日
間

（通

い
可

）
八
王
子

併
設
／
雅
楽
、
農
業
生
産
、
心
眼
研
修
、
語
学

純
正
食
品
販
売

　
十
各
地
支
部

Ｉ
食
心
身
改
造
研
究
会
　
女
性
ス
タ
ッ
フ
募
集

代
表
／
横
田
佳
知

（町
田
市
大
蔵
町
）

□
●
０
４
２
７
　
３
４

・
７
６
７
０

Ｐ
Ｕ
会
秋
の

奥
多
摩
七

ツ
石
山
、
紅
葉

の
店
松
谷
を
歩
く

Ｈ
月
Ｈ
日
（
日
）８
時
半

青
梅
線
奥
多
摩
駅
集
合

□

０
４
４
　
８
６
５

・
５
５
８
１
　
山
崎

口
目
園
団
日
――
――
□

Ｈ
月
１８
Ｈ
（Ｈ
）
９
時
３０
分
ヽ
Ｈ
時

□
石
井
丈
理

（内
科
医
）
無
料

□
博
多
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

□
０
９
２
　
５
５
３
　

２
０
０
０

（森
）

長
野
支
部
　
８

瞑
想
の
会
　
″け
月
第
１
、
４
月
曜

３
～
５
時

□
日
蒲
線
奥
沢
駅
２
分

配
●
０
３
（５
７
６
）９
５
６
７
　
内
海

毎
月
第
２
週
７
日
間
。
指
導
／
橋
本
宙
八

ロ
ハ
ス
セ
ン
タ
ー

〔福
島
県
い
わ
き
市
〕

巴
０
２
４
６

８^
８
）２
３
３
５

六
周
年
記
念
祭
（立
食
パ
ー
テ
ィ
、
講
演
会
）

口
紺
野
七
郎

（水
品
の
健
康
学
）
Ｈ
月
２３
日

□
大
森
英
桜

・
牧
内
泰
道

毎
月
１
日
～
８
日
　
本
口宿

岡
熱
海
温
泉
道
場

Ｅ
●
０
５
５
７
（
８
０
）
２
１
０
１

不
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
　

ハ
ー
テ
ィ
ー
　
毎
月

．

回
不
定
期
、
６
時
半
～
　
３
０
９
０
円
　
要
千

約本
曜
市
場
　
主

に
野
菜

□

●
０
３

２
６
９

０
８
３
３
　
鳥
越
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一一一」一
歩

一
生存ヘつヽ

″

一り
」

行
進
団
は
７
月
、
青
森
か
ら
秋
田
、
山
形

へ
と
歩
い

て
来
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
も
多
少
の
異
動
が
あ
り
、
短

期
参
加
者
の
中
に
は
都
会

で
の
生
活
し
か
知
ら
な
い
者

も
い
て
、
夜

、
月
が
動
い
て
い
る
の
を
見
て
感
動
し
た

り
、
ホ
タ
ル
や
星
空
を
見
に
出
か
け
た
り
し
ま
し
た
。

最
近
は
炎
天
下
、
戸
外
に
い
る
こ
と
も
少
な
く
、
久

し
ぶ
り
に
猛
暑
を
味
わ

っ
て
い
ま
す
。

歩
く
こ
と
に
も
、
ず
い
ぶ
ん
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
毎

日
た
だ
歩
く
こ
と
の
繰
り
返
し
で
、
足
腰
が
し

っ
か
り

し
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
れ
に
つ
れ
、
幾
分
の

心
境
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
今

、
世
間
に
は
情
報
や

刺
激
が
あ
ふ
れ
、
み
な
頭
に
知
識
を
い

っ
ぱ
い
積
め
こ

ん
で
い
ま
す
が
、
歩
き
続
け
て
い
る
と

、
そ
れ
ら
の
大

部
分
が
、
不
確
か
な
実
感
の
と
も
な
わ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
自
分
の
足
で
歩
き
、
自
分

の
目
で
確
か
め
な
が
ら
、
自
分
の
頭
で
考
え
る
こ
と
の

必
要
性
を
感
じ
ま
す

。
ま
た
、
毎
日
の
よ
う
に
さ
ま
ざ

ま
な
人
に
出
会

い
、
生
き
ざ
ま
に
触
れ
さ
せ
て
頂
い
て
、

自
分
を
深
く
見

つ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

青
森
の
ヨ
ガ

ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
、
野
草
社
、
秋
田
の
お

ぐ
ら
製
粉
所

、
み
す
ず
農
場

、
仁
賀
保
町
農
協

、
東
由

里
町
役
場

、
山
形
の
佐
藤
さ
ん
宅
な
ど
お
訪
ね
し
ま
し

た
。大

館
市
の
お
ぐ
ら
製
粉
所
は
、
無
農
薬
の
契
約
栽
培

の
ソ
バ
で
、
ソ
ハ
粉

・
め
ん
を
作

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
土
の
思
想
の
先
覚
者
で
あ
る
安
藤
昌
益
の
墓
に

お
ま
い
り
し
ま
し
た
。

み
す
ず
農
場
は
、
干
拓
地
の
大
潟
村
に
あ
り
、

１５

ヘ

ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
水
田
で
無
農
薬
米
を
作

っ
て
い
ま

す
。
除
草
作
業
は
、
人
を
や
と

っ
て
人
海
戦
術
で
行
な

う
そ
う
で
す
。
大
潟
村
の
農
民
は
減
反
政
策
に
反
対
し

て
お
り
、
み
す
ず
農
場
で
も
、
消
費
者
の
会
と
手
を
結

ん
で
経
営
し
て
い
ま
す
。
水
路
、
排
水
路
が
完
備
し
て

い
ま
す
が
、
最
近

、
生
活
排
水
な
ど
に
よ

っ
て
、
千
拓

さ
れ
た
八
郎
潟
が
汚
染
さ
れ
て
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

仁
賀
保
町
で
は
農
協
長
の
佐
藤
喜
作
さ
ん
に
お
会
い

し
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
減
反
政
策
を
契
機
に
、
兼
業

化
し
た
農
家
に
、
自
給
自
足
を
呼
び
か
け
、
ま
た
農
薬

な
ど
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
十

一
年
前
に
有
機
農
業
研

究
会
を

つ
く
る
な
ど

、
運
動
を
す
す
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
老
人
か
ら
ワ
ラ
エ
作
や
伝
統
行
事
を
伝
承

し
て
も
ら
う
場
を

つ
く
る
な
ど
、
農
業
生
活
の
復
活
に

努
め
て
い
ま
す
。
佐
藤
さ
ん
は
、

「
本
当
に
安
全
な
食

べ
物
を
得
る
た
め
に
は
、
自
分
の
食

べ
物
を
自
分
で
つ

く
る
こ
と
か
ら
始
め
る
し
か
な
い
」
と
お

っ
し

ゃ
い
ま

し
た
。

本
庄
市

で
は
役
所
の
農
業
委
員
会
の
仕
事
を
し
て
い

る
工
藤
さ
ん
宅
に
泊
め
て
頂
き
ま
す
。
工
藤
さ
ん
は
自

ら
、
有
機
で
田
畑
を

つ
く
り
、
養
鶏
を
し
な
が
ら
、
農

業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
農
家
の
若
者
と
語
り
合

っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
原
発
問
題
な
ど
、
生
命
の
安

全
を
守
る
活
動
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

東
由
利
町
で
は
役
場
の
人
と
交
流
し
ま
し
た
。
行
進

団
の
中
に
自
然
食
品
店
で
働
い
て
い
た
者
も
お
り
、
都

会
の
消
費
者
が
今

、
ど
れ
ほ
ど
安
全
な
食
べ
物
を
求
め

て
い
る
か
、
と
い
う
話
を
し

、
役
場
の
人
も

「
我
々
も

農
業
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
て
い
る
。
や
は
り
、

無
農
薬

・
有
機
の
方
向

へ
む
か
う
べ
き
で
は
な
い
か
」



と
お

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

真
室
川
町
の
佐
藤
慎

一
さ
ん
は
、
十
年
前
、
自
然
農

法
の
福
岡
正
信
さ
ん
を
た
ず
ね
て
か
ら
、
無
農
薬
無
化

学
肥
料
で
農
業
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
行
進
団
は
２

日
間
、
ど
ろ
に
ま
み
れ
て
水
田
の
除
草
作
業
を
し
ま
し

た
。
初
め
て
体
験
す
る
者
が
多
く
、
足
腰
の
筋
肉
が
張

っ
て
、
ギ
ブ
ア
ッ
プ
す
る
者
も
い
ま
し
た
。

農
家
で
頂
い
た
、
と
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
の
お
い

＞
東
由
里
町
役
場

の
人
た
ち
と
交
流
。

し
い
こ
と
。
こ
れ
は
や
は
り
都
会
で
は
味
わ
え
な
い
味

で
す
。

私
た
ち
の
生
き
る
基
本
で
あ
る
食

べ
物
。

そ
の
食

べ
物
を
作
る
農
業
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

あ
り
ま
す
ｃ
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
以
上
、
ど
の
よ
う

な
立
場
に
あ
ろ
う
と
も
、
食
べ
物

、
農
業
、
環
境
の
間

題
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

仁
賀
保
町
農
協
の
自
給
運
動
で
は
、

「
農
業
は
生
命

の
継
承
で
あ
る
」
と
う
た
い
、
人
間
性
の
復
活
の
た
め

に
、
金
で
買
え
な
い
も
の
を
求
め
る
と
し
、
よ
い
食
糧

の
条
件
と
し
て
、

「
良
質

、
安
全

、
美
味
な
る
本
も
の
ｃ

生
産
さ
れ
た
所
と
食

べ
る
日
の
距
離
が
短
い
ほ
ど

、
収

穫
さ
れ
て
食

べ
ら
れ
る
ま
で
の
時
間
の
短
い
ほ
ど
良

い

食
べ
物
で
あ
る
」
と

、
そ
し
て
、
こ
の
自
給
運
動
の
延

長
が
、
日
本
人

の
真
の
健
康
と
幸
福
を
約
束
す
る
食

べ

物
の
自
給
に
通
じ
、
日
本
農
業
を
守
る
道
に
な
る
と
提

唱
し
て
い
ま
す
。
食

べ
物
を
は
じ
め
、
自
分
の
生
命
を

守
る
た
め
に
は
他
人
ま
か
せ
に
し
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

自
分
た
ち
の
生
命
は
自
分
た
ち
で
守
る
し
か
な
い
と
思

い
ま
す
。
環
境
問
題
、
原
発
問
題
を
考
え
る
と

、
よ
り

い
っ
そ
う
、
そ
う
感
じ
ま
す
。

行
進
団
の
中
に
も
、
農
的
生
活
を
め
ざ
し
て
、
土
地

さ
が
し
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
者
が
い
ま
す
。
私
た

ち
の
生
命
の
元
で
あ
る
食

べ
物
を
作

っ
て
い
る
日
本
の

農
業
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
消
費
者
な
ら
ば
、
消

費
者
の
立
場
か
ら
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
Ｔ

一輪
政
人

・
行
進
団
）

〔掲
載
の
順
序
が
入
れ
変
わ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
不

手
際
を
お
わ
び
し
ま
す
。
編
集
部
〕

「
―
‘好評./ 正食医学の圧縮濃密講義録

食物による健康法・ 健康相談
『新しき世界へ』1982年 10月 臨時増刊

保存活用版 帖名。手当名の索引つき)

大 森 英 桜 /七号食。少食・反応、子当法の実際、健康相談

大 森 一 慧 /一 家 を健康 にす る料理の工 夫、鑓 E料理

特価 2,060円

(送料・税込み)

‘
―

―

―

Ｉ

Ｊ

|

:

:

:

:

■「550号」といつてご注文下さい。
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正食の店和や① 〒939富山県富山市中川原17● 0764。 25・ 1448圏 9～

20困無 台所食品、本、圧力鍋等

福井健康学国① 〒910福井県福井市照手111280776。 21・ 3811ヨ
ガ・正食の健康道場、自然食品センター(市内)

マルカヮみそ① 〒915福井県武生市杉崎町11-4480778・ 27・ 21H
□い18困無 天塩仕込み味噌・糀販売賃加工、味噌作りの指導

【近畿】
伊勢食養センター〈星出旅館)① 〒516二重県伊勢市河崎2152805

96・ 28・ 2377旅館、レストラン、仕出し、料理教室、食事指導

ISE・ SHIMA ttCR0810T!C.C.海 静養生回、桧扇荘① 〒51705二重県志
摩郡阿児町鵜方9431● 05994・ 3・ 4372 自由人お宿レストラン

まごころ堂 〒603京都市北区等持院東町49468075・ 461・ 5550 FAX
461・ 5575良書(真の健康長寿。生きがい。人間性向L書 )専門 全国通
信販売 資料請求はハガキに『新しき世界へ』と書き、氏名・住所・電
話番号明記の上、まごころ堂良書係へ (FAXも 可)

マクロビオティック① 〒606京都市左京区高野蓼原町77● 075。 711

・4551弁当(予約制)、正食品、書籍
ヘルス伏見① 〒612京都市伏見区桃山町鍋島7 JR桃山駅西50m● 075

。611・ 0337囲 10～20困◎ 純正食品、洗剤、無農薬野菜

天粒マクロピオティックセンター 〒624舞鶴市サンモールマナイ 1

丁ロヘルスショップみずたに内 ●0773・ 76・ 7126[釦 1ヽ9困無

健康と喜びの学園バラディテレステ① 〒530大阪市北区中崎2312
自然食品店暁806・ 371・ 8014圏0祝 lF食品、野菜、仙骨波動無痛療法

ヘルスマート大手通店 〒540大阪市中央区大手通251● 06・ 945・ 06

18□9半～18半 医● 4・ 5③祝

正食協会 〒540大阪市中央区内淡路田1211806・ 941・ 7506圏 9～ 18

困③ 料理教室、本部講座、研究会、入門講座
アイランド・ジャップ① 〒542大阪市南区西清水町3471111直n3F
806・ 245・ 1414圏 10～ 19困◎祝 旅行企画、書籍、自然食品

自然食品むぎの家① 〒532大阪市淀川区東三国町4175● 06・ 395・

7806,393・ 4577圏 10～ 20困③ 純正食品、野菜
ハッコー山海フーズ① 〒533大阪市東淀川区東中島1‐2012ユ ニゾ

ーン新大阪ビル414号 806・ 461・ 3528□ 10～ 17困DO③Q 配達

漢方 はくぶん堂① 〒573大阪府枚方市宮之阪1929(宮 之阪ション
ピングS内)● 0720・ 40。 2121ロレ19困◎ 食事指導 配達

マコト① 〒596岸和田市加守町429980724・ 43・ 2566固 10～ 19困
③祝 無農薬野菜、純正食品、アレルギー食品、肌生品 配達

マツヤ健康食品 〒655兵庫県神戸市垂水区五色山849■ 078。 708・

9380東松弘樹 団10ヽ 19困◎ 正食健康相談、純正食品、野菜

神戸ヘルスフーズ岡本店 〒658神戸市東灘区岡本1778078・ 453・

1777圏 10ヽ 19正 食指導、食養、美容相談、無農薬野菜 住吉店 あり

兵庫陰陽会(鈴木英夫)〒661兵庫県尼崎市武庫町1311806・ 436・

3147

自然食品店緑屋① 〒640和歌山市湊本町32380734。 28・ 0643固 10～

18困③視 無農薬野菜 毎週土曜昼正食食べてみる会

グァバハウス① 〒64965和歌山県那賀郡粉河町粉河178380736・ 73
・2154圏 8半～19困O無 農薬野菜・茶・食品配達。発送、食養

【山陰・山陽・四国】
サーナ自然食品① 〒723広島県三原市港町794 1 JR三 原駅歩10分 ●

0848・ 63・ 4831圏 9～ 19圏0生 鮮品、野菜、パン、化粧品 配達

人間医学社府中支局 健康医学社広島県総特約店 〒726広島県府中市
府中町590680847・ 41・ 7668圏困時に定めず 食品、正食浄血

明治製粉0〒 726広 島県府中市中町536●0847・ 41・ 22554ヽ ll清 困
③ めん類、純正養老醤油、保命みそ製造

0岩本綜合漢方① 〒730広島県広島市東区若草町104● 082・ 261・ 80

01圏 9～ 17困③祝、40鍼 灸、漢方、食事一体の指導 (要予約)

障害者が地域で生きるための生活協同組合準備会 〒732広島市東区
尾長町5755鈴木方 ●082・ 262・ 6330玄米、料理学習、気功

皆実CI 〒734広 島県広島市南区皆実町411280822・ 55。 2846平
賀佐和子 毎月第4①例会、料理講習、PU勉強会

布法ボサツ友の会 〒73904広 島県佐伯郡大野町8326● 0829・ 56・ 20

19圏7半～22布法(30り )ボサツ。図書。身心相談・坐禅

鶴島食品 〒747山 口県防府市南松崎町5480835・ 22・ 0347社長/鶴
島ツユ子、専務/原田昌 ・弘美 純正食品、自然食品全国卸

山口健康生活センター 〒753 1lJ口 県山口市道場門前2丁 目422● 08
39・ 23・ 1842(本部808397・ 2・ 3800)圏 10～ 18困◎各種相談

純正食品裕恵(やすえ)① 〒68924鳥取県東伯郡束伯町八橋23380858・
52・ 2243井 卜裕恵 困無 純正食品配達。発送、健康相談

愛媛純正食品センター① 〒790愛媛県松山市湯渡町1022● 0899・ 43
・6464菅本フジ子 圏8～ 20困4③ 料理教室(毎③)東洋医学会

ハピネス① 〒796愛媛県八幡浜市矢野‖,4J日 ■0894・ 22・ 1768渡辺
大起、ナミ枝 圏8ヽ 20困③ 幸せの輪をひろげましょう

三集屋① 〒770徳島市庄町11‐ 日480886・ 32・ 8238圏 10ヽ 19困○ 天
日製塩ニガリ豆腐 。自然農法野菜。他モリモリ !

もみ① 〒780高知市中万 2々2280888。 72・ 8537111崎嘉 F圏8ヽ 20

困③午前中 自然食品 酵素 自然化粧品

【九州・沖縄】
旬の味そよ風① 〒812福岡市東区箱崎3820● 092・ 641・ 9044圃 10

1ヽ8半 困◎⑥ 無農薬有機野菜、果物、食品、市内近郊配達

サニーサイド① 〒813福岡市東区香椎6216(JR香椎神宮駅徒歩2分 )

●092・ 681・ 0883圃 10ヽ 19困③祝 食品、洗斉1、書籍、器具、自然化粧品

八幡自然食品センター① 〒806福 岡県北九州‖T八幡西区八千代町6

228093・ 621・ 4184圏 9‐ 18困 1・ 3③ 牟I理講習、健康相談

自然食品の店 マクロビオティック佐賀① 〒849佐賀市高木瀬束521
13● 0952・ 3卜 1394食 謂!、 野菜、オガクズ風呂・断食道場併設

愛鍼灸院① 〒84913佐賀県鹿島市大殿分15901809546・ 3・ 0981圏
8ヽ 19困③ 鍼灸と1に 食l早1に よる綜合治療、健康相談

―心堂 〒85701長崎県佐‖:保市吉岡町1838980956・ 40・ 5733圏 9ヽ

18困③ 馬油・ヨモギ茶・粒状/粉木ヨモギ石けん

天粧子飼店① 〒860熊本市東子飼田1358096・ 343。 4043福山敬救
困無 体質別食養相談・オリープF:然美容法

天粧下通店① 〒860熊本市下通1-488096・ 354。 9161福山絢 朗
圏10～ 19困 1・ 30体質別食養相談。オリープ自然美容相談

岡部食品豆腐工場(創 業慶応3年 )① 〒861461資本県 11益城郡甲佐田
l

岩下143● 096・ 234・ 0447□ 7ヽ 19困③ 純正豆腐、食養研究会
ニコニコ村① 〒874別府Ili堀 ユ112組 80977・ 23・ 3244移動販売、角
機野菜、食養相談、地方発送可

心の学校・ヨカハウス① 〒874人分県別府市野ll中 出161880977・ 26

・2463□ 9ヽ 21困③ ヨーガとマクロビオティック

四季葉① 〒890鹿児島市`i:宿
340680992・ 59・ 4902□ 9ヽ 20困00

無農薬玄米、野菜、OJ品、地場加工品、食養相談、料理教室、ヨガ

大口食養村 り|1上 寛継① 〒89525鹿児島県大H Ili宮 人1698358099
52・ 8・ 2708特選三年番茶、テンカミツ製造、純正食占」]販売、無農薬栽培

天然村① 〒89944鹿児島県熊毛部屋久町麦生335(高 平)● 09974・ 7・

2922,7・ 2541′ こ、身魂のいこいの場、案内書62円 切手同封請求

自然食品センター陽報① 〒900沖縄県那覇市久茂地3H880988・
61・ 7195圏 10ヽ 19困③祝 食養相談、料理教室、書籍、純li食品

こうそハウス 〒90101沖縄県那覇市小禄8786● 0988・ 57・ 7798□ 8～

19柚木忠信 酵素、健康食品販売

紅葉純正食品店① 〒902沖縄県那覇市寄宮16380988・ 54・ 0296固 10

2ヽ0困③ 書籍販売、純Iに 食品、食養相談

【新入会】
八百屋そうだわよ① 〒246横浜市瀬谷区阿久和町44058045・ 365・ 64

93圏 11～ 19困③③ 店売り。宅配・移動販売

八百屋KAYA① 〒228神奈川県座間市入谷5166780462・ 55・ 9326

団10～ 19困③ 4ヽ 田急線座問駅2分 里予菜毎日入荷、宅配有

にんじん村生活館① 〒310茨城県水戸市Ii軒 町137● 0292・ 24・ 5848

固10～ 18困◎祝 簡素生活探求、バザー、料Fp教室、体験交流の会

マコト① 〒596岸和田市加守町4299● 0724・ 43・ 2566固 10～ 19困
③祝 無農薬野菜、純正食品、アレルギー食品、肌生辞1 配達

自然食品の店 マクロビオティック佐賀① 〒849佐 賀市高木瀬東521
13■ 0952・ 31・ 1394食品、野菜、オガクズ風呂・断食道場併設

まこころ堂 〒603京都市北区等持院東町49468075・ 461・ 5550 FAX
461・ 5575良書(真の健康長寿・生きがい。人間性向上書)専門 全国通
信販売 資料請求はハガキに『新しき世界へ』と書き、氏名。

(主所・電
話番号明言己の上、まごころ堂良書係へ (FAXも n」 )

漢方 はくぶん堂① 〒573大阪府枚方市宮之阪1929(宮之阪ション
ピングS内 )80720・ 40・ 2121固 9～ 19困③ 食事指導 配達

【譲 ります】

アルカリイオン整水器

「マイオムコNDX-6L」 未使用

希望価格12万 円

8045-8523658佐 藤
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自然食ニュースの ミネラル栄養療法基礎 ゼミナール
今、話題の ミネラル栄養療法の真髄をあなたも

学んでみませんか。 4ヽ グループ単位でのためにな
るミニ講座です。
●基礎講座期間  1990年 1月 ～12月
●開 講 日 時 毎月第 1水曜 日(m7:00～ 8:30)

●会 場 自然食ニュース会館

(目 黒区日黒3-9-7)8719-3461
国電目黒駅西 口より徒歩10分

同西口よリバス大鳥神社前下車
師 仙石紘二 (自 然食ニュース主幹 )

料  1回 (1講座 ) 3000円
付 先着順〆切

バイオミネラル研究会
■「03(719)34 6 1

●基礎講座内容

1月 lo日 (水 )Na,K。  リューマチ、関節炎
2月 7日 (水 )Ca,Mg。 ガン

3月 7日 (水 )Cu,se。 心 筋硬塞
4月 4日 (水 )Fe,v。 脳溢血
5月 9日 (水 )M ll, si。 ア レルギー
6月 6日 (水 )Al,Hg。 ボケ、 ノイ ローゼ
7月 4日 (水 )Cr,MO。 肥満、糖尿病
8月 休み

9月 5日 (水 )CO,Ni。 シ ミ、 ソバ ヵス
10月 3日 (水 )Pb,As。 慢性疲労
ll月 7日 (水 )Ll,Be,cd。  ス トレス
12月 5日 (水 )Zn,P。 消化吸収 不全

受講修了書授与
併設・ライブ鍼灸院・ミネラル栄養療法個人指導

●講
●受  講
●申 込 受

まヽ、もうひとつの日η単に考
赤穂の天 塩 二つの食卓用塩

”
ハＪ′′

東京都新宿区百人町2丁 目24番 9号  株 式:`針社  天  塩   〒 160 電話 03(371)1521代 表
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料
理
、
大
森
英
桜

先
生
の
新
春

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
講
義
、
正
月
ゲ
ー
ム
大

会
、
温
泉
、
そ
し
て
地
上
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
上
が

っ
て
富
士

山
を
パ
ノ
ラ
マ
で
見
る

「
熱
気
球
」
体
験
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
企
画
で
す
ｏ
ど
う
ぞ
、
正
月
の
予
定
に
入
れ
て
く
だ
さ

ぃ
′
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（橋
本
政
憲
）

新
し
き
世
界
へ

」（　
九
号

◎

　

九
九
●
年
卜
　
月
け

発
行
日
　
　
九
九
こ‥―
年
卜
　
月
　
日

編
集
練
発
行
人
　
　
橋
　
本
　
政
　
憲

発

行

所

　

日

本

Ｃ

Ｉ

協

会

〒

一
た

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町
　
　
―
五

電
話
　
０
３
　

４
６
９
　

７
６
３
１
（
代

）

振
替
　
東
京

０
／
１
９
４
１
２
５
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●
消
費
税
込
み
の
価
格
で
す
。

■
＊
印
は

「桜
沢
如

一
著

。
訳
」
で
す
。

初
め
て
の
方
に
お
勧
め
す
る
本

＊
魔
法
の
メ
ガ
ネ
無
双
原
理
の
物
の
考
え
方
　
　
一、
一≡
（円
　
一Ｉ
一▲

＊
永
遠
の
少
年
少
年
よ
、
大
士小を
い
だ
け
′
　
　
　
〈
菫
円
　
一〓
一あ

＊
食
養
人
生
読
本
食
養
で
開
く
自
由
の
人
生
　
　
一、〓一元
円
　
一Ｉ
一否

＊
生
命
現
象
と
環
境
ゃ
さ
し
い
ェ
コ
甲
ン
ー
　
　
　
七
菫
円
　
一〓
一あ

＊
新
食
養
療
法
正
食
身
心
改
造
法
　
　
　
　
　
一一、〇杏
円
　
一Ｉ
一蕊

＊
東
洋
医
学
の
哲
学
最
高
判
断
力
の
書
　
　
　
一一、〇一６
円
　
一Ｉ
一杏

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
（桜
沢
里
真
著
Ｙ
一、三
菫
円
　
一〓
一あ

食
養
料
理
カ
ー
ド
（ｌ
Ｘ
２
）　
　
　
　
　
各
全
四
円
　
一工
一吾

食
物
の
陰
陽
表
色
刷
り
一
枚
　
　
　
　
　
　
　
一豆
（円
　
一工
舌

正
食
医
学
の
救
急
手
当
法
　
　
　
　
　
　
　
一亜
（円
　
一二
舌

食
物
に
よ
る
健
康
法
。料
理
法
特
集
η
新
し
き
世
界
へ
Ｌ
吾
号
）

＊
無
双
原
理

・
易

＊
宇
宙
の
秩
序

＊
病
気
を
治
す
術

。
病
人
を
治
す
法

＊
心
臓
を
入
れ
替

へ
る
法

＊
人
間
―
こ
の
未
知
な
る
も
の

（ヵ
レ
Ｌ

＊
生
体
に
よ
る
原
子
転
換

（ヶ
ル
２
７
‘

＊
自
然
の
中
の
原
子
転
換

（ヶ
ル
ヴ
７
‘

＊
天
国
の
鍵

＊
食
物
と
人
生

■

一
つ
の
報
告

＊
ジ
ヤ
ッ
ク
と
ミ
チ
西
洋
文
明
批
判

一三
里
円

一、〇
三
〇
ロロ

七
七
三
田
”

二
、三
七
〓
ロロ

品
切
れ

〓ヽ
六
〇
三
ロロ

〓ヽ
六
〇
五
ロロ

ニ
、六
〇
〇
ロロ

品
切
れ

一、〇三
〇
ロロ

ニ
、〇
〇
〇
ロロ

一Ｔ
二六
〇

一Ｔ
二
一〇

一Ｔ
二
一〇

一Ｔ
二
六
〇

一Ｔ
三
一〇

一Ｔ
三
一〇

一Ｔ
二
六
〇

T T

＊
健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て

＊
最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝

つ
者

＊
う
さ
ぎ
の
ビ
ピ

＊
ウ
ナ
ギ
の
無
双
原
理

＊
兵
法
七
書
の
新
研
究

＊
わ
が
遺
書

＊
世
界
恒
久
平
和
案
、
「意
志
」教
育

五
十
年
の
実
験
報
告

桜
沢
如

一
ア
ル
バ
ム

＊

Ｐ

Ｕ

歌

集

石
塚
左
玄
著

化
学
的
食
養
長
寿
論

桜
沢
里
真
杵

リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

節
供
料
理

（浮
津
宏
子
）

米
国
の
食
事
改
善
目
標

台
所
を
化
学
で
見
る

桜
沢
如

一
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
講
演

（１４
本
）

判
断
力
の
話

（１
木
）

座
間
講
演

（２
本
）

Ｇ
Ｏ
、
母
を
語
る
（１
本
）

丁
Ｅ
Ｓ
第

一
回
（２
本
）

‐
――
‐
切

れ

‐
――
‐
切

れ

品

切

れ

二
、〇杏
円
　
一Ｉ
一杏

一、〇
邑
円
　
一〓
一あ

一、〇
轟
円
　
一Ｉ
一あ

≡
五
円
　
一Ｉ
一あ

邑
九
円
　
一Ｉ
一６

七
、七
量
円
　
一〓
一あ

七
、
七
量
円
　
一〓
一Δ

〓
一三
ｍ同
　
　
一Ｔ
一七
五

三
〇
九
円
　
一Ｔ

里
（

一〓
円
　
一二

圭

量
、六
轟
円
　
一工
（占

二
、六
太
円
　
一Ｔ
〓
五

三
、
〇
き
円
　
一Ｉ
一吾

二
、六
太
円
　
一Ｔ
一圭

〓一、〇
九
〇
口
Ｈ　
　
一Ｔ
二
五
〇

大
森
英
桜
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ

宇
宙
の
秩
序
解
説
（２
本
）

無
双
原
理
入
門

（２
本
）

生
命
と
食
物
の
歴
史

（２
本
）

体
質
別
正
食
法

（２
本
）

玄
米
の
研
究

（２
本
）

美
容
と
ヒ
フ
の
手
当
法

（２
本
）

健
康
法
総
批
判
（２
本
）

身
心
改
造
法

（２
本
）

入
浴
法
の
研
究

（２
本
）

妊
娠
と
出
産

（２
本
）

人
間
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
（２
本
）

女
の
業
に
つ
い
て
（２
本
）

食
物
と
夢
判
断

（２
本
）

眼
病
の
治
し
方

（２
本
）

子
供
の
病
気
と
食
養

（２
本
）

一一、六
七
八
【間
　
一Ｔ
一三
〇

二
、六
大
円
　
一Ｉ
一吾

二
、六
太
円
　
一Ｉ
一吾

四
、
一舌
円
　
一Ｉ
一吾

四
、
一舌
円
　
一Ｉ
一吾

三
、
〇
き
円
　
一Ｉ
一吾

四
、
一舌
円
　
一〓
一吾

四
、
一舌
円
　
一Ｉ
一吾

二
、六
六
円
　
一Ｉ
一吾

四
、
〓
面
口
Ｈ
　
一Ｔ
一三
ｏ

二
、六
太
円
　
一Ｉ
一吾

二
、大
太
円
　
一Ｉ
一吾

二
、六
太
円
　
一Ｉ
一吾

三
、
〇
き
円
　
一Ｔ
孟
ｏ

四
、〈
四
〓
間
　
一Ｔ
一三
ｏ

久
司
道
夫
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ

人
間
性
の
医
学
（２
本
）　
　
　
　
　
　
　
　
一一一、
〇き
円
　
一Ｉ
一吾

世
界
平
和
と
健
康

（３
本
）　
　
　
　
　
　
　
四
、大
量
円
　
一Ｉ
一吾

ｏ
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
出
版
物
は
、
本
部
で
直
接
、
ま
た
は
日
本
Ｃ

Ｉ
協
会
友
の
店

（本
誌
巻
末
参
照
）
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

●
本
部
へ
の
注
文
は
、
Ｃ
現
金
書
留
、
ま
た
は
②
振
替
東
京
？
五

里
量
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
、
代
金
と
送
料
と
注
文
品
を
明
示
し
て
送

金
し
て
く

。だ
さ
い
ｃ
Ｃ
の
場
合
は
７
日
、
②
の
場
合
は
、

１０
日
ヽ

‐５
日

み
て
く
だ
さ

い
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

（〇
三
）
四
六
九

・
七
六
〓
〓

０

電 〒
話 151

■
２
冊
以
上
の
場
合
の
送
料
は
、
定
価
合
計
が

三
千
円
未
満
　
一二
五
〇
円

六
千
円
未
満
　
四
五
〇
円

一
万
円
未
満
　
五
五
〇
円

一
万
円
以
上
　
一（
五
〇
円



日‐|.本 |‐ 0● 1協

=■
の1活

日本 CI協 会 は “無限の自由 、永遠 の幸福 、絶
対 の正義 "をだれ でもが実現で きる法 を唱えて世
界 を駆 けめぐ った 、自由人 ・桜沢 如 一 (海 外での
ベ ンネーム 、ジ ョル ジューオーサ ワ 、1893～ 1966)
が倉」設 したマク ロビオテ ィック (玄米 正食 )運動
の センターで 、cl(セ ンター・イグ ノラムス )と
は 「無知なる者 の集 ま り」 を意味 し 、健康 と自由
の原理 を身につ けていこうとい う団体 です。

現在の主咎活 動 は 、

① 桜沢如――著書 の刊行 、月刊 『新 し き世界へ』 の

発 行。マクロビオテ ィック図書 の 出版 。

C,食養料理法 の 全 国普及 (リ マ ・ク ッキング アカ
デ ミー 、桜沢里真校 長 )。

『新 しき世界へ』

年間購読料 5,150円

①正食生活法 の研 究 ・実践―― 夏 ・冬の健康学 園
正食医学講座 、望診法講座 、講演会な どの開催。
(41正 食相談 ・マ ク ロビオテ ィック生活相談。

⑤ その他各種 関連活動 、事業 。

会 員の種 別は 、A正会 員 (年会費 12360円 )、 B
賛助会 員 (12360円 を2□ 以上 )、 C誌友 (5150円 )、

D店舗 。団体 (30900円 )があ り 、これか ら宇宙の

秩序 にも とづ く生活法 、食養料 理法 、食べ物 によ
る健康法 を学 びた い方は 、正会 員にな ってくだ さ
い。 (正会 員は各種相談 を受 けることがで きます )

また月刊 『新 し き世界へ』誌 を購読 する「 誌友」
になることもで きます。

●下記の用紙に記入し

・ 新 則  」

・ 継 続 |  |

A 正 会 員   B 賛助会員

(12,360円 | (12,360円 を
C 誌  友   D 法  人

`店

舗 )

□) (5,150円 )    (30,900円  2分害」可

会費を,iえ て 〒151東京都渋谷区大JJ町 11-5日 本CI協会会員係にご送イJく ださい,振替東京0194125

日本 C:協 会 入 会申込書 (楷書で書いてください)

E正三]年 El月 号から
E正三]年間分 会員別の符号を○でかこんでください

種 B」 年 会 費 徴特

A 正 会 晏 12360円
月千り機関誌 年間11回発行 1部送呈=会員証 会員バッジ。各種行事害J引 .料理教室、正食医学講
座 正食相談 無農薬玄米配布のカムカ■、クラブ入会可,2000円分の日本CI協会発行の図書テーフ
券進呈

B 替助会員
12360円 を
2日以上

月千J機 関誌毎号 2部送呈 その他はIF会晏|[同 し,ぃ 4000円 分の日本 C l lha会発行の図書券進呈

C 誌   友 5,150円
月千」機関誌 年Pe9 1 1回 発行 1 1部送呈[料理教室 正食医学講座受講 無農薬玄米配布のカムカムク
ラブ入会可

`,

D 法   人 30、 900Frl
ハに同じ 本誌巷末に毎号
「新しき世界へJ5部配布.

店名 住所 電話 営業時間 その他を掲載
日本CI友 の店シール配布‐、

フリガナ

氏  名

住 1〒

所

墨 雪

r  

生年月日3   年   月   日生

○○号室  〇〇様ち と詳 しく

*未婚、既婚 (家族    名 ||お
雀年ダ震量

したい方
 (

TEL

●会員係の記入欄→



『新しき世界へ』年賀広告申込書

種    類 申 込 口 数 料 金 原 稿

口 円
A,1同封します。

3. 月  日までに必着にします。

上記のとおり料金を添えて申し込みます。

名 電 話

住所 (〒    )

年   月   日

日 本 CI協 会 御 中

原 稿 用 紙   A～ Eに お申 し込 みの方は、この用紙 をお使いくだ さい。

*名刺がわりに会員の方も御利用下さい。
-15-



マクロビオティックの雑誌『新しき世界へ』に

年 賀 広 告をどうぞ〃
新 しい年が近づ きました。躍進のマクロビオティック国際雑誌

『新 しき世界へ』に新年のあいさつ を掲載 して ください。各ペー

ジ上段に「謹賀新年」の文字が入 ります。 (Oに は入りません)

寸法 (タ テ×ヨコ) 料 金 掲 載 内 容

A(1 枠) 50×  3‰ 6,695Fl 肩書 き、氏名、住所、電話のみ

B(2 枠 ) 50×  70mm 13,390円 Aの ほかに多少の文が入 ります

C(横 1段 ) 50× 140mm 21,630F]

D(4枠 ) 100×  7衡m 21,630円 スペースに応 じて、宣伝文、イラス ト、

写真、地図なども入 ります。

*料金には消費税が含まれています。

E(% 頁) 100× 14価 43,260円

F(全 頁) 220× 14嚇 58,710円

*原稿は、原寸の枠どりをして、その中に楷書で正確にご記入下さい。 (郵便番号を
お忘れなく)

*製版上、複雑な工程を必要とするものは、実費を頂戴することがあります。

申 通ゝ 方 法 //申込用紙に記入の上、原稿および料金を添えて下記に郵送またはFAXで
送って下さい。

申込み先/日 本CI協 会年賀広告係

〒151東京都渋谷区大山町Hの 5 TEL 03-469-7631(鱒  FAX o3-469-7635

申 込 締 切 /11月 15日 必着 銘 束Jがわりに会員の方も御利用下さい。)

ヽ

-14-
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④

山

子

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
研
究

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町
ｎ
の
５

一
〇
三

・
四
六
九

・
七
六
三

一

③

選
び
ぬ
い
た

本
物
の
味
を
皆
様
に

純
正
食
品
製
造
・
販
売

▽
△
実
業
（株
）

玄

米

太

郎

・５‐

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町
Ｈ
の
５

一Ｔ

●
〇
三

・
四
六
九

・
七
六
三

一

70ミ 才



,衛企画>
★はじめての方や・

主催/日本 Cノ 筋会

も う一度基礎か らとい う方ヘ

土よう入門
―無双原理のお話 と玄 試食 一

√7夕〃どンディノタノフη″′ 
・
立漁ムフτどZオ″′

玄米″ノインタ″脇例
'オ
″む/

夕まιイ9,「ι

マクロピオテ イツク (正食 )の こと、無双原理による正 しいものの見方・考 え方について、健康

こと、陰陽についてな ど、実生活 と対比 しながら、わか りやす くお話 を進めてゆ く講座です。

マクロ ピオテイックの実行で心身共に健康で楽 しい人生 を送 りま しよう ′′ぜひご参加下 さい ′ノ

● Eヨ 翠塁 ● お 話 /カロ藤 大 季

① 10月 27日 (土 )「正食について、健康について」・食事…………申冬 7
② ll月 24日 (土 )午後 2時 ～5時  「 陰陽の見分け方と実生活への応用について」・食事

③ 12月 15日 (土 )午後 2時～5時  「 体質の四つの分け方①」・食事

●講習費 /各回ごと3,000円 (消 費税込)玄米の基本食つき ′′

●参加資格/特 にありません、どなたでも、どの回からでも参加できます。

●要予約 /必ず前日までに下記へお申込 ください。 (電話でも可 )

●申込先 /日 本C:協 会 。L03(469)7631代  〒:5i東 京都渋谷区大山町 11-5

′

′

Ｆ

′

′

ノ

ヽ

′

′

Ｆ

′

″

‘
〃協ｒノ

レ
止
τ

蜃方
／

ノイ一ア″〃タ７

「 +よ うレス J電 ヨ障雇L」 呵ヨIL謳野

氏

　

名

男

　

女

明・ 大・ 昭

年生

話

　

号

電

　

番

1,日 本CI協会0法 人 ,正 会員です

2.誌友です

3.会 員ではあ りません

住

　

所

2.11月 24日
3.12月 15日

土

土

に受講 します

に受講 します

講習費 3:000円 X 回分 合計      円を添えて申し込みます。

日 本 C I協 会 御 中 年  月  日



7クロ■オテ/〃と楽し1学ぶ鉢 コブ ″
*********************************

◆マクロビオティックのお話・試食
<初めての方のための楽 しい集まりです>

★玄米を炊きながらのお話 と試食です。「玄米つておいしいの ?J
まず、実際に召 し上がってみてください ノ

そして、食べ物 と心と体の大切な結びつきについて考えてみましょう。
Iマ クロビオティックとは何なのかJ Iなぜ玄米を食べるのか」 「まず

初めにどうしたらよいかJな どをテーマにわかりやすくお話 しします。

まだこの素晴らしい玄米食を知らないご家族やお知合いの方をお誘い

合わせの上、ぜひ、お集まり下さい。

● 日程/*H月 13日 (火 )15:00～ 17:00 *12月 12日 (水)15:00～ 17:00-曜 日注意

●会費/各回2,575円 (食事付)● 要予約/前日までに必ず電話でお申込み下さい。

*****************************************************

◆マクロビオティックヘの入門講座
「無双原理 と玄米正食Jの理論と実践につい (楽 しく学べるわかりやすい講座  ●H月 14日 (水 )15:00～ 17:00

です。 「正 しいものの見方・考え方による食事と健康 と幸福の大切なつながりJ   喰 の段階と四つの体質① j

陰 陽についてJ「 どんなものをどのように、どのくらい食べたらよいか」など、

基本についていっしよに考えましょう。一人一人に合つたマクロピオティック  ●12月 はお休みします。
を日常的に正 しく実行 し、心身共に健康に明るく楽 しい人生を送るためにぜひ、
ご参加下さい。 ※要予約/前 日までに必ず電話でお申込み下さい。 ●会 費/各回2,060円

*****************************************************

◆家庭の手当法
風邪をひいた、熱がでた、お腹がいたい、吐き気がする、ケガ・やけどをした、虫歯がいたい……などなど、日常生

活 での体の トラブルは、たくさんあります。そんな時身近にある植物や食品を用いた正 しい手当ての方法 を身につけて
いればあわてることもありません。その時その季節にあつた手当法、保健飲料の作り方 を実習 しながらしつか りと体得
し、 Iイ ザ!J という時に備えましょう。

● 日 程/H月 28日 (水)15:00～ 17:00「 しょぅが湿布、里芋パスター、宿便 をとる味噌パスターJ

12月 はお休みします。

●会 費/各回2,575円 (材料費を含みまサ)※要予約/前日までに必ず電話でお申込み下さい。

以麒熙嵌顆顆豫

◆マクロビオティック生
'舌

相談
正食を実行する上での トラブルはよりよい解決法で !

人とのつきあい(地域、仕事など)に起こる問題、健康上の問題、育児、 しつけ、学
校 (給食、いじめ、登校拒否、など )わ からないこと、困つていること、迷つて
いること、悩んでいることなどを一緒に具体的に、考えてゆきます。何でもご相談

下さい。

※個人相談 (有 料)※要予約/詳細は係までお問い合わせ下さい。

担当/加藤大季

●H月 6日 (火 )17:00～ !8:00

●H月 7日 (水 )15:00～ 16:00

●H月 14日 (水 )17:00～ 18:00

●H月 21日 (水)15:00～ 16:00

● 11月 28日 (水 )17:00～ 18:00

「土 よ う 入 門
詳 細 は 色 ペ ー ジ 参 照

醍
講

オ テ イ ッ ク 初 級 ス ク ー ル

姪

=」

② l1/24(土 )午 後2時 ～ 5時

③ 12/15(土 )午 後2時 ～ 5時
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″ θ /〃釜

十 グ ″ 顔 淘 朽 プログラ∠オノンフラ リ ガ ″ 〃 /′
=金
)

θ講義ど実技 て彰秘務魂翼″

*正食医学による*

食轟絣避・手当法

正食 30数年、 6人の子育てをしな力くら、病人の食事作り

や手当てなど、命がけの日々を経て、また、自身、 19年
前には 1カ 月以上も生死の間をさまよう大反応、大改革を

経験した。その実際的、具体的なお話や料理、手当ての方

法は、必ず皆様の参考になることでしよう。

☆☆☆☆ 内  容 ☆☆☆☆☆

■■ 食 ― に二― い て 6D言時苺義

‐  食 華 米斗理 実 習 と 試 食

‐ 手 当 法 の 実 習

アンコール第 3回の内容は↓
●腎系・ 泌尿器系/腎孟腎炎、

腎 0尿路結石、腎臓不全(尿毒症 )、

ネフローゼ症候群、膀就炎

定員/25名

θ″ Jτttζなど
θ″ ζ 妻響 7ι 移

″実技 ぴおどろま
θι″ リリ体得″

★正確な判断の仕方、食箋料理での気くばり、

手当法でのちよつとしたポイント、その秘訣

を学びましょう″

‐ 病 _LA■ 痴 三1犬 :こ i商 し た

*響 議本オ 米斗σD譴墨てバプす

*誓 護本オ *斗毛夢書BσDイ吏 い プす、 七刀 リ プす

*妻 れσ)■誦 し 方  (炒める、煮る、炊く、茄でる、揚げるなど)

*訂 司りに*斗 (味噌、醤油、塩)`わ イ]菱 い プす

*fむ 塞彗ヨF主当ガ気 内用、外用)

● 日 時 /12月 7日 (金 )10時30分～ 午 後 5時
(途中で試食、休憩力くあります。講習の内容によって時間力ぐ延長され

る場合がありますので、ご了承下さい)

●

`ヽ

費 /16,0001司 (正会員・法人会員の方のみ対象です)

●会場・ 申込み先/日 本CI協会 〒151東京都渋谷区大山町11-5

雲(03)4697631(代 )FAX(03)4697635
●定員/25名

●受講には「正会員」または「法人会員」になることが必要です。

●要予約/ま ず電話で予約して、申込み用紙に記入し、12月 3日 (月 )

までに受講料を添えて事務局へ。電話のみではお受けできません。

※アンコール第 4回「肝臓系」は来年1月 の予定。詳細は12月 号に

発表します。

講
ｄ
Ｈ
Ｕ

講師/大森一慧

タ イ ム 、 テ ー ー プ

・

ル

10時30分～3時 :食箋料理請義。実習・ 試食

3時 15分～5時 :手当法の実習

「食箋料理・手当法特別講座」ア ンコール第 3回 (12月 7日 )申 込み書

①日本Cl協会の正会員(0難)です

②法人会員 (の家族)です。

③誌友から正会員に変更します。

精算額      円

講習費 16,000円    合計       円を添えて申込みます。

日本 CI協会御中           年  月  日
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θ      ζ貌宏霧棄多ノノ 起員/25多

*正食医学による *

く新 シリーズ〉

オ三菱を左″″ズζノンクフИオ

講師/大森―慧
正食30数年、 6人の子育てをしながら、病人の食事

作りや手当てなど、命がけの日々を経て、また自身、

19年前には 1カ月以上も生死の間をさまよう大反応、

大改革を経験 した。その実際的、具体的なお話や料

理、手当ての方法は必ず皆様の参考になるでしょう。

☆☆☆☆内 容 ☆☆☆☆☆
■ 食箋についての講義

■ 食箋料理実習と試食

■ 手当法の実習

第 5回、11月の内容は↓
●婦人病/子宮筋腫、卵巣のう腫など

主催/日 本 CI協会

″ //〃 Jアフ7Z7ノ

θ励
'こ

な σ〃 ど
´

θ夕 こ 鰹 %〔 納得

θ

"″
'メ体得

=!★正確な判断の仕方、食箋料理での気 くばり、

手当法でのちょっとしたポイント、その秘訣

を学びましょう!!

●病気や症状に適した

*食材料の選び方

*食材料各部の使い方、切り方
*熱の通し方 (炒める、煮る、炊く、茄でる、揚げるなど)

*調味料(味噌、醤油、塩)の使い方
*食養手当法(内用、外用)

●日時/11月 25日 (日 )10時 30分～午後 5時
(途中で試食、休憩があります。講習の内容によって時間が延長され
る場合がありますので、ご了承下さい)

●£議費/16,0001司 (正会員・法人会員の方のみ対象です)

●会場 。申込み先/日本CI協会 〒151東京都渋谷区大山町11-5
●(03)469-7631(代 )FAX(03)469-7635● 定員/15名

●受講には「正会員」または「法人会員」になることが必要です。
●要予約/ま ず電話で予約して、申込み用紙に記入し、11月 21日 (水 )

までに受講料を添えて事務局へ。電話のみではお受けできません。

※7月 の第 3回「腎臓の病気」編の内容をア

ンコール開催します。12月 7日 (金)10時

30分 より。詳細は本誌別ページ参照。

講
Ｉ

Ｉ

リ
男

錯寺

タ イ ム テ ー プ ル

10時～10時 25分 :受   付

10時30分 ～3時 1食箋料理講義 。実習。試食
3時 15分～5時 :手当法の実習

「食箋料理・手当法特別講座」第5回 (11月 25日 )申込み書

①日本C!協会の正会員(嫁族)です
②法人会員 (の家族)です。
③誌友から正会員に変更します。

精算額       円

円 を添えて申込みます。

-10-



☆マクロビオティック生

'舌

実践講座 ●講 師 /大 森 ― 慧

正食 を実行する上でのさまざまな問題……妊娠中の食事、生活の注意、出

産後の生活の仕方、離乳食 と離乳について、母親同士のつきあい、子供同士

のつきあい、保育園、幼稚園生活ではどうしたら良いか? 学校給食ではな

く、お弁当を持たせたい ノ 予防注射はどのように考えるか、また、結婚前

の女性のマクロビオティック生活法について、現代社会における人とのコミ

ュニケーションをスマー トにする方法は? 夫が正食をしてくれない、親、

姑たちに理解 してもらえるには? などなどについて参加者の皆さんと一緒

に考えながら、無双原理の立場からみての考え方をお話 ししていだきます。

独身の方、母親の方、ぜひ、おいでください。 (男性の方も大歓迎です)

● ■■メ■16Eヨ (召卜) 11=00´ 早 14=00(4卦 詈き付 )
テ ー マ 「食 養 料 理 と 食 箋 料 埋 の ち が い と Cま ?」

*い ざ ′ 病 気 の 時 の 食 事 〔ま ?
*日 常 の 料 ]理 と ノヽ レ の 日 本斗ヨ哩 の 〔サ じ め

*りtA‐ こ ど も ―多君
=を

OD姿≧電匡

●墨亀言薄オ斗/4子 ‐ 3,090F弓 (基塾詈量子十) お モト奉表三ブ オt透舞カローr

※ 景 予 約  (事 前 1〔二必 ず オs呵ヨ込 み ¬Fそざ い )

蓼 こ 口 〔ま

●12月 14日 (金 )を 予 定

詳 細 〔ま 次 弓 ■に て「
=能

表

×X×豫熙狡痰戌萩゛會◎0◎O③OCOOOOOOO

☆おべんとう作り講習会 ●講 師 /大 _~― 慧

毎日のことだから大切 にしたい ノ

おべんとうを開けた時の、なんとも言えないあの思い。まわ りの人の反応で得意になつたり、ひがんだり‐―‐・。お子様

にとつて、
「おべんとう1による親子のコミユニケーション、社会体験は、マクロピオティックを実践する上で、重要な

ポイン トとなります。 4ヽ さいけれど大 きな意味のある、いわば “食文化の箱庭"です。

そんな大事なおべんとう作 りも、毎日のことになると、ついマンネリになりがち。そこで、愛情のこもつたメニュー、

豊富なアイディアの数々を実習 してみませんか。中身、味つけ、見た目もとても大事。子どもが喜んで持つていく「お

べんとう」は? 手間も費用もムダなく作る工夫は? さあ、玄米つ子 6人を育てた大森―慧先生に、そのコツを習い

ましよう。 (大人の食事の参考にもなりますよ)

●講習費/各回3,090円 (消費費込み)● 定員/30名 ※要予約 (事前に必ずお申込み下さい)

●申込み方法/①先ず電話にて予約 し②申込み書に記入 し講習費を添え郵送または持参

●保 育 あ り/一人につき、1030円 (事前に必ず確認 してください)

● 11月  (ま お イHド み し きミす

● 12」月 8日 (―卜 )13=00´ -16=00
★献 寺 か ~米 こゴ 〔ま ん

報 裏 菜 ボ ー ル 7ラ イ  
ー

布 と 青 菜 の 炒 め 煮

*蓮 根 _ス パ イ ー ル   *大 ワ 炒 り み そ 煮

☆マクロビオティック子育て・家庭相談  .担当/大_~一慧
妊娠、出産、子育て、教育、健康に関することを中′いに家庭や社会でのさまざま  ●H月 16日 (土)14:00～ 15:00

な問題について、マクロピオテイックの立場からみた解決の方法を指導いたします。 ●12月 8日 (土)16:00～ 17:00

※個人相談 (有料) ※要予約/詳細は係 まで                  ●12月 14日 (金)14:00～ 15:00



プロの技に学ぶ ますますご好評をいただき :

3年目を迎えました/

講師/松本 光司

◆メニュー

南瓜の煮物、ゴーヤチャンプル、

のっぺい汁、もみじかん、そば寿司

黒米入りご飯

◆お話/食養料理について(3)

*実習・試食・講義でしっかり体得できる充実 し

た内容で、和気あいあいの楽 しい授業です。

*豊富なメニューでレパー トリーがぐんぐん増

えます。

●会 場/日本Cl協会会館 3階

●受講料 (各 回ごとに)(消費税を含む)/正会員・法人

会員-10,300円 。誌友-10,815円 。

●受講は日本 Cl協会「正会員」「法人会員Jま たは「誌

友Jに なることが必要です。

●要予約′/ま ず電話で予約し、申込み用紙に記入し、4

日前までに受講料 をそえて事務局へ。

(準備の都合 11、 必ず予約をされるようお願いします)

●エプロン、スカーフ、筆記用具持参
●途中、試食・休憩があります。メニューによって多少

時間が延長 される場合もありますのでご r承 下さい。

■12月 16日 0 10:30～ 15:30

◆メニュー

皇帝、大豆タンパクの葛玉蒸し、

白和え、車数の蛇の目焼、

ばくだいの寒天よせ、羽二重蒸し

◆お話/おせち料理について

▲ 千ぎわよく調理 しなが ら、

■11月 18日 個)

要点を説明する松本光11先 1

10:30～ 15:30

プ ロの技に学ぶ食 養 料 理 技 法 講 座 申 ■入 書



主任講師/

大森英桜先生

第18期

正負医学講座
第①回 正食編 00月 6日 ～7日 )

1.無双原理解説

2.人間の成り立ち

3.穀物 (主食)の陰陽

4.野菜、海草 (副食)の陰陽

5.調味料、加工品の陰陽

6.食べ方、宿便 と反応

第 ③ 回 基 礎 編 の I(12月 1日 ～ 2日 )

1.人体 (臓器)の発生と陰陽序列

2.五行説、気と経絡

3.望診法 (人相、手相)

4.望診法 (体、性格、便尿など)

5.自律神経とバイオリズム

6.症状で見る陰陽判断

主催/日本 CI協会

第②回 基礎編のI(11月 3日 ～4日 )

1.動物性食品、果物、飲料の陰陽

2.体質別、年齢別、性別の食養法

3.食養手当法 (1)

4.食養手当法 (2)

5.消化の生理と造血

6.食の段階と病気の七段階

第④ 回  各 論 編 の I(2月 2日 ～ 3日 )

(各種病気の原因、症状 と治療法 )

1.呼吸器 (気管支、肺 )

2.循環器 (心臓、血管)

3.消化器の 1(食道、胃)

4.消化器の 2(十二指腸、小腸、大腸、肛門)

5.肝臓、胆嚢、膵臓、牌臓

6.泌尿器 (腎臓、膀洸 )

第⑤回 各論編のI(3月 2日 ～3日 )

(各種病気の原因、症状 と治療法 )

1.脳と神経、心の病気

2.目

3.耳、鼻、歯、口、のど

4.骨、関節、外傷、皮膚

5。 生 殖 器

6.内分泌、アレルギー、ア トピー

第⑥回 各論編のⅢ (4月 6日 ～7日 )

(各種病気の原因、症状 と治療法 )

1.子供の病気

2.老化 と老人の病気

3.ガンの 1(総論、胃、腸、子宮)

4.ガンの 2(乳、肺、自血病など)

5.エ イズなど難病、奇病、新病、公害病

6.質疑応答、まとめ

-7-



第 18期 第③回 基礎編のI(12月 1日 ～2日 )

1.人体 (臓器)の発生と陰陽序列

2.五行説、気と経絡

3.望診法 (人相、手相 )

4.望診法 (体、性格、便尿など)

5.自律神経とノヽイオリズム

6.症状で見る陰陽判断

正食医学
請 講師/大森英桜

新 しい層貸の需田をつくる。7クロビ■

デイックの     「綱Hコ園闘鷹.第
「θ用日も開購ノ

全 6回 ① 10月 6日 ～ 7日 、② ll月 3日 ～ 4日 、

③ 12月 1日 ～ 2日 、④ 2月 2日 ～ 3日 、

⑤ 3月 2日 ～ 3日 、⑥ 4月 6日 ～ 7日

主催・会場 ●日本CI協会 〒151東京都渋谷区大山町H5803・ 469・ 7631

研修費●24,720円 (会館宿泊は26,780円 )

持参品●食器― 茶わん、汁わん、中皿、はし、布巾、雑 |IJ、 学習用具

申込方法 ●申込書に記入し、研修費を添えて日本CI協会あて現金書留で

送るか直接持参する。日本CI協会の正会員 (年 、12,360円 )ま たは誌

友 (年 、5,150円 )に なることが必要です。

締切り●各国開講の 4日 前厳守。

取消 し●締切 日までの取消 しは手数料 2,000円 をひいて返還 します。それ

以後は会の運営 ll、 半額返還 となります。
*食事は日本CI協会の料理部が調理する玄米正食料理です。
*①～⑥まで受講された方には「正食医学講座修了証」を発行いたします。
■講義の録音、録画、撮影はご遠慮ください。

~~~―     ~十  
一 一

_   _キ リ ト リ 線  ―

田
12:00- 1 :00

1 :00ヽ-1 :30

1 :30^-3 :30

4 :00--6 :00

6:00^-7:30

7:30^-9:30

11:00ヽ―

(日 )

6:00^-7:00

7:00^-9:00

9:30ヽ-11:30

11:30^-1 :00

1:00ヽ 1:30

1 :30ヽ-3:30

受 付

説 明

講義 1

講義 2

夕 食

講義 3

消灯、就寝

起床、清掃、体操、歌

講義 4

講義 5

朝 食

写真、次回分受付

講義 6

第18期 正食医学講座①②③④⑤⑥ 伸込み崚字にOをつけてくださ0

①各国参加 >24,720円 (会館宿泊26,780円 )②―括前納 >138,020円 (会館宿泊 150,380円 )

③請義 の部分受講 102・ 3・ 4・ 5・ 6)1講 義4,300円

氏名

男

。
女

( )歳

日

生

月年

明

大

・田

親
・曜

正会員(の家族 )で す。番号

誌友(の家族)で す。

入会申し込みます。

ふりがな

住所

(〒 )

都道
府県

番

＞

局外市

＜

宅
話

自
電

職 業

勤務先

勤務先 市外局番
電 話 (   )

円 を添 え て申 込 み ます 。

日本 CI協 会 御 中

今回で全 6回を修了する方は、ここにサイン
して下さい。

●今期から、事前に申し込まずに当日、会場に来られた方は、千円の割増しを申し受けます。



●日本C′ 協自篠ワlイライト■轟ョ日団劉日ロロロ■

寡砂安、残り物ヽ

鶴
!t-b.vr)u r]t;4*- "

飴 砲軋)けいどヽ

稔も童にモ,とをメ3夕 な
日々 のあウ作拝班≧にっリマ、
しつかりとタダましぅι

く食養手作り教室〉

料理二剃誰
●講師/吉成知江子
●11月 17日 (土 )13:00～ 16:00

●言青習費//¥3,200(消費税込み)

●申込方法 (要予約)

1ま す電話で予約し、‐2,申 込用紙 (日 本CI協
会事務局にあります|に記入し、講習費を添え

て、事前に持参または郵送してください[

―

    〈メニュー〉        
んのでこ了承ください

*芋 粥

じっくりと時P80を かけて煮上げたお粥は 澱粉質が完

全にアルファー化されるので 冑腸にやさしく 消化

吸収率は最高です,さ つま芋と玄米からにしみ出た

自然な甘味がマイルドな 季節感あ′S、 れるお粥です′,

*油揚げの五色和え

ハリッと香はしく焼き上けた油揚けと 身近|[あ る材

料を合わせた 色どり豊かな禾□え物:歯さわりの良さ

とさっはりした味をお楽しみください ,

*根菜類 のみそ煮

畑の幸が豊富に採れるこの季節。体を芯からあたため

て 力をつける根菜類をみそ味に調理したお惣菜.寒

さに備えて 毎日少しずついただくと元気百イg!

*菊花 カプ

季節の花をイメージし 梅酢で作る食養的なお漬物 :

*三色串 だ ん ご

シンフルなお団子も ちょっとしたメークアッフでリ

ッチに変身 ミネラル豊富で しかもおシャレ 1

桜沢里真 の

食養料理カード
■
集 1

食養料理カード
■
集2

【第 1集】小豆入り玄米御飯、味噌汁、ごま塩、きんぴらごぼう、ひじき蓮根、玄米クリ

ーム、鉄火味噌、鯉こく、小豆南瓜、おめでとう、しぐれ味噌、ほうとう、パンオサワ、

クレープ、そばクリーム (15種 )

【第 ‖集】玄米焼きむすび、南瓜がゆ、ひえがゆ、大和、昆布のつくだ煮、油味噌、ごま

無双、吸物、野菜ら、くめ煮、野菜あんかけ、野菜水無し炊き、けんちん汁、そばずし、焼

きそば、サラセン・ クッキー (15種 )

各824円  〒250円

1 2共の〒360円

(800円  税24円 )

175X128ミ Iプ

16枚

175'1128ミ :プ

16枚
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*毎週開講 しているリマ・ クッキングアカデ ミーの内容を、遠方の方または毎週通えない方のた

に開催する濃密な講座ですの 2日 間に4実習と「質疑応答」があります。

*免状/こ の集中講座を 3口 1受講すると「初級」免状を申請することができます。さらに4回受

講すると「中級」免状の中請資格が律lら れます。毎週の料理教室を受講されている方でも、こ

の講座を受講すれば 4週 分の受講 と同じ扱いとなります。

*日 時/1990年 11月 10日 (11)午 後 1時～H日 (日 )午後 3時  1泊 2日 (通 いも可)

*会場 /日 本CI協会会館 3階 料理教室(〒 151渋谷区大山町1158034697631)
(新宿から小 lll急線各駅停車 5つ 目 東北沢駅から2分 )

*入学金′′リマ・ クッキングアカデ ミーの入学金として5,150円 (納 入済みの方は不要 )

*受講料′ ドの「中込書」の欄を参照。 *申込み方法/「申込書Jに記入し現金書留で送るか直

接、
tII務

局に持参して 下さい。 *締切り/11月 6日 (火 )午後 5時
*取消し/締切りの日時までの取消 しは、手数料2,000円 を差引いて返還。それ以後は運営上、半

額差しり|い て返還 します。 (事前に申込まずに出席希望の方は1,000円 割増 しを中し受けます)

*持参lll1/筆記11具 、エプロン、スカーフ (頭にかぶるもの )、 雑巾、容器 (料理の一部を持ち帰

る方)、 寝間看(会館に宿泊する方 )

●‖月10日 (■ )午後 1時受付 ◆ 1時30分 ～4時 30分「料理実習 I」 (講師/桜沢里真)栗入り玄

米御飯、ポチロン・ア・ラ。モー ド、ヌー ドル・スープ、青菜のおひたし、ショソントーフ ◆ 6時ヽ

8時30分「料理実習 ⅡJ(講師/吉成知江子)手 |「 ちうどん、ごぼう丸煮、ねぎ味噌和え、マフィン

● 11月 11日 (日 )午前 6時 起床、清掃、体操、歌 ◆ 7時～9時 30分「料理実習ⅢJ(講師/占成知

江子)粟入り玄米粥、しぐれ味噌、切「 し人根 と油揚げ煮付け、ソバカリントー ◆10時30分 1ヽ1

時30分「質疑応答J(講師/桜沢 l―ll真 )◆ 12時～午後 3時「料理実習Ⅳ」(講師/桜沢 FIl真 )麦人

り玄米御飯、蓮根いかだ(う なぎもどき)、 山かけコーフー、春菊 くるみ和え、串だんご

※担当の講師が変更になる場合があります。※講習費には消費税相当額が含まれています。

1990年 11月 10日 ～ 11月 11日

● リマ・ クッキングアカデ ミー 申 =入 書

●新規入学の方は (受講料 +入学金 +日 本CI協会年会費)を納入 してください。

-4-

グ7″ クノ≠ンクア″デF一

集 中料 理 講 座

()1「通い」で受講しますっ

(17,51()F])

02.会館に宿泊し

(19,5701■ l)

ます。03.部分参加 (講習 1,H,Ⅲ ,Ⅳ )

(I,Ⅳ /各 5,1501Tl、「I,Ⅲ /各3,605円 )

1.正会員(の家族 )で す。No(

2.誌 友(の家族 )で す。

3新規に入会します。

●入学金(5,150円 )を

み

勤務先電話

2雰         ―

氏

名

{〕:(〒

lllr

1男・女 (

1明治 。大正

昭和  年

)歳

月 日′11

自宅電話

6
1雨薫
1勤務先

日 本 CI協 会 御中

ド]を 添えて中込みます

1990年   月  日

*集中料理講座( 年

した。

月)を受講 しま



【初級】 (毎週水曜日) 【中上級師範科】 (毎週火曜日)

●9/19①玄米の炊き方 ②味噌汁 ③胡麻塩 ④

小松菜と油揚げ煮びたし

●9/26①小豆入り玄米御飯 ②金平ごぼう ③

小松菜おひたし④カリントー

●10/3①玄米粥 ②ひじき蓮根 ③春菊ゴマ和

え ④田舎まんじゅう

●10/17①麦入り玄米御飯 ②昆布つくだ煮 ③

玄米クリーム ④バンオサワ

●10/24①おめでとう ②しぐれ味噌 ③車魅と

ねぎの煮つけ ④ショソン

●10/31① 栗入り玄米御飯 ②ねぎ味噌 ③蓮根

ボール ④小豆南瓜

●11/7①のり巻 ②けんちん汁 ③南瓜フライ

④キャベツクルミ和え

●11/14① 黄金粥 ②鉄火味噌 ③野菜水無し炊

き ④糸切りだんご

●11/21① 大豆入り玄米御飯 ②そばがきスー

プ ③ひえクロケット④野菜クレープ

●11/28① いなり寿司 ②胡麻ムソー ③ごぼう

と蓮根の煮つけ ④小倉うどん

●12/4①かやく御飯 ②野菜のかき揚げ ③大

根と里芋の煮つけ ④タルトポチロン

●9/18①三色おはぎ ②車魅の吸い物 ③野菜ゴ

マ味噌和え ④金平クレープ

●9/25① とうもるこし入り玄米御飯 ②コーフー

串カツ ③亀甲茄子ゴマ味噌 ④ ポチロン・マフ

ィン ⑤コーフーの作り方
●10/2①いんげん入り玄米御飯 ②べニエ・ド。

マイース ③うどんグラタン ④さざれ石

●10/16①信田寿司 ②薩摩汁 ③蓮根煮つけ ④

里芋まんじゅう

●10/23① 玄米チャーハン ②ワンタンスープ ③

コーフー団子葛とじ④鹿の子

●10/30① わかめ入り玄米御飯 ②ロシアスープ

③コーフーと車麹のフライ ④プチガトー

●11/6①焼きむすび ②煮込みうどん ③五日豆

④大和芋ショソン

●‖/13①南瓜入り玄米御飯 ②ひじき蓮根庄内

送巻 ③八珍豆腐 ④五平餅

●11/20① ライスグラタン ②サンドイッチ ③白

菜ロール ④ポチロンゼリー

●11/27①太のり巻 ②揚げ豆腐 ③コンニャクと

里芋の煮つけ ④磯巻串だんご

●12/3①玄米まぜ御飯 ②庄内麹□―ル吸い物

③コーフー磯揚げ④青菜のおひたし⑤コロネル

一ア
＞
一グ

囲
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細
一キ

＜
一
ツ醐一ク

年

Ｉ

Ｏ

一

９

一
マ

９

一

１
一リ

◇

一●

○料理教室に新規入学 します。○継続 して受講/前回のコース名( )
1.初級 2.中級 3.上級 の免状を取得 しました。(○印をつけて下さい)

●受講希望 クラス

A・ BoC・ D

男・ 女 (

明治 。大正

昭和  年

)歳

日曇月

1.正会員(の家族 )で す。No.(   )
2.誌友(の家族 )で す。

3.新規に入会 します。

氏

名

一Ｔ住

所

) ●入学金(5,150円 )を

納入します/納 入済み

自宅電話

奮          
―         ―

職 業

勤務先

勤務先電話

な

日 本 C l協 会 御中

円を添 えて申込み ます

日月年

*集中料理講座(  年  月 )を 受講しました。

*保育を希望 します。(  歳 男女、 歳 男女 )

●新規入学の方は (授 業料 +入学金 +日 本 C!協会年会費 +テ キスト代)を納入してください

●いったん納入された授業料、入学金、会費などは返還できません。

-3-



健康と幸福と美を創るマクロビオティックの料理教室

リマ・クツヰングアカデミー
校 長 /桜 沢 里 真 (日 本CI協飴 励

玄米や穀物類、味わい深い季節の野菜、海草、豆類な

ど大自然の幸を生命の糧として頂く、健康と幸福の料理

を学びましょう。マクロビオティック料理は、化学的に

汚されない新鮮な材料を、精白せず、純正な調味料 (天

然醸造の味噌、醤油、自然塩、ゴマ油、ナタネ油など)

で調理 し、砂糖類や化学調味料はいっさい用いません。

マクロビオティックを世界に広めた桜沢如―先生は「台

所は生命の薬局」と言われました。さあ、あなたも「 生

命の薬局長」になってください !

●初級コース/玄米の炊き方からマクロビオティック料

理の基礎を研修。●中上級師範科コース/初級修了の方

を対象に、さらに応用的な各種、季節の献立を研修。

●免状/各コースの規定の回数出席 し、期末の修了試作

会に作品を出品し試験に合格し、規定の免状料を納入さ

れた方に免状を授与。●受講には日本 C:協会の正会員

(年 12,360円 =腿み)、 または「誌友」(年5,150円二拠み)、

あるいは法人会員になることが必要です。

●昼の部は 1歳以上の歩けるお子様を対象に「保育」が

あります (有料 )。 お子様連れの受講はご遠慮下さい。

●エプロン、スカーフなど持参品や詳細は係に問合せ。

●いったん納入された受講料などは返却できません。

●受付けを締切っていないクラスは途中入学できます。

●「集中料理講座」の受講は4週受講と同じ扱いです。

※初参加の方は初級コースから受講 して下さい。

時 間
室
ロ 授 業 料

コ ー ス 曜 クラス 時 間 講  師 授 業 日 入学金 一括納入 月ぎめの分納 一回受講

中

上

級

師

範

科

火

A

11:00

S

14:00

沢

真

桜

里

‐２

月

３

⑨

＝

月

６

１３

２０

２７

１０

月

２

１６

２３

３０

９

月

１８

２５

5,150F弓

33,372円

9月  6,180円
10月 12,360円

‖月 12,360円

12月  6,180円

3,605円

B

18100

S

20:30

津

子

浮

宏

初

　

級
　
　
科

水

C

11:00

S

14:00

吉 成

知江子

9 1011 12

月 月 月 月

19374
2617:4⑨

24 21

3i 28

27,810F弓

9月  5,150円

iO月  iO,300円

‖月 10,300円

12月  5,150円

3,090円

D

18:00

S

20:30

植 田

冨 く子

●講師の担当は変更になることがあります。●12月 9日 は修了試作会です。 ●金額は消費税込みです。



■毎木曜日は休館です。

(1階の食品店は、木曜が定休日)

至    ~

雀― c
原  下北沢 線

鱒
田
駅

小
Ｇ

日 本 CI協 会
〒151東京都渋谷区大山町1:5

●会員でなくても参加歓迎です     ● 03・ 469・ 7631 ft)

0録音はご遠慮ください。  小田急線 。東北沢駅下車2分

◆11月

2日 (金 )●補,0時3"～ 5時 食箋料理・手当法特別講

座アンコール②腸の病気(大森―慧)

3日 (土 )● 1時 30分～4日 (日 )針 30分 正食医学講座②

4日 (日 )● 鋤料研半正宗太極拳教室(大友映男)

6日 (火 )● 午前11時～:彎 ,6時～8時 30分 リマ・ク,キングアカデミー中

上級師範科●訪～4畔 マクロピオティック・ ヨガ(三好

暁 )● 研～6時 マクロピオティック生活相談(加藤大季)

7日 (水)● 午前11時～2時 ,6時～8時 30分 リマ・クッキングアカデミー初

級科●鋤～鶴 マクロピオティック生活相談(加藤大季)

iO日 (1)● 補11時～正食相談(大森英桜)●絣～8

時30分 月例会「自律神経の陰陽」(大森英桜)

10日 (土 )01時 3"～ 11日 (日 )3時 集中料理講座

10日 (日 )● 3畔～5畔 正宗太極拳教室(大友映男)

13日 (火 )●午前11時～2時 ,6時～8時30分 リマ・クッキングアカデミー中

上級師範科●3時～5時 マクロピオティックのお話・試食

14日 (水 )0午前11時～2時 ,6時～8時30分 リマ・クゥキングアカデミー1刀

級科●鉗～5時 マクロピオティックヘの入門講座(加藤)

要予約●研～6時 マクロピオティック生活相談(加藤)

16日 (金 )●補11時～鱗 マクロピオティック生活実践講座(大

森―慧)要予約●餅～3時 マクロピオティック子育て。家

庭相談 (大森―慧)

17日 (土 )● 1時～4時 おそうざい料理(吉成知江子)

18日 (日 )●午前1鵬 30分～耕30分 食養料理技法講座

(松本光司)

20日 (火 )● 午前11時～2時 ,6時～8時30分 リマ0ク ,キングアカデミー中

上師範科●耕～鶴半マクロピオティック0ヨ ガ(三好暁)

21日 (水 )0午前11時～2時 ,6時～8時30分 リマ・ク,キングネ刀率及千斗

●3時～‖ マク0ピオティック生活相談(加藤大季)

23日 (金・祝)日 本C!協会は休業

25日 (全 )●揃 10時3"～ 5時 食箋料理・手当法特別講

座⑤婦人病(大森―慧)要予約

27日 (火 )● 午前11時～2時,6時～8時 30分 リマ・クフキングアカデミー中

上級師範科●鋤～晰 マクロピオティック生活相談

28日 (水 )0午前11時～2時,6時～8時 30分 リマ・クッキングアカデミーネ刀

級科●騎～6時 マクロピオティック生活相談(加藤大季)

◆12月

1日 (土 )● 1時30分～2日 (8)研 30分 正食医学講座③

2日 (日 )● 訪卜研半正宗太極拳教室(大友映男)

4日 (火 )●午前11時～2時,6時～8時 30分 リマ・クッキングアカデミー中

止級師範科●訪～4畔 マクロピオティック。ヨガ

5日 (水 )● 午前11時～2時 ,6時～8時 30分 リマ0ク ッキングアカデミー初

級科

7日 (金 )●補 10時3"～ 5時 食箋料理・手当法特別講

座アンコール③腎臓病(大森一慧)要予約

8日 (土 )● 午前li時～I食相談(大森英桜)● 1時～4時

おべんとう作り講習会(大森―慧)● 6時～8時 30

分月例会(大森英桜 )

9日 (日 )● リマ0ク フキングアカデミー修了試作会

11日 (火 )● 午前11時～2時 マクロピオティックおせち料l里講習

会①(桜沢里真)

14日 (金 )0午前11時～2時 マクロピオティック亡L力舌5に1セ言崎渥
=(り

に

森―慧)要予約●餅～3時 マクロピオティック子育て・家

庭相談 (大森一慧)

16日 (日 )● 午前1針 30分～針30分 食養料理技法講座

おせち料理(松本光司)● 餅半～5畔 正宗太極

拳教室

18日 (火 )● 午前11時～2時 マクロピオティックおせち*斗理講習

会②(桜沢里真)

19日 (水 )日 本CI協会は休業

24日 (土 )● 午前11時～正食相談(大森英桜)● 鋤～5時  21日 (土 )● 輸 11時～正食相談(大森英桜)要申込

土よう入門講座(加藤大季)
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 ① 斑
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.メ

レ 12月 2日 lE)■‐9日 (日 )

日ごろのご愛庸1に感謝いたしまして、 1割引きセールを実施いたします。 (玄米、書
籍、贈答品等の特殊商品を除く)東北沢店は6日 (本 )が定休日です。通信販売による
ご注文も期間中に「ご注文シー ト」が到杵した場合は割引きいたします。 (9日 の消
印まで有効)ご来層i、 ご注文を社員一同心よりお待ち中し llげ ておりますc

《(《 新 商 品》
●もろみ豆 2509250円  入荷済  ●福神漬 1509350円  人lir済

国内産メι大豆と丸麦を糀にして茜醤油を加  無農薬栽培の野菜 (大 根、力「 r、 胡瓜、′
li

え、3カ 月以 L発酵・熟成させたものです。 姜、しその実 。葉、椎茸、胡麻)を、Fl然
モロキューゃ和え物、ご飯のお菜にどうぞ。  海塩 “海の精"、 本みりん、手づくりJl背

加熱殺ポiを しておりませんので了L酸 菌や酵  油、 “海の精"使用の梅酢に潰けこみまし

母が生きています。冬期限定 (10～ 3「 lた   た.日 本に数少ない本みりんの醸しだす‖
要低温保存.                ぃ世界をご賞味下さい。メ〔空包装 .

●しば漬 1509420円   人荷済

く価格変更商品>    新価格      無農薬栽培の胡瓜、茄子、11姜 、みょうが
●オリーブ油   17091200円  H/21～   を、 “海の精"使用の梅酢、千づくり生醤
●プルーン (大)  lk9 1400円   ″   油に漬けこみ、かくし味に本みりんと昆布
●プルーン (′Jヽ) 1509 300円   ″   を使用しました。深い味わいと、あとIJの
●セイタン (ビン)1809 390PI 実施済  良さが特長です。真空包装。
●セイタン (袋) 1009 390円   ″   く再入荷商品>
●田舎うどん   5009 400円   ″   ●べったら漬 (L)

●雪んこ     1509 290円    ″          本:ilキ 420円  Hサ 1中 旬人荷
●玄米おかき   1009 220円    ″   ●りんご果汁 (ビン) 1′ 900円 人ril済

く 限 定 商 品 〉
●特選一本漬たくあん樽詰 “生"(大 )30k9(45～ 50本入)   18,500円 (送料別)

(小)8k9(11～ 13本入)    5,500円 (送料別)

ご好評をいただいております 本́漬たくあんの樽 1浩 を限定販売いたしますっ完全予約制で

すので注文シー トのひとことコーナーに品名、容路t、 数量をご記人のうえ、H月 30日 までに

本社宛お申し込み下さい。12月 中旬にメーカーより直送いたします.賞味期限 2月 。

難料改定
北海道 揚t  llヒ 関 東 中 部 近  畿 中 国 四  国 九  州 沖 縄

1400円 1100円 1000円 1000F弓 1100F弓 1200円 1300円 1400F] 2400F弓

11月 21日 出荷分より通信販売の送料を L記のとおり改定 させていただきますら

●さしあtナQうれしくなるのが

…●いただして、感激するのが

…みんな■
マクロピオ7・4ック

今年からはあの方にも
さしあtアてみよう。
マクロピォティック
(大 Fl然と生きる法)の 輸
広力ちていま鳥

※資料ご希望の方は左下の請求券をハガキに貼り本社までどうぞ

鍋焼きノヾン講習会

11月 12日 (月 )

11:00～ 14:30

日本CI協会3Fにて

会費 3,090円

東北沢店手づくり



水道水を飲みつづ1拓ことは
MACROB10丁lC F00DS

・ゆ
っ
く
り
自
殺
Ｌ
て
る
よ
う
な
も
ん
だ
Ｆ

水
質
汚
染
―
も
う
知
ら
な
い
人
は
い
な
い

て
し
よ
う
。
水
道
水
に
い
ろ
い
ろ
な
化
学

物
質
が
溶
け
込
ん
て
い
る

っ
て
こ
と
。
最

悪
な
の
は
、
塩
素
て
消
毒
す
る
と
き
発
ガ

ン
物
質
ト
リ

ハ
ロ
メ
タ
ン
が
出
来
る
こ
と
。

も
ち
ろ
ん
味
も
臭
い
も
決
し
て
良
く
な
い

こ
と
、
誰
だ

っ
て
知

っ
て
い
ま
す
。

人
間
の
身
体
の
７０
％
は
水
分
、
な
ん
だ

ほ
と
ん
ど
水
し
ゃ
な
い
か

っ
て
い
う
ほ
ど

水

っ
て
大
切
な
ん
て
す
ね
。
井
戸
水
だ
か

ら
大
文
夫
と
い
う
方
い
ま
す
か
。
ダ
メ
ダ

メ
。
地
下
水
は
ゴ
ル
フ
場
の
除
草
剤
や
ト

リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
の
毒
物
て
汚
染
が

全
国
的
に
進
ん
で
る
っ
て
話
だ
か
ら
。

水
道
水
を
飲
み
続
け
る
こ
と
は
、
緩
慢

な
自
殺
に
等
し
い
―
と
哲
学
的
な
こ
と
言

っ
た
人
が
い
る
け
ど
、
も
う
浄
水
器
買
わ

な
く

っ
ち

ゃ
水
が
飲
め
な
く
な
っ
ち

，
つ
。

健 康 と 幸 福 へ の 道
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それ力bつたんで現 夢の

浄水器ハーレーⅡ。

これからその優れた特性を

ご紹介∝ みましょう。

①カートリッジ

交換がない。
ふつうの浄水器は汚れをためてしまう

ので能力がどんどん落ちる。そこでカー

トリッジを交換する。ハーレーにはその

カートリッジ交換がないんですね。

その代わり独特のバックウォッシガ

とtヽって、お湯を逆流させるんで現 する

と、内部は滅菌洗浄されて新品同様

となり、高いi争水育ヒカを保つとにヽうわ晩

それが7年以上も続く。半年に一回の

カートリッジ交換がなtヽから経済的で

すよ。

ノ1-レーI
:ラィラi£場×293mm¥728,000
本社 (注文先 )

東京都板橋区小茂根5-4

〒i73803-958-7112
ォ ー サ ヮ ジ ャ バ ン 株 式 会 社 東京者5渋谷区大山町 ll-5

〒151容03-465-502i

②浄水能力が

家庭卓 Lタイプ

としてNo l.の‐ 夕を誇り、登録されて

いま現さらに、うるさいことで有名な米国

商品テスト誌のテスト項日全部につい

て、最優秀の認定をもらった唯 ^の浄

水器で七 これがハーレーⅡ。とにかく

水に含まれるゴミ、異物、異奥、化学物

質はほぼ完全に取ってしまう。しかし、健

康に必要なミネランは残丸 そして、使い

はじめの高い除去能力が7年以上も

続くという。これで決まりですね。

東北沢店 (売店 )


